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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目の前に灰色の霧きりのようなものがあった。

　そこは、深く、底知れぬ奥行きを持つ空間だった。

　あの灰色の霧のようなものに身を投じれば、自分は同化され、そしてすべてが終る。

　それは別に悪いことではない。その先には、なにものにも代えがたい究極の安らぎが待っている。

　疲つかれたなら、あきらめがつくのなら、力を抜ぬけばいい。

　誰だれに教わったわけでもないのに、彼にはそれがわかった。

　……きっと、それは、私だけではなく、すべての人間の魂たましいの一番深いところに記き憶おくさせられている知識なのだろうな。

　……死ぬということは、そういうことなのだ。

　彼の記憶の中に、一番最後に見た光景がよみがえってきた。

　……飛び交かう怒ど号ごうと、フォトンライフルの発射音。

　背中に命中したショックガンの衝しよう撃げき波はが内臓と骨を砕くだく、ぼりっ、という音……。

　想像を絶する痛みと、口の中に広がる赤あか錆さびの味……。

　そして、息がかかるほどの近さにある彼女……エリスの顔。

　腕うでの中でエリスは微笑ほほえみ、驚きよう愕がくに目を見開き、そして最後に泣きそうな顔になって……そこで私の記憶は途と切ぎれている。

　灰色の霧は、目の前に迫せまっていた。

　……私は……死ぬのだな。

　私という存在はここで終る。

　でも……最後の最後に、あの人を守ることができたのだから……私は満足だ。

　一人の男として……一人の女の人を守れたんだ。この他ほかに私は何を望むというのだ？

　……力を抜けばいい。あの霧にすべてを委ゆだねるだけで、私は解放されるんだ。

　アウトニア再興という王子としての義務も、他人とのしがらみも、やらねばならないと言われてきた一いつ切さいの物事から私は解放される。なにをそんなに頑がん張ばっているんだ？

　チャマーの意識の中にさまざまなものが浮うかんで消えていった。

　その、どれもが、セピア色に色あせた過去の思い出だった。

　……無む駄だだよ、それはもう終ってしまったことなんだ。思い出に私を引き止める力なんかありはしない。

　そのとき、急にカメラのピントが合うように一つの光景のディテールがくっきりと浮かび上がった。

　それは、チャマーの父……非ひ業ごうの死を遂とげたアウトニア国王の顔だった。

　チャマーの意識の中に何かが灯ともった。

　……そうだ。

　私は、まだ、やり遂げてはいない。惑わく星せいユーマに再び国民たちを呼び寄せ、あの、決して豊かではないが、平和だったアウトニアをよみがえらせるという使命を。

　でも、私はがんばったんだよ、父さん！　何もせずにただ、座り込んで我が身の不幸を呪のろっていたわけでもないし、誰かがやってくれるだろうなんて無責任なことを考えて自分の楽しみを追いかけていたわけじゃない！

　だから……だから父さんならわかってくれるはずだ。お前はよくやった、もうこれで充じゆう分ぶんだと言ってくれるはずだ……そうだよね！

　しかし、チャマーの意識の中に浮かんだ父は、笑ってはくれなかった。

　その顔にあったのは、怒いかりでもない、笑えみでもない、ただ、目の前にある現実を厳然と見つめる、力強い視線だった。

　厳しい……誰よりも自分に厳しく生きてきた男の視線だった。

　チャマーはその父の視線から逃のがれるように身をよじった。

　そんな目で見ないでくれ、父さん。

　そうだよ、わかっていたんだ。私はわかっていた。

　私は、父さんのその目に応こたえたかった。その目が認めてくれる人間になりたかった。

　私は、父さんの隣となりに立って、父さんと同じ目で自分と他人を見ることのできる人間になりたかったんだ。

　そう……私は……父さんのようになりたかったんだ。

　母さんのような、賢かしこくて優やさしい人と結けつ婚こんして、私や、姉さんやメイのような子供を育てて、未来に向かって歩いて行きたかったんだ。

　チャマーは顔を上げて、目の前に迫る灰色の霧の渦うずを見つめた。

　すうっと霧が遠ざかったように見えた。

　……霧が下がったんじゃない。私が浮き上がったんだ。

　私が、父のことを考えたからだろうか？

　いや……違うな。

　私は……自分の中にある『あきらめたくない自分』に気が付いたんだ。

　今、ここであきらめて、あの灰色の霧の中に身を投じたら、私は父さんには近づけない。私は今の私で終ってしまう。

　そんなのは嫌いやだ、と叫さけんでいる自分に気が付いたからだ。

　チャマーは灰色の霧の渦を見つめて念じた。

　あきらめないぞ……私もいつかはお前に飲み込まれて、虚きよ無むに還かえる時が来るだろう……でも、それは今じゃない。私にはまだやるべきことがあるんだ！

　灰色の霧の渦が、見る見るうちに遠ざかって行く。

　そして、それと同時に自分の背後から白い光が差し込んでくるのにチャマーは気付いた。

　その白い光は、どんどん力を増し、あたり一面を真っ白い輝かがやきが埋うめ尽つくした。




『生きようという気になったようじゃな』

　老人の声で、チャマーは我に返った。

　目の前に、声の主らしい白はく髪はつの老人が立っていた。

　青地に銀の糸で民族衣い装しよう風の細かな刺し繡しゆうが施ほどこされた長衣のようなものを着たその老人は、興味深そうにチャマーの顔を見つめて、つぶやくように言った。

『お前さんが、あそこであきらめなかったということは、お前さんに変数としての能力があるということなのかもしれんな……』

　……変数？　何のことだ？　それより、この人は誰だれで、ここはどこなんだろう？

　老人は、まあまあ、という風に両手を上げて、手のひらをチャマーに向けた。

『意識空間の中ではすべての疑問に同時に答えることもできるが……順番に答えたほうがわかりやすいじゃろう』

　……意識空間？

　チャマーは、あらためて自分が立っている場所を見回した。

　そこは、ライトグレーの床ゆかと壁かべを持つ、十メートル四方ほどの広さの部屋だった。

　椅い子すやテーブルはもちろん、壁へき面めんから天てん井じように至るまで、およそ装そう飾しよくに類するものが一いつ切さい存在しない、合理の極きわみとしか言いようの無い実に殺風景な部屋だった。

　老人は微び笑しようを浮うかべると、飄ひよう々ひようとした口調で言った。

『殺風景なのは、まあ仕方が無い。ここは、かりそめの空間じゃからな。お前さんの生きている世界の外に存在する、言わば世界の外にある旅籠はたごのようなものじゃよ。まあ、ゆっくりしていくが良い……』

　老人の言葉が終るのと同時に、その部屋の中に突とつ然ぜんソファとテーブルが出現した。

　床からせり出してきたわけでも、ぼうっとにじみ出てきたわけでもなく、それは最初からそこにあったのに、今、その存在に気付いたかのように唐とう突とつに出現した。

　……そうか、これは夢なんだな。

　チャマーがそう考えるのと同時に老人がうなずいた。

『そうじゃよ、これは夢じゃ。ここにあるすべてのものは、意識の中にしか存在しない。そう考えれば、夢と言い切ってもあながち間違いではなかろう……まあ、夢と違うのは、夢というのは見ている本人の深層意識の中から生まれるものだが、この空間はそうではない、というところかな』

　……精神感応波による深層意識治ち療りよう用の外部アクセスなのかな？

　老人は声を上げて笑った。

『いやはや……今まで何度も神様や死神と呼ばれてきたものだが、外部アクセスプログラム扱あつかいされたのは初めてじゃよ。実に合理的な反応をする男だな、お前さんは……』

　そして、老人は鋭するどい目でチャマーを見て言葉を付け足した。

『だからこそ、お前さんは変数となりえるのかもしれんな……』

　……変数？　この老人はさっきも私のことをそう呼んだ。一体何のことなのだろう？

　そう考えたとき、チャマーは今まで感じた疑問を一度も声に出していないことに気付いた。

　……私は、何一つ口に出してはいない。なのにこの老人は私の考えていることを正確に読み取って答えてきた。

　この空間が意識内の空間なら、不思議なことじゃない。でも、もし、これが私の夢なら、やはり私は当然のように疑問を口に出していただろう。夢の中で大声をあげたり、人と話したりしたことは何度もある。話すというのは、コミュニケーションの最も基本の形だからだ。こういった形でコミュニケーションを取るのは、感応端たん末まつを通じて意思の疎そ通つうを図はかるのによく似ている……きっとこの人は私の思考を読み取っているに違ちがいない。

　老人は嬉うれしそうにうなずいた。

『そのとおりじゃよ、わしはお前さんの意識の表層に浮かんだ思考を読んでそれに答えておる。初対面の相手は大たい抵てい混乱しおる、そうなると会話が成り立たぬことが多いのでな……お前さんのように冷静で、合理的な人間だと、相手するのが楽な反面ちょいと拍ひよう子し抜ぬけするな』

『どうも……』

　……すみません、と言葉を続けようとして、チャマーは自分が言葉を口にしたのに気付いた。

『そう、お前さんは普ふ通つうに話せる。この空間はお前さんの生きている世界と同じ法則で成り立っておる。床を歩き、椅子に座り、呼吸をして飲み食いする、ごく普通の生活と同じ法則じゃ。何の補助的な力も使わずに空を飛んだり、壁を突つき抜けたりすることはできん……まあ、その辺が夢とは違うところじゃな』

　チャマーは、大きく息を吸うと、思い切って老人に話しかけた。

『これが、私の夢ではないとすれば、私はどこか外部の意識に接続され、そこであなたと会話をしているということになります……あなたは一体何者なのですか？　そして、あなたの目的は何なのですか？　教えていただきたい！』

　老人は、黙だまってチャマーの顔を見つめていたが、やがて小さく肩かたをすくめた。

『若いということは、まあ、こういうことかな。いきなり直球勝負でくるとはな……頼たのもしいと見るか、余よ裕ゆうが無いと見るか、まあ微び妙みようなところだな……』

　そして、老人は顔の前に右手の人差し指を立て、それを左右に振ふって言葉を付け足した。

『別にはぐらかしているわけではない。世の中には直球で質問されたからといって直球で答えを返すことができるほど簡単で単純な疑問ばかりではないということじゃ……まあついて来るが良い、お前さんに見せたいものがある』

『ついて行くって……どこに？』

　チャマーが怪け訝げんな顔をするのと同時に、部屋が消えた。




　そこは、どこかの草原だった。

　人の背せ丈たけより少し低い程度の草がどこまでも生おい茂しげり、まばらに生えた灌かん木ぼくの向こうには大きな緑の森が広がり、青く澄すんだ空にいくつもの断ちぎれ雲ぐもがゆっくりと流れている。

　ざわざわと音を立てて、草原を渡わたって来た風が、チャマーの頰ほおを撫なでた。

『ここは？』

『お前さんの世界の、とある惑わく星せいの十数万年ほど昔の光景じゃよ。人類が……いや、人類と呼ばれるようになった最初の哺ほ乳にゆう類るいが生まれた頃ころの世界じゃ。後の世で、オルドバイ峡きよう谷こくと呼ばれることになる場所じゃよ』

　チャマーは小さく首をひねった。

『オルドバイ峡谷？　聞いたことがありませんね』

　老人は小さく笑った。

『まあ、無理も無い。お前さんたちの世界の人類は、跳ちよう空間航法を実用化するのと同時に、まるでホウセンカの種がはじけるかのように、一気にその版図を広げていったからな……世代が変わりゆくたびに人類の故郷であったこの惑星は忘れ去られていった。お前さんが知らぬのも当然かもしれん……とにかく、この惑星の、この場所で人類の祖先が生まれたのじゃよ。

　最初は二足歩行する猿さるの一種でしかなかった人類は、その後、さまざまなバリエーションを生み出しつつ生き延びてゆく。しかし、数万年という長い年月の中で、何十種類という人類の亜あ種しゆは、次々に絶ぜつ滅めつし、今の人類……要するにお前さんと同じ遺伝子構造を持った直系のご先祖様だけが生き延び、そして繁はん栄えいしていった、というわけじゃ』

　老人の顔から微び笑しようが消えた。

『だが、因果律は人類に味方しようとはしなかった……やっとのことで亜種との競争を勝ち抜き、この惑星における唯ゆい一いつの知的生命体としてスタートを切った人類に、致ち命めい的てきな災さい厄やくが襲おそい掛かかる……それはウィルスじゃった。このウィルスへの感染で、その当時、地球上に存在する人類の九十九パーセントが死滅し、人類は、たった数百人にまでその数を減らしてしまった……もし、このとき、最後の数百人となった人類の中に、ウィルスに対する抗こう体たいを持った者が生まれなければ、この時点で、この世界の人類の歴史は終っていたじゃろう……本当にギリギリで間に合ったのじゃよ。そして人類はその数百人から、再び数を増やし、この惑星で文明を構築するに至ったのじゃ』

『……人類の歴史に、そんなことがあったなんて、知りませんでした』

　ため息混じりにつぶやいたチャマーを見て、老人はうなずいた。

『まだ、人類が、この惑星で生活していた当時……遺伝子構造の分ぶん析せき技術がやっと開発の緒しよについた頃、人類の遺伝子を分析していた人間がそれを発見して、ニュースになったことがあるが、どっちにしろ遠い昔の話じゃな……』

　そして老人はチャマーを指差して言葉を続けた。

『人類の歴史には、そうやって絶滅寸前のアクシデントが起こるたびに、それを回かい避ひする要素を持った人間が登場する。さっきの話で言うならば、絶滅寸前にまで陥おちいった人類の中に生まれたウィルスに対する抗体を持ったような人間が……わしらは、そういった人間になりうる可能性を持った者のことを変数と呼んでおるのだよ』

　チャマーは目を見開いた。

『私が、その変数だというのですか？』

　老人は、あいまいな微笑を浮うかべた。

『そうかもしれないし、そうでないかもしれん……未来は常に揺ゆれ動く。わしらにできることは、その揺れ動く未来を洞どう察さつし、その先に待つ破は綻たんに向けて手を打っておくことだけじゃよ』

　その老人の言葉を聞いたとき、チャマーは、一つのことに思い当たった。

　……この人は私のことを『変数』と呼んだ。そして、今の説明によると、その『変数』というのは、人類全体の上に絶滅寸前となるほどのアクシデントが起るときに生まれるという。

　……だとすると、私たちの将来に、人類全体が絶滅寸前になるほどの恐おそろしい何かが待ち構えているということなのか？

　老人の顔つきに、悲痛の色が差した。

『お前さんは飲み込みが良いな、説明する間もなく正解にたどりつく……それが良いことかどうかは別にして……』

『それは……どんなことなのですか？　私はそれにどう関かかわってくるのですか？』

　老人は、黙ったまま小さく手を振った。

　あたりの光景が変わった。

　風の渡ってゆく草原が消え、世界がブラックアウトするのと同時に、チャマーはどこかの司令室のような場所を見下ろしていることに気付いた。

　しかし、良く見ると、そこは司令室でもなんでもない、ただ、何万何千というモニタースクリーンのようなものが壁へき面めんを埋うめ尽つくしているだけの、広大な空間だった。

『ここは……』

　老人は、ゆっくりと進み出ると、空間を埋め尽くしている無数のモニタースクリーンのようなものを指差した。

『ここにある、あの無数の映像の映った窓は、一つの世界を意味している。世界とは、お前さんが生きているあの世界だけではない。同じような、しかし、どこかが違ちがっている世界が無数に存在しているのだよ』

『平行世界……という理論ですね』

　チャマーは、目の前に浮かぶ窓の一つに目を留めた。

　それは、どこかの大きな海の光景だった。真っ青な海の上を白波を立てて大形の海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいのような動物の群れが泳いでゆくのが見えた。

『ここに示した無数の世界は、お前さんが生きている世界のすぐそばにある、お前さんの世界とほぼ同一の時間系列を持つ世界の一部だ。この中には、もしかしたら、お前さんの故国であるアウトニアが滅めつ亡ぼうしなかった世界もあるかもしれないし、もしかしたら、お前さんが存在していない世界もあるかもしれない……しかし、この無数の世界のどれにも共通の因果律が組み込まれているのだ』

『共通の因果律？』

　老人は黙だまってうなずくと、再び軽く手を振ふった。

　一いつ瞬しゆんにして、その空間を埋め尽くしていた無数の映像の窓のうち八割ほどが白い、何も表示しない窓に変わった。

　さっき、チャマーが目を留めていた青々とした広い大おお海原うなばらの光景を映し出していた窓も空白となっていた。

『……これは？』

　老人は悲痛な目で、白い窓が広がる空間を見つめて言った。

『ここにあるどの世界にも、君と同じような人類が存在していた。様々な苦難を乗り越こえて進化し、惑わく星せいを代表する知的生命体となるために、文化と文明を築き上げようとしていた……しかし、その八割が絶滅してしまった。空白となった世界には、もはや人類の姿は無い……』

『なぜ、そんなことになったのですか？』

　老人は、ゆっくりと振り向いた。

『言っただろう、共通の因果律が含ふくまれている……と』

『まさか……滅亡に至る因果律だというのですか？　なぜ、そんなことに！』

　チャマーに向かって、老人は小さく首を振った。

『理由はあるのだろう。しかし、その理由を知ることはできん。因果律を定めているのは、我々など足元にも及およばない高次に存在する意思なのじゃよ』

『それは……』

　……神なのか、と聞こうとして、チャマーは言葉を飲み込んだ。

　いや、神の概がい念ねんをここで持ち出すのは、安直に過ぎる。この老人の言っている意思とは、そういうものではないのかもしれない。

　しかし老人は、こともなげに神の名を口にした。

『いや、神と呼んでも差し支つかえない。それは、お前さんやわしのような、ただの人類が、いくら考えようとも、絶対に想おもい及ばぬ次元の存在なのだ』

　チャマーは驚おどろいた。

　目の前にいる老人が、人類だとは思ってもいなかったからだ。

　その驚きを見た老人は、肩かたをすくめた。

『わしだって、お前さんと同じ種じゃよ……ただ、お前さんたちよりもずっと古い時間軸じくの中で生まれた種じゃ……長命であることと思考を読み取る能力があるだけの違いしかない』

　そして老人はチャマーを見て、面おも白しろそうな顔をして聞いた。

『わしの年ねん齢れいを当ててみるが良い……お前さんの文明の尺度で言うところの年数で構わんぞ』

　チャマーは老人の顔を見つめた。

　白い髪かみと歳月が刻み込んだ顔の皺しわ。そして、すべてを知り尽くし、悟さとりを開いたかのような温和な目。

　……八十歳、いや、もう少し若い……七十五、六歳というところだろうか。

　老人は、口を開けて、楽しそうに声を上げて笑った後で言った。

『一ひと桁けた違うな、お前さんの想像したその数字にゼロを一個付け足すがよかろう』

　チャマーは驚いた。千年にも及ぶ寿じゆ命みようとなれば、それはもはや長命という概念の年齢では無い。普ふ通つうの人間の一生など、春に生まれ秋に死んでゆく蝶ちようの一生のようにしか思えないかもしれない。

　老人は、どこか遠い景色を見るように目を細めると、首を振った。

『いや、同じ人間じゃよ。お前さんたちもわしらも同じ人間なのじゃ。だからこそ我々はこの機構を作り上げた……短命で、そして不完全なコミュニケーション手段しか持たぬ種として生まれたお前さんたちは無む鉄てつ砲ぽうとも呼べる激しい情念を持っている。わしらのような長命の種からみれば、お前さんたちの生き様は、一瞬の火花のように儚はかなく、そして美しい……短命であるということは、ハンデであると同時に利点でもあるのだ』

　チャマーは、老人の言葉の中にあった『機構』という単語を聞き漏もらさなかった。

　……機構、というのは組織を意味する言葉だ。そう言えばこの老人は、何度も自分のことを『我々』という複数形で呼んでいた。

　つまり、この老人は、何らかの組織に所属し、その組織の意思に基もとづいて行動している、ということになる。

　その目的とは……。

　老人はうなずいた。

『お前さんの推論は正しい。わしは、ある目的を持って活動する組織……機構の一員じゃ。そしてその機構の目的こそが、お前さんが抱いだいている疑問への回答になるじゃろう』

　老人の言葉が終るのと同時に、無数のモニターが並んでいた空間が消えた。




　そこは、黒と灰色に塗ぬりつぶされた世界だった。視界に入るのは、灰色の瓦が礫れきと、真っ黒に焦こげ焼け落ちた家々の残ざん骸がいだけだった。

　目を上げると、その瓦礫と焼け跡あとのところどころに、燃え残った建物が建っているのが見える。そしてさらにその向こう、地平のあたりに高い塔とうのような建造物がいくつも並んでいるのが見えた。

　……あそこが、この都市の中心部だとすると、ここはかなりの規模を持つ大都会だったのだろう。おそらく数百万人単位の住民が暮らしていたに違ちがいない。

『そのとおり、この都市はこの国の首都でな、一千万人が生活していた……それはもうにぎやかな街じゃった』

　チャマーは、視界の中に、何一つ動くものが無いことに気付いていた。

　一人の人間も一匹ぴきの動物もいない、そして風に揺ゆれる雑草すら一本も生えていないのだ。

『この街を滅ほろぼしたのは、地じ震しんとか大火災とかの自然の災害ではありませんね。人じん為い的な災害……たとえば戦争とか、そういったものがこの街を滅ぼしたのではありませんか？』

『そのとおりじゃよ。戦争ではなく、戦争のために準備されたものが、この街……いや、この世界に生きていた大多数の生き物を滅ぼしたのだ。

　正確に言えば、生物兵器の管理の失敗による、生物学的汚お染せんの拡大じゃな。

　その生物兵器は、植物。それも草類を完全に殺すものだった……』

　老人の言葉を聞いたチャマーは目を見開いた。

『植物の……草類をですか？』

『そうじゃ、人間ではなく植物、それも食料の基となる穀類を絶ぜつ滅めつさせるウィルスを敵国の農地に散布すれば、その国の食しよく糧りよう生産は壊かい滅めつする。そうすれば戦わずして勝つ！　そう考えた人間がおった……そしてある日、そのウィルスが漏れ出した……このウィルスは樹木を枯からすことは無いが、草類を完かん璧ぺきに殺すもので、始末が悪いことに、実験段階で繁はん殖しよくを阻そ止しする因子が見つからないために、兵器としての応用を放ほう棄きしたはずのウィルスだったのじゃ。

『草の死』は、瞬またたく間に全世界に広がって行った。

　花が、牧草が、麦や米が、雑草、海草までもが枯れ始めたとき、この惑わく星せいに生きていた人類は、パニックになった。

　牧ぼく畜ちくと穀類の生産がストップすれば、人類の九十九パーセント以上が餓が死しする。人類は農耕を知る前の採取生活に戻もどらねばならない。しかし、草食の野生動物は絶滅し、草を食草にしていた昆こん虫ちゆうですら絶滅した世界で、唯ゆい一いつ残された食料は、木の実だけ……だが、木の実だけで養える人口は、まさしくほんの一ひと握にぎりに過ぎん……』

　老人はそこで言葉を切ると、まわりに広がる廃はい墟きよを見回して小さくため息をついてから、つぶやくように付け足した。

『すべてが崩ほう壊かいするのに二年とかからなかった。人々は疫えき病びようを打ち払はらい、大地を清せい浄じよう化するために、焼け！　火は清らかだ！　と口々に叫さけびながらこの街を焼いた。原始の焼畑農業に戻るかのように、そこに新たな芽生えを期待して……しかし、新たな芽生えは無く、人々は瘦やせ衰おとろえて死んでいった』

　そして、老人の言葉が終るのと同時に、再びまわりの景色が変わった。

　そこは、どこかの森の中だった。

　季節は初夏から夏に向かっている頃ころなのだろう、木々の葉が鮮あざやかな明るい緑色をしている。

　その鮮やかな緑の落葉広葉樹の森の中にある開けた土地に、ありあわせの建築資材を使って建てられたような家が十数戸並んでいた。

　五、六人の子供たちが、笑いながら走り回る広場の真ん中には、擦すり切れたような青い合成樹じゆ脂し製のシートが広げられ、その上に小さな茶色い木の実がびっしりと並べられている。

　老人は、その小さな集落を指差して言った。

『我々は、木の実を食べ、保存する知識を持った人間を他ほかの世界からこの世界に送り込んだ。今、やっとその知識によってなんとかここに一つの拠きよ点てんを作り上げた。生態系が大きく変わったこの惑星に適合した文明の光を取り戻すには長い年月を必要とするじゃろう。後はこの拠点が文明再興のための種になることを願うのみじゃ』

　その光景を見たとき、チャマーは一つのことに気付いた。

　……あの家で暮らす人々は、木の実を食べながらも文明的な生活や、社会構造を保ち続けているように見える。もし、あの集落が無む秩ちつ序じよな状態なら、子供があんな風に笑って走り回ったり、大切な木の実をああやって外に広げておくようなことはしないはずだ。

　この世界は滅めつ亡ぼうしたわけじゃない。確かに大都市は廃墟と化し、文明も文化もすべて失われてしまったように見える。でも、そんなものは、あくまでも表面だけのものに過ぎないんだ。

　常に弱いものを強いものが餌え食じきにする弱肉強食が、自然のルールだとしたら、きっと文化というのは、弱いものも強いものも共存して生きる、という人間だけが創つくることができるルールのことなのだ。だとすれば、あのみすぼらしい掘ほっ立たて小屋のような家々に暮らし、木の実だけを食べているであろう彼らにも、文化があるに違ちがいない。

　手の中にあるものはすべて喪うしなわれたかもしれない。でも頭の中には、過去の技術の遺産が残っているはずだ。人間が生きている限り、そこに相そう互ご信しん頼らいのできる社会がある限り、文明はよみがえるということなのだ。

　そのとき、チャマーのまわりにある落葉広葉樹たちが大きくざわめいて、風が頰ほおを撫なでて通り過ぎて行った。

　チャマーは、木々の間を通り抜ぬけてきたその風に緑色の色を見た。

　風の中で走り回る子供たちの歓かん声せいを聞きながらチャマーは思った。

　……この世界の人間は、きっとこの木々との共存を考えた文化を作り上げるだろう。それは、過去の文化とは大きく異なるものになるかもしれない。でも、人間が生きている限り、再び文明が興おこり、人は技術を手に入れ、新たな世界を作り上げていくに違いない。

　木こ漏もれ日びを見上げて老人は言った。

『そのとおりじゃよ……まず生き延びること。人間が生き延びることじゃ。我々の目標は、一つでも多くの世界の人間を生き延びさせることにある。しかし、直接的な干かん渉しようはその世界のバランスを大きく崩くずしてしまう。我々にできることは、その世界の行く末を変える因子を持った人間、いわゆる『変数』をその世界に送り込むことか、もしくはその世界に存在する『変数』に助言を与あたえ、その先に待つ試練を越こえる手助けをすることだけなのじゃ』

　チャマーは直感した。

『その、試練というのが、私たちの世界に訪おとずれようとしているのですね？』

　老人は、チャマーに視線を戻すと、真しん剣けんな目で言った。

『お前さんの世界の人類は、他の世界の人類の上に訪れたような破は滅めつ的なアクシデントをすべてクリアし、順調に発展を遂とげ、ついに恒こう星せい間航行を可能にする跳ちよう空間航法すら手中のものにした……我々機構で言うところのシェイオル連続線のレベルにまで達したのは、お前さんの世界と、他にいくつかあるだけじゃ。しかし、どんなに順調な世界でも、因果律は見み逃のがしはせん。いや、順調に発展してきたがゆえに、他のどの世界の人類の上にも与えられたことの無い試練がお前さんの世界に訪れる。今までお前さんたちが経験したことの無い戦争じゃよ』

『今まで経験したことの無い戦争？』

　怪け訝げんな顔をしたチャマーに向かって老人はうなずいた。

『お前さんの世界の人類は、他の世界の人類と同じように今まで数え切れんほどの戦争をしてきた。人類の歴史は闘とう争そうの歴史でもある。しかし、そのどれもが同じ人類間の戦争であり、その理由もまた人類間の価値観の相そう違いによるものだ。経済的利害、主義主張、信じる神の名の違い……そういった理由でお前さんたちは戦ってきた。しかし、今度の戦いの理由は過去における、そういったどの戦争とも違う理由なのじゃよ……それは、人類の種としての存亡をかけた戦いなのじゃ』

　チャマーは目を見開いた。

『種の存亡……ということは、人類外生命体との戦いなのですか？　しかし、人類はいまだに他の知的生命体と接せつ触しよくしたことはありません！』

『そう……幸運なことに、実に幸運なことに、お前さんたちの世界の人類は、万を超こえる数の恒星系をその支配下に置きながら、過去において一度も人類外知的生命体と接触することが無かった。自分の生まれた惑わく星せいの上から一歩も出ぬうちに他の知的生命体と接触し、滅ほろぼされたり、家か畜ちく化されたりしてしまった人類が存在する世界も数多いというのに……しかし、その幸運がもうすぐ尽つきようとしている。お前さんたちの世界は、想像もできぬ価値観を持った、全く異質の生命体と接触するじゃろう』

『それは……どんな生命体なのですか？　交こう渉しようは可能なのでしょうか？　共存はできないのですか？』

　老人は悲しそうな顔で首を振ふった。

『交渉とか、共存というのは、共通の価値観とコミュニケーションの手段があって、初めて成立するのじゃよ。その二つが成立しない相手と、互たがいの存在が利害に直結した場合、そこにあるのは徹てつ底ていした排はい除じよの論理だけであり、選せん択たく肢しは二つしかない。つまり、相手を滅ぼすか、こっちが滅びるか、それだけじゃよ』

　老人の言葉が終るのと同時に、チャマーのまわりの景色が一番最初に老人と出会った殺風景な部屋に変わった。

　気が付くと、テーブルの上に香こう茶ちやのカップが置かれていた。

　カップから立ち上る白い湯気が、部屋の中に良い香かおりだけを残して空間の中に消えていく。

『色々なものを見てきて疲つかれたじゃろう、まあ一服するが良い』

　そう言って先にソファに座った老人は、香茶のカップを手に取ってチャマーに呼びかけた。

『何をぼーっと突つっ立っておる。冷めてしまうぞ』

『あ、はい、すみません』

　チャマーはあわてて老人の向かいに座ると、目の前にある香茶のカップを手に取った。

　香茶の香りと味は、どこか懐なつかしい感触があった。

　……これと同じ味の香茶を以前どこかで飲んだことがあるような気がする……いつのことなのだろう？

　カップを手にして考え込んだチャマーを見て、老人は微笑ほほえんだ。

『懐かしい思いがするのも無理は無い。その香茶の感覚は、お前さんの記き憶おく層の中にある、今までに飲んだことのある、美味おいしかった香茶の記憶だけを再構成したものだからな。人は味だけではなく、そのときの場面と感情も同時に記憶する。そのリンクされた感覚がお前さんに一種のノスタルジーを感じさせるのじゃ』

　チャマーは、両手の中にある香茶のカップを見つめていたが、やがて顔を上げた。

『一つお聞きしてよろしいですか？　あなたは私のことを変数と呼び、その変数に助言を与え、この先に待ち構えている試練を乗り越える手助けをするとおっしゃいましたね』

『おお、そう言ったが、それがどうかしたのかな？』

　チャマーは老人の顔を見み据すえて聞いた。

『なぜ、試練なのですか？　もし、それが人類を滅めつ亡ぼうさせる因子だとしたら、それは災さい厄やくと言うべきです。試練というのは、さらなるステップに進めるかどうか試ためすときなどに使う言葉ではないのですか？』

　老人はしばらく黙だまったままだったが、やがて静かに口を開いた。

『確かにお前さんの言うとおりじゃ。もし、これが異生物との戦いで終わるなら、それは単なる災厄に過ぎん。わしがこの戦いを試練と呼んだのは、この戦いによって、人類に大きな意識の転てん換かんが訪れるからじゃ……いや、正確には、その意識の転換が無ければ人類に勝利は訪れない……』

　老人は、そこで言葉を切ると、顔を上げてチャマーを見た。

『わしは、さっきこの戦いは人類という種の存亡をかけた戦いだと言った……』

『ええ、覚えています』

　うなずいたチャマーを見て、老人は畳たたみ掛かけるように聞いた。

『お前さんは、今まで何かをするときや、考えるとき、どんな立場に立って、どんな視点で物事を見て、判断しておったかね？　チャマー・シザーズという個人、アウトニア王国の王子という公人、帝てい国こく軍の参さん謀ぼうという軍人、そういった立場と視点にしか立ったことは無かろう』

　チャマーは素す直なおにうなずいた。

『ええ、私の立場は、せいぜいその程度の権限しか持たない立場でしたから……』

　そして、そこまで答えたとき、チャマーは何かに気付いたように目を見開いた。

　……そうか、個人や国家や帝国軍。そんな小さな枠わくの中で物事を判断していたのでは、この先に待つ戦いには勝てないということなんだ。

　人類全体に降りかかってくる試練の前には、もはや、個人も国家も帝国も宗教も一いつ切さい関係が無いんだ。人類が今まで人類同士で戦ってきたそのすべての理由を乗り越え、まず種としての共通の価値観を作り上げ、その上に立って戦わねばならないんだ。

　……人間という種、その共通する一点で人類すべてが大同団結し、主義主張、人種、利害、宗教、性別、趣しゆ味み嗜し好こうそれら一切の差を乗り越え、己おのれの種の存亡をかけて戦う。

　言葉にするだけならこんなに簡単なことはない。しかし、それがどれほど難しいことなのか想像を絶する。人類は未知なる敵と戦う前に、自分たちの心の内なる敵と戦い、それに勝たねばならない。

　……そうか、間ま違ちがいなくこれは試練だ。

　すべての人類を統合した最高機関。それを作ることができるかどうか、それこそが人類に与あたえられた試練なのだ。

　そう考えたとき、チャマーは自分に向けられた老人の言葉を思い出して愕がく然ぜんとした。

　チャマーは目を見開いたまま、目の前にいる老人に小声で聞いた。

『……まさか、私にそれをやれということなのですか？』

　老人は、静かにうなずいた。

『無理だ！　そんなことができるわけがない！　私は、ただの滅亡した小国の王子でしかない。私にはそんな力はないんだ！』

　老人は静かに首を振ふった。

『わしは、無理かどうかを聞いているのではない。事実を告げておる。お前さんがそれを作れなければ、人類は滅亡する。それを作ることができれば、人類は生き延びる、という簡単な事実をな……』

　チャマーの目が、何かを求めるように中空をさまよった。

『でも……なぜ私なんですか？　他ほかにも能力のある人は一いつ杯ぱいいるじゃないですか！　そう、マイド先せん輩ぱいとか……あの人なら私なんかよりずっと上手うまくやってのけるはずです！』

　老人は悲しそうな目でチャマーを見た。

『マイド・ガーナッシュか……彼もまた重要なる変数だ。この試練を乗り越えるには彼と、そしてお前さんの二人の力が必要になる……お前さんは苦労することになるじゃろうが、その苦労と奮ふん闘とうがあって、初めてマイド・ガーナッシュは変数になりえるのじゃよ』

　チャマーは、黙って考え込んだ。

　二分ほどの沈ちん黙もくの後で、顔を上げたチャマーは、ゆっくりと聞いた。

『本当の変数は、マイド先輩で、私は当て馬にすぎない……私が努力して、苦労して、その結果が、マイド先輩の成功につながるということなのですね』

　老人は首を振った。

『そういうことになるかどうか、それはわからん。未来は常に動いておる。お前さん一人の手で、この試練を乗り越えることができるかもしれないし、もしかするとお前さんとマイド・ガーナッシュ二人の力をもってしても、試練を乗り越えることができぬかもしれない……未来を見通すことは我々にもできぬのだ』

　チャマーは唇くちびるを嚙かんでしばらく黙ったままだったが、やがて、静かに微笑ほほえんだ。

『種としての立場に立つことができるかどうか、これが最初の関門なのかもしれませんね……』

　老人はゆっくりとうなずいた。

『それができるがゆえに、お前さんは変数なのじゃ……』

　そして、老人は立ち上がった。

『さて、そろそろお別れの時間じゃ。この会話の内容はお前さんの記き憶おくの奥底に沈しずみ、しばらくは思い出すことも無かろう。しかし、何かのきっかけでわしを思い出すときが来るはずじゃ……そのときは彼を訪ね、人類と共に歩んできた彼の助言に従うが良い』

『彼？　彼とは誰だれのことですか？』

　怪け訝げんな顔をしたチャマーに向かって老人は、謎なぞめいた微び笑しようを浮うかべて言った。

『お前さんも会ったことがあるはずだ。人にして人にあらず、されど人より生まれし者だよ……さあ、これでお別れだ……お前さんの意識を解放するときが来たようだ』

　ソファから立ち上がったチャマーは、何かに気付いたような顔をした。

『そういえば……あなたのお名前を聞いていませんでしたね』

　老人は笑った。

『時空の狭はざ間まに生きるわしのような人間の名前を聞いて何になるというのかね？　でも、まあ、尋たずねられたのなら答えるのが礼れい儀ぎだろうな……わしの名前はイェロヒムという……どこかにいるようでどこにもいない人間じゃよ……』

　イェロヒムと名乗った白はく髪はつの老人の笑え顔がおが、すぅっと光の中に消えて行った。




　エリス・トゥナイツが、チャマー・シザーズの意識が回復したという知らせを受けたのは、それから二日ほど過ぎた日の朝のことだった。

　エリスは、トゥナイツ家専属秘書官を呼ぶと、有う無むを言わさぬ口調で宣言した。

「今日の予定は全部キャンセルします！」

　秘書官は目を丸くした後で、あわてて答えた。

「しかし、エリス様、今日は外交問題審しん議ぎ会のメンバーを決める重要な会議がございます」

　エリスは眉まゆを逆立てた。

「そんなもの、好きにやらせればいいわ！」

　秘書官は、食い下がった。

「帝てい国こくは、今、マルス家が表舞ぶ台たいから去った後の権力の空白をディア家とマイア家の間で、どう配分するかで、綱つな引ひきをしている状態です。ポスト争いが激しく、調整役のエリス様がいなくては、会議が紛ふん糾きゆうし、まとまりません！　このままでは再び内戦になるのでは？　と危き惧ぐする声すら聞こえてきます！」

　エリスは胸を張ると、傲ごう然ぜんと言い切った。

「内乱？　結構じゃない！　やりたきゃやればいいわ！　ディア家とマイア家のメンバーに、こう伝えなさい。もう一度内乱を起すおつもりならどうぞご勝手に、譲じよう歩ほなき交こう渉しようは無意味です……とね！」

「か、かしこまりました！」

　一礼した後で、秘書官はそっとエリスに聞いた。

「で……キャンセルした後の本日のご予定は？」

　エリスは、当然、という風に答えた。

「医い療りようセンターに行き、チャマー・シザーズに面会します」

「その後のご予定は？」

「ありません」

「は？」

　あっけに取られたように顔を上げた秘書官に向かって、エリスは微笑んだ。

「チャマーの容態次し第だいで変わるということです。長い会話に耐たえられないようなら、執しつ務むに戻もどります」

「承知いたしました」

　秘書官は再び一礼した。




　意識を取り戻したチャマーは、精密検査を受けた後で、再生槽そうから出されて、医療用カプセルの中に置かれた重力サポートつきのベッドに移されていた。

　再生治療を受けている患かん者じやには、免めん疫えき抑よく制せい剤ざいなどの投とう与よが行なわれており、その影えい響きようがあるうちは感染症しようなどを引き起す可能性があるため、完全に外気から遮しや断だんされるのだ。

　この日、チャマーはカプセルの中に置かれたベッドの背もたれを起して、ビュワーの映像を見ていた。

　それは、過去二ヶ月間のニュースのライブラリー映像だった。

　本来ならば、再生槽を出たばかりの患者がそんなことをするのは許されないのだが、意識を取り戻すのと同時に、チャマーが帝国の内戦の結果を、強く知りたがったのだ。

　情報隔かく離り状態に置いた場合の心理的ストレスを考こう慮りよした主治医は、血圧や各種のセンサー値の異常が無い場合、という条件の下もとで、一日十五分の制限つきでニュースチャンネルのライブラリーデータベースへのアクセスを許可したのだった。

　マルス家の敗退を告げるニュース映像を眺ながめていたチャマーの脇わきに、白い医療技術者の制服を着た一人の男性のホログラフが立ち上がった。

『さっそく情報収集かね？　アクティブな性向の持ち主は完治も早いが、無理だけはしないようにな』

「はい、気をつけます、先生」

『せっかくここまで回復したのだ、ここで無理をしたのでは元も子もない……それはそうと、君に面会を求めている方が、ここに来られている。本来は面会謝絶なのだが、どうにも断りきれなくてな……会うかどうかは君に決めてもらおう』

「面会？　私に？　どなたですか？」

『エリス・トゥナイツ嬢じようだよ。会うかね？』

　チャマーが目を見開くのと同時に、壁へき面めんに設置されている医療用デバイスのセンサーモニターの心しん拍ぱく数を知らせるカウンターサインの音の感覚が急に早くなった。

　医師は眉をひそめた。

『ふむ……心拍数増加、血圧上じよう昇しよう、皮ひ膚ふ毛細血管拡張、副交感神経の昂こう進しん……エリス嬢の名前を聞いたとたん、君には、かなり心理的なストレスが生じたようだな……面会は断ったほうがいいかな？』

　チャマーはあわてて首を振ふった。

「あ、いえ、大だい丈じよう夫ぶです……たぶん」

　その表情を見た医師は、面おも白しろそうな顔をして答えた。

『確かに……心理的ストレスが加わったからといって、それが君に悪影響を及およぼすものとは限らない。楽しいこと、嬉うれしいことでも、人にはストレスは加わる……君にとってはそっちのほうなのかもしれないしね……まあ、あまりにも心理ストレスが高くなれば、自動的に鎮ちん静せい剤ざいが注入されるが……そこまでストレスが上昇することも無いだろう』

　少し赤い顔をして下を向いたチャマーに、医師は笑いかけた。

『君がそう言うのなら、私としては許可を出さざるを得まい。実を言うと、最初に面会を許可しないと言ったところ、エリス嬢からすごい目で睨にらまれた。これで許可を出さなければ、ひょっとすると私は銀河辺境の流る刑けいにされてしまうかもしれない』

「どうもすみません……」

『君が謝るようなことでもあるまい……』

　そう言って笑った後で医師は言葉を付け足した。

『……いや、エリス嬢をして、そこまで言わしめたのだ。この男にも責任はあるのかもしれないな……面会用のホログラフ回線は四番だ、手元のスイッチで切り替かえたまえ。

　なお、面会時間は十分間。プログラムに打ち込んであるから、エリス嬢がなんと言おうと十分しか許可されない。たとえ辺境の流刑地の医務官に飛ばされても許可しないから、その旨むね君から伝えてくれ』

「私からですか？」

　顔を上げたチャマーに向かって医師は肩かたをすくめて見せた。

『ああ、そうだ、彼女は君の言うことしか聞かないだろう……おそらくな。では、これで失礼する……くれぐれも身体からだ、精神に負担をかけないように留意してくれ』

　そして、医師のホログラフは、軽く右手を上げて挨あい拶さつして消えて行った。

　チャマーは自分の手元にある汎はん用ようコントローラーに目を落した。

　医療デバイスから聞こえてくる心拍数のカウントは、上がったままだった。

　……エリス様か。

　私は、あのとき死んでもいいと思っていた。いや、死ぬつもりだった。

　まさか、こうして生き延びて、そして顔を合わすことなど考えてもいなかった。

　会いたい。でも、会って、何と言えばいいのだろう。

　チャマーは小さく首を振った。

　……なんでもいい、どうせ私は一度死んだ男だ。

　あの人を裏切った報むくいを受けて、地じ獄ごくに突つき落された男だ。

　たとえののしられようと、なじられようと、私はそのすべてを受け止めるしかない。

　……ひょっとしたら、私はそのために生き延びたのかもしれない。

　チャマーは大きく息を吸って、そして、思い切って汎用コントローラーのボタンを押した。

　一いつ瞬しゆんのタイムラグの後で、さっきまで主治医が立っていた場所に、一人の若い女性が浮うかび上がった。

　明るいピンク色のツーピースのスーツを着た、ロングへアのその女性は、息を吞のんだような顔でチャマーを見つめていた。

　二人の視線が合った。

　言葉は、なかった。

　チャマーの心拍数をカウントするセンサーの、ピッ、ピッ、という小さな電子音だけが、静せい寂じやくの中に響ひびいていた。

　十数秒……いや、二人にはその時間はもっと長く感じられただろう。

　お互たがいの視線の向こうにある想おもいが、その十数秒をはるかに長く引き延ばしていた。

　最初に声を発したのは、チャマーだった。

「エリス様……ご心配かけました」

　そう言ってチャマーが笑いかけると、その女性……エリス・トゥナイツは、金かな縛しばりが解けたかのように大きく息を吐はいた。

　そして、それと同時にエリスの目からぽろぽろと、涙なみだがこぼれ落ちた。

　エリスは両手で顔を覆おおった。

『良かった……チャマー……あなたが生きていてくれて本当に良かった……私の前からいなくなっちゃったら……本当にどうしようかと思ってた……タツヨミ兄さんのときみたいに、そばにいて欲しい人がいなくなっちゃうなんて、私、もう耐たえられない……』

　チャマーは、エリスの涙から目をそらすように下を向いた。

「エリス様、私はあなたに泣いていただけるような人間ではありません。あなたを拉ら致ちし、真・帝てい国こく軍の戦力を分断するというあの作戦を立てたのは私自身です……これは言わば自じ業ごう自得なのです。私はあなたを裏切ろうとした報いを受けただけのことです」

　エリスは、目を見開いた。両目から再び涙があふれた。

　そして、エリスは激しく首を振ふった。

　銀色の小さなしずくが光って飛ぶのが見えた。

『違ちがう！　そんなことない！　誰だれがあなたを責めると言うの？　滅めつ亡ぼうした故国の再興を条件に出されたあなたに、他にどんな選せん択たく肢しがあったの？　そうよ、確かにあなたは私を拉致する作戦計画を立てて、そしてそれを実行したわ。自分自身をオトリにして……あなたが亡命を申し出れば、私がいそいそとやってくると見み越こして……』

　エリスの目から再び涙があふれた。

『責められるべきは私よ！　あなたの作戦にいとも簡単に引っかかったこの私だわ！　あなたが来てくれるのが当然だと思い上がって、無防備に……本当に無防備に喜び勇んであなたを迎むかえに行ったこの私よ！』

　チャマーは静かに答えた。

「私は……その、エリス様の信しん頼らいを利用しようとしました……私は最低の男です……でも、あなたの顔を見たとき、どうしても、あなただけは裏切れないと思ったのです。あのとき……アウトニアの王子としての立場よりも、帝国軍の参さん謀ぼうとしての立場よりも、私は自分自身の感情を優先したのです……私を許していただけますか？　エリス様……」

　エリスは泣きながら首を振った。

『許さないわよ、チャマー。私、許さない……もう、二度と、私を悲しませるような真似まねはしない……私の前からいなくならないって、ここで誓ちかうまで私絶対に許しません！」

　チャマーはゆっくりとうなずいた。

「わかりました……もう二度と、あのような真似はいたしません」

　エリスは涙目で、じっとチャマーの顔を見つめて聞いた。

『私の前からいなくならない？　ずっと私のそばにいるって誓う？』

　チャマーは自分の心に問いかけた。

　……私にとって、この人は何なのだろう。そして、この人にとって私は何なのだろう。

　答えは出ていない。私のこの想いは片かた恋こいに過ぎないのかもしれない。この人にとって私は単なる手のかかる部下に過ぎないのかもしれない。

　でも、私のこの想いに変わりは無い。

　私は、もう、二度とこの人の泣くところを見たくないんだ……。

　チャマーは素す直なおにうなずいた。

「はい、誓います」

　その言葉を聞いたとき、エリスの中で何かが崩くずれた。

　それは、エリスの想いをせき止めていた理性のダムだった。

　エリスは泣きながら、チャマーに駆かけ寄った。

　思わず抱だきとめようと伸のばしたチャマーの両手の間を……エリスの映像がすり抜ぬけた。

『ああ……』

　エリスはため息とも悲しみの声ともつかぬ声を上げると、そのまま後ずさりして、赤くなった自分の頰ほおを恥はずかしそうに両手で押さえた。

『ホログラフだってことはわかっていたのに……バカね、私って……』

　抱きとめるつもりで伸ばした両手に気が付いたチャマーも、恥ずかしそうにその両手をベッドの上に下ろした。

　二人は、互いの目を見合わせると、小さく笑った。

　笑いあったおかげで、肩かたの力が抜けたのだろう、エリスは初めて自然な微び笑しようを見せて、チャマーの顔を覗のぞき込んだ。

『あなたが、撃うたれたあと、帝国にはいろいろなことがあったわ……でもね、そんなことは後回し。これからいくらでも話せるんだし……あなたの意識が戻もどったら、真っ先に知らせたいことがあったの……』

「私に、どうしても知らせたいこと……ですか？」

　怪け訝げんな顔をするチャマーに微笑ほほえみかけながら、エリスは両手を広げて、言った。

『ダイテツ七世陛下は、先日、公式にアウトニア王国の再興と、ユーマへの民間人の立ち入りを認めることを宣言したの……それによってユーマは軍政局から民生局に主管が移ったわ。帝国の復興委員会も動き出したの。喪うしなったものがすべて元通りになるわけではないけど、ユーマは再びアウトニア王国の首都惑わく星せいとしてよみがえるのよ』

　チャマーは目を見開いた。

　心しん拍ぱく数すうを知らせるセンサーカウンターの表示音は瞬しゆん時じに早はや鐘がねを打つような速度になり、チャマーの心の中を伝えていた。

「アウトニアが……ユーマが……再び国民の手に……戻るのですね……」

　エリスはうなずいた。

『そうよ、アウトニアが本当に再興されるのよ。アウトニアの国民は、ユーマに戻り、あの地は再びアウトニア王国の領地としてよみがえったわ。ダイテツ七世は、帝国皇帝の名において、アウトニア国民に正式に謝罪したの。おめでとう、チャマー・シザーズ王子』

　チャマーは、自分の手が細かく震ふるえるのを見つめながら、ぽつりと言った。

「なぜでしょう……震えが止まりません。今まで、こんなことは一度もなかったのに……」

　そんなチャマーを、慈いつくしむような目で見て、エリスは言った。

『……きっとその、あなたの手の震えはね、あなたがずっと背負ってきた重荷が、今、消えたからだと思うの……あなたは、もう、がんばらなくていいのよ……よかったわね、チャマー』

　チャマーは、その、震える両手で、自分の身体からだを抱きしめた。

　不思議と、涙なみだは出なかった。

　ただ、身体の奥底から、何か熱いものが湧わいてくるような気がした。両手で身体を抱きしめていなければ、身体が破は裂れつしてしまうような気がした。

　そのとき、壁へき面めんに設置されている医い療りよう用デバイスから、アラーム音が鳴り響ひびいた。

　チャマーは、右足の静脈に繫つながっているチューブから何か冷たいものが身体の中に入ってくるのを感じた。

　それと同時に、体内で膨ふくれ上がっていた熱い何かが、ゆっくりとしぼんでいくのがわかった。

　……鎮ちん静せい剤ざいが注入されたのか。

　チャマーは気恥ずかしそうに笑うと、エリスの顔を見上げた。

　エリスは、優やさしく、すべてを包み込むような微笑を浮うかべてチャマーを見ていた。

　そのとき、ホログラフの中からピーピーという警告音が聞こえてきた。

　それは、面会終しゆう了りよう時間を告げるアラームの音だった。

　その音を聞いたエリスは、大きくため息をついて、チャマーを見た。

『もう十分経たってしまったのね……今は、一秒でも早くあなたが回復することを願っているから、今日は、わがままを言わずにこれで帰ります……あのお医者さんが気を悪くして、もう面会させない、なんて言われないようにね……』

　エリスはイタズラっぽい笑いを浮かべて、ちょっと舌を出してから、早口で言葉を続けた。

『許可が出れば、これから毎日来るつもりよ……先生の言うことを聞いて、早く退院してね。父があなたにすごく会いたがっているのよ……父は、あなたのことを……』

　エリスがそこまで言ったとき、アラーム音の間かん隔かくが短くなり、そしてホログラフが消えた。

　……時間切れか。

　チャマーは大きく息を吐はいて肩の力を抜き、身体をベッドに預け目を閉じた。

　その顔に、微笑が浮いた。

　それは、長い労苦を乗り越こえ、最後に幸福をつかんだ人間にだけ許される微笑だった。

　……父さん、母さん。

　やっとだ。

　やっとアウトニアの旗を正々堂々と掲かかげることができるよ。

　父さん……誉ほめてくれるかい？　いや、誉めてくれなくてもいい。

　認めてくれるかい？

　ベッドに身を預け、目を閉じたチャマーのまぶたの下から、一筋の涙が頰を伝わってシーツに落ちた。




　長い……長い悪夢が。

　終ったような気がした。
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「道を開けるがよい！　私はクズのような人間には道を譲ゆずらぬ主義だ！」

　門もん閥ばつ貴族の息子むすこマハラニが、いきなり大声を上げた。

　百人以上の士官候補生でごったがえしていた巡じゆん航こう艦かんの食堂の中が、一いつ瞬しゆん、しん、と静まり返った。

　マハラニが怒ど鳴なりつけたのは、汚よごれた空の食器を山ほど載のせたトレイを両手で持って洗い場に向かおうとしていた、一人の練習生だった。

　袖そでに一本だけ細い青い線ブルーラインが入った白い艦内作業服を着ているところを見ると、彼は三号生徒……つまり、この練習巡航艦「ライムティン」に乗り込んでいる士官候補生の中の下したっ端ぱ中の下っ端ということになる。

　袖のラインで言うならば、怒鳴りつけたマハラニもその後に立っているアリクレストも、同じ三号生徒に変わりは無い。単に彼らは帝てい国こくにおける王位継けい承しよう権けんを持つ一族である門閥貴族の子息や関係者であるというだけである。

　この「ライムティン」は、巡航艦という名前がついているが、その目的は戦うことではない。帝国軍の士官学校の生徒たちを乗せて訓練するために旧式の重巡航艦を改造した練習船である。

　軍人を育てる士官学校は、通常の中学校や高校とは学年の呼び方が逆になる。

　学校に入学したての生徒は一年生ではなく三号生徒と呼ばれ、年数が上がると、二号生徒、一号生徒と数が減っていくのだ。

　旧式の軍艦の常であるように、この「ライムティン」の艦内は狭せまく入り組んでおり、本来の乗組員の倍近い数の練習生を乗せていることから、食堂などのスペースは収容人数をはるかに超こえていた。特にテーブルは先任である一号生徒が場所を取ってしまうため、座る場所が確保できない三号生徒が立って食事を取るなどは日常茶さ飯はん事じであった。

　この混雑する食堂で、マハラニが目の前にいる同期の生徒を怒鳴りつけた理由は簡単である。

　自分たちは、三号生徒の中でも特別の存在である、という士官学校での〝暗あん黙もくの了りよう解かい〟を知らしめるためだった。

　船の上は、いわゆる「実戦の場」であり「陸おか」とは違い、家いえ柄がらも身分も関係ない、その人間の能力に応じた責任が生じる場所である。

　しかし、アリクレストの取り巻きであるマハラニは、自分たち門閥貴族の子息は特別であり、そのようなルールは自分には通用しないと宣言するつもりだったのだ。

　静まり返った食堂の中に、マハラニに怒鳴りつけられた三号生徒の返した言葉が響ひびいた。

「おや、そうですか、僕とは逆の主義をお持ちのようですね。僕はそういうときは、道を譲ることにしているんです……どうぞ」

　そう言って、その生徒はにっこり笑って後ずさりすると、マハラニに道を譲った。

　マハラニは、その生徒が返した言葉の意味がわからなかったのだろう、ふん、と鼻を鳴らすと、当然だ、という風にうなずいてその生徒の前を通り抜ぬけ、自分たちの使い走りをしている連中にキープさせておいた奥のテーブル席に座った。

　マハラニに続いてアリクレストが座ったとき、今までざわついていた食堂のあちこちから、マハラニに怒鳴りつけられた生徒の返した言葉の意味に気がついた人間のくすくす笑う声が聞こえ始め、その笑っている人間から意味を聞いた人間がさらに笑い始めた。

　そして、ついに食堂が爆ばく笑しようの渦うずにつつまれた。

　なぜ自分が笑われたのか気づかずに、狐きつねにつままれたような顔をするマハラニを見たアリクレストは、その女性的とも言える端たん整せいな顔に皮肉な微び笑しようを浮うかべて言った。

「マハラニ、一本取られたな」

「どういうことですか？」

　怪け訝げんな顔をするマハラニに、アリクレストはさらりと答えた。

「お前があいつを怒鳴りつけた言葉と、あいつの返した言葉を並べてみろ」

　頭の中で思い返したのだろう、マハラニは一瞬蒼そう白はくになった後、耳の先まで真っ赤になった。

「お、おのれ……あ奴やつめ！　この私を愚ぐ弄ろうしおって！」

　席を立とうとしたマハラニを見て、アリクレストは視線すら合わせずに言った。

「やめよ。お前は初手で負けた。あの者の言葉の意味に気がつかなかったことで、さらにポイントを失ったのだ。ここで手を出せば恥はじの上うわ塗ぬりだ。貴様は家門に泥どろを塗るつもりか？」

　マハラニは、両手を握にぎり締しめて、自分に何かを言い聞かせるように小さくうなずくと、席に着きなおした。

　そのとき、隣となりのテーブルに着いていた、アリクレストたちより少し年上の生徒の一人が、その姿を見て、たしなめるような口調で言った。

「おい、そこの一本線シングルよ。お前さんがどう思おうとそれは勝手だがな、船の中では船のルールが優先する。船の中では生命に関かかわることがいくらでもあるんだ。ルールってのはそのために存在する。他人を巻き込むことは許されねえぜ……それだけは言っておく」

　アリクレストは、その生徒の作業服の袖と胸の名札に素す早ばやく視線を走らせた。

　三本線トリプルということはこの男、一号生徒だな……名前はミストラル・エデッサか……確か辺境伯はくの子息で生徒リーダーをやっている男だったな。こういう男を敵に回すと厄やつ介かいだ。今日のところは頭を下げておくとしよう。

「ご忠告痛み入る……彼には私から言っておこう」

　小さく頭を下げた後で、アリクレストは、マハラニが怒鳴りつけた同期の男の顔を思い出していた。

　……あ奴め……確かマイドとかいう名前の貧びん乏ぼう貴族だったはずだ。

　名めい鑑かんに名前すら載らぬ貧乏貴族の分際で、我々に正面から向かってくるその度胸は誉ほめてやってもよいかもしれんな。




　その頃ころ、食堂の片かた隅すみにある食器洗せん浄じようラインには、第二十八訓練分隊の分隊員たちが、食堂から下がってきた食器を洗浄ラインに載せていた。

　この練習重巡じゆん航こう艦かんに乗り込んでいる本職の船員は、ほんの一握りである。艦内におけるありとあらゆる雑用は、すべて乗組員……つまり生徒たちが交代で行なうことになっている。

　士官学校を出れば、軍人のエリートである彼らは最下級の幹部である少しよう尉いに任命され、さまざまな部署に配属される。あるものは専門的な技能と経験を求められる部署に進むだろうし、あるものは、総合的な情報を取り扱あつかう部署に進むだろう。しかし、どのような部署においても、士官というのは幹部であり、人を使う立場に立たねばならない。

　人に使われたことの無い人間は、人を使うことができない。いや、正確には『人を上手うまく使うことができない場合が多い』というべきだろう。

　技術が進み、自動兵器が発達したとしても軍隊とは人の組織であり、組織の力とはいかに人を有効に使うことができるか、という点にかかっている。

　この練習航海は、彼ら士官候補生に、人に使われる体験を叩たたき込む場でもあるのだ。

　ケルプが洗浄液の入ったお湯の中に、汚よごれた食器を詰つめ込んだ金かな網あみの籠かごを漬つけ込む作業をやりながら言った。

「マイド、大だい丈じよう夫ぶか？　あんなこと言っちまってよ……アリクレストの取り巻き連中は執しゆう念ねん深いぜ」

　マイドは、食器洗い機のベルトコンベアの上に籠から取り出した皿やボウルを並べながら、笑って答えた。

「あそこで僕をあんな風に怒ど鳴なりつけるというのは、誰だれが見たって理り不ふ尽じんなんてもんじゃない。そしてあいつは自分が理不尽な人間だと見られるのを承知でそれをやった。そう考えたときに僕はあいつの目的がわかったんだ」

　高圧のお湯のシャワーで皿に付いた汚れを流し落す洗浄ラインの中を流れていく食器の位置を確かく認にんしていたワンタが振ふり向いて怪訝そうな顔で答えた。

「目的？　ただ威い張ばりたいだけだったんじゃねえの？　士官学校の中みたいにさ」

　乾かん燥そう機きの温度センサーのモニター表示を確認しながら、帽ぼう子しの下から金色のカリフラワーのような髪かみの毛をはみ出させたマシューが言った。

「でもよ、この練習船の中じゃあ、士官学校みたいには行かないぜ。なんせ俺たち三号生徒は艦の中じゃあ下したっ端ぱの中の下っ端だからな……」

　乾燥機から出てきた食器を数ごとにまとめて仕分けする機械に入れていたアレフが、肩かたをすくめて言った。

「あれでっしゃろ？　この航海に出る前に、先せん輩ぱいの二号生徒が教えてくれた歌。『艦長神様、士官は仏、下士官天使で一号人間。二号三号ネズミ以下』……ってヤツ」

　カウンターに出る表示を見ながら、洗っていない食器の数をチェックしていたハリーが怪け訝げんな顔で振り返った。

「つまり……あれか？　マハラニのヤツは、俺はネズミじゃない、天使か仏様のように扱えって主張しようとしたってことか？」

　マイドは首を振った。

「いや、そうじゃない。僕たち三号生徒なんてのは、艦上生活の長い士官や下士官の人から見れば、まるっきりのド素人しろうとも同然さ。いかにマハラニだってそんなことはわかってるはずだ。あいつがやりたかったことは、要するに同じネズミの仲間に向かって『俺はただのネズミじゃない、ネズミの王様だ』と宣言することだったんだと思うんだ……」

　そこに、ラインアートが、汚れた食器をぎっしり詰め込んだ籠を両手に二つぶら提さげてやってきて、洗浄器の前に置くと、ぽつりと付け足した。

「そして、お前に尻尾しつぽを齧かじられた……ってわけだ」

　ケルプが補足した。

「この尻尾はなんだ？　同じネズミの証しよう拠こだろ？　ってわけか」

　食堂の片隅にある食器洗浄ラインの周りにいた第二十八訓練分隊の笑い声が響ひびいた。

　その笑い声を聞きつけたのだろう、烹ほう炊すい所の奥にいた指導生徒である一号生徒がやってきた。

　一号生徒に怒鳴りつけられる前に、機先を制してマイドが号令をかけた。

「気を付け！」

　その場で直立不動になった分隊員を確認しながら、マイドは素す早ばやくハリーの背後にあるモニターに出ている未洗浄の食器枚数に視線を走らせた。

　そして、頭の中で今日の夕食に出た食事の数を計算しながら烹炊所担当の一号生徒に敬礼した。

　一号生徒が答礼を返すのと同時に、マイドは、はっきりとした声で申しん告こくした。

「第二十八訓練分隊マイド分隊長より、食器洗浄業務の進行状じよう況きようを報告します！　現在の未洗浄二十七枚！　うち二十枚は当直士官用、七枚にあっては病室配分のもの！　食堂内で使用した食器の洗浄は……」

　マイドがそこまで言ったとき、食器洗浄ラインから洗浄と乾かん燥そうが終った食器が出てきたことを教える電子音が鳴り響いた。

「……ただいま終しゆう了りよういたしました！」

　烹炊所担当の一号生徒は、にこりともせずにマイドに答礼を返し、そのまま舐なめるように食器洗浄ラインを見回した。

　熟練者特有の鋭するどい視線が、マイドたちが立っている食器洗浄ラインのあちこちに飛ぶのがマイドにはわかった。

　……あれは、洗せん剤ざいの残量の目盛りを確認しているんだ。あ、今度は床ゆかを見た。濡ぬれ方……こぼれた水の量を確認しているんだな。

　艦かんの中では水も空気も減ることがあっても一分子も増えることはない、という格言のとおりだからな、無む駄だ遣づかいに厳しいのも当然だ。

　一号生徒の視線は、ゆっくり一いち巡じゆんした後でマイドに戻もどってきた。

「よろしい。業務終了を認める」

　その、一号生徒の声を聞いたとたん、マイドたちの間に、ほっとした空気が流れた。

　規定の時間内に業務を終えれば、残った時間は自由時間になるのが、慣例だったからだ。

　マイドは、一号生徒に尋たずねた。

「恐おそれ入りますが、差し支つかえなければ、次の献こん立だてに使用する油ゆ脂しと、調味料に関しての情報と、それに使用する食器の種類をお教え願えませんか？」

「なんだと？」

　怪訝な顔をする一号生徒に、マイドは説明した。

「次の食事の献立に使う油脂の種類や調味料がわかれば、それを洗い流すために使用する洗剤の成分と分量をあらかじめセットしておくことができますし、使用する食器の種類がわかれば、高圧ノズルの切り替かえによって使用する水の量が少なくて済むと思うからであります」

　一号生徒の目に初めて表情らしいものが浮うかんだ。それは驚おどろきと感かん嘆たんの入り混じったものだった。

「うむ、献立については事前に発表されているが、油脂や調味料というものは発表されていないからな。確かに油脂でも動物性油脂と植物性油脂では、洗い方に差が出るのも当然だ……よろしい、調理前に烹炊長付けの下士官にその件について聞けるように、取り計らっておこう」

　そして、一号生徒はマイドの顔を見て聞いた。

「さっき、食堂でアリクレストの取り巻きをやり込めたのは貴様だな？　聞いていたぞ」

「あ、はい、私であります……いささか礼を失した行こう為いであったと反省しております」

　一号生徒は小さく首を振ふった。

「いや、艦の中に自分のルールを持ち込もうとした馬ば鹿かなガキが、しっぺ返しを食くらっただけのことだ。貴様がやらなくとも誰だれかがやっていただろう、反省するには及およばん……ただ、気を付けろ」

　少し真しん剣けんな目で一号生徒は付け足した。

「馬鹿なガキほど粘ねん着ちやく質しつだ」




　規定時間より早く作業を終えたマイドたち第二十八訓練分隊の十二人は、この次に行なわれる雷らい撃げき戦実習プログラムの準備をするために、自分たちの居住区に向かって急いでいた。

　このライムティンは、第一線を退き、練習重巡じゆん航こう艦かんに改装されたときに、搭とう載さいしていた三十六門十二基のメインビーム砲ほう塔とうは半分に減らされ、両側に並んでいたケースメイト式の副砲も、ほとんどが取り外されて、その代わりに演習用の光子魚雷発射管や、移乗攻こう撃げき訓練用の機動艇ていの発進プラットフォームなどが設置されていた。

　この艦に乗り込んでいる練習生の数は二百七十名。うち二百名は、マイドたちと同じ三号生徒であり、帝てい国こく軍士官学校に入学して一ヶ月しか経たっていないまるっきりの素人しろうとである。

　この二百人の素人を七十人の一号生徒、つまり、卒業を控ひかえた最上級生が面めん倒どうを見ることになっている。

　軍人としての基本的な訓練、それも基き礎そ中の基礎しか受けていない状態の三号生徒を、いきなり重巡航艦に乗り込ませ、航海に連れ出す理由は、一言で言うと「選別」のためである。

　三号生徒の軍人としての資質を見分けるために、そして一号生徒の部下に対する管理能力を知るために、この航海は行なわれているのだ。

　エレベーターを降りて、隔かく壁へきのドアを開けたマイドたちの前には、細長い大部屋が広がっていた。

　その部屋は、本来はこの重巡航艦「ライムティン」の反応炉ろから主砲へエネルギーを送るメイン導路が走っていたスペースであり、主砲の半分が撤てつ去きよされた今は、三段のベッドと更こう衣いロッカーなどが置かれた練習生たちの居住区になっている。

　四個分隊四十八名を一教場として数え、教場ごとに隔壁で仕切られたこの細長い居住区は、連結された寝しん台だい車をイメージさせた。

　自分たちの教場居住区に向かおうとしたマイドたちは、居住区の隔壁ドアから、見知らぬ一人の生徒が出てくるのと出くわした。

「うわ！」

　マイドたちとばったり出会ったその生徒は、腰こしを抜ぬかすほど驚いたらしく、目をまん丸にして叫さけんだ。

「うわ！」

　ドアを開けたワンタも同じように声を上げたが、これは相手の声に驚いて上げた声だった。

「どうしたの？　何か用？　うちの教場の人じゃないよね？」

　分隊の中でも冷静な方、というかあまり動じない性格のハリーが、怪け訝げんな顔で問いかけると、その生徒は、あわてたように首を振って答えた。

「あ、いや、部屋間ま違ちがえたみたいだ、ごめん！」

「部屋間違えた？　だって、隔壁に番号が大きく書いてあるんだぜ」

「いや、だから、見忘れたというか……とにかく間違えたんだから仕方ないだろうが！　じゃあな！」

　その生徒は、後半は逆切れしたような口調でそう言い残し、転がるように逃にげていった。

「なんだあれ？」

「見たことあるような気もするんだが……」

　マシューがその金きん髪ぱつのカリフラワー頭をひねった。そして、一呼吸ほどの間の後で、小さく叫んだ。

「あ、そうだ！　あいつだ、名前とかはわかんないけどアリクレストの教場のヤツで、いつも取り巻き連中から使いパシリさせられてるヤツだ」

「アリクレストと同じ教場？」

　マイドたちはお互たがいの顔を見合わせた。

　それはつまり、帝国で名だたる門もん閥ばつ貴族と、それに取り入ろうと思っている貴族の子し弟ていが集められた特別クラスという意味だった。

「……ということは」

「やつら、さっきの仕返しに何かたくらみやがったのかもしれないぞ！」

　マイドたちは、隔壁のドアを開けて、教場居住区に飛び込むと、部屋は静まり返っていた。

「まだ、他ほかの分隊は帰って来てないんだな」

「俺たちの指導生徒はものわかりのいい人だったから早く帰してもらえたけど、ギリギリ時間一いつ杯ぱいまで作業させられるのが普ふ通つうだからな」

　マイドはそう言うと、自分たちの私物などが置かれているコンパートメントに近づいた。

　通路とコンパートメントの間にドアはなく、その代わりに目め隠かくしのロールスクリーンが降ろされている。

　心なしかマイドには、そのロールスクリーンが歪ゆがんでいるように見えた。

　ロールスクリーンに手をかけたマイドに、ワンタが聞いた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　トラップが仕し掛かけてあって、ドカン！　てなことはないだろうな？」

「馬ば鹿かなこと言うな。いくらなんでもそんなことするわけがねえだろうが！　お前は言うことやること極きよく端たんだぞ」

　ケルプが半分怒おこったような口調でワンタをたしなめるのを背中で聞きながらマイドは答えた。

「ケルプの言うとおりだよ、宇宙船の中で爆ばく発はつ起すほど、あいつらも馬鹿じゃない……というより、自分にも危険が及およぶようなことをするわけがない」

　ロールスクリーンを上げると、そこには手前と奥に縦に並べられた六人分の三段ベッドが、更衣ロッカーや、壁かべに収納される小さな折り畳たたみテーブルなどを挟はさんで向かい合わせに設けられているコンパートメントがあった。

　このスペースが、マイドたちの分隊の個室である。

　マイドたち第二十八訓練分隊の十二人は、ここで着き替がえたり、自由時間を過ごすのだ。

　艦かんの中で、唯ゆい一いつ完全な個人用の空間と呼べるのはこのベッドの中だけである。

「さっきのヤツ、まさか……泥どろ棒ぼうじゃないだろうな？」

　そうつぶやいたマシューの言葉に、全員がはっとした。

　一種の精神的な疾しつ患かんとしての盗とう癖へきのある人間は、常に一定の割合で存在する。

　学校や、会社の寮りようなどで盗難が発生した場合、その八割は内部での犯行であるというデータもあるくらい、この種の窃せつ盗とうは跡あとを絶たない。

　そして士官学校でもそれは例外ではない。

　しかし、マイドは首を振ふって答えた。

「違うね。あいつは泥棒じゃない……泥棒だったら、手当たり次し第だいに物色するはずだ。見ろよ、全然荒あらした痕こん跡せきが無い……」

「そう言えばそうだけど、盗ぬすんだ後を元通りにしておく、って手口もあるだろ？　内部犯行なんかは、発覚を恐おそれて物色痕跡を隠したり、財さい布ふや品物ではなく、現金の一部だけを抜き取ったりという犯行手口も多いって本で読んだことがあるぜ」

　この状じよう況きようを楽しむような口調で、そうマイドに答えたのは、推理小説マニアのリュウホウだった。

　そして、リュウホウはちょっと考え込んだ後でぽつりと付け足した。

「もしかしたら、泥棒じゃなくて……その逆かもしれないな」

「逆？　どういうことだ？」

　怪け訝げんな顔をするケルプに向かって、リュウホウはコンパートメントの中を指差して言った。

「あいつは、何かを盗みに来たんじゃなくて、逆に……マイドのベッドやロッカーの中に、何か高価な品物を置きに来たのかもしれないってことさ」

　ケルプは目を見開いた。

「そうか！　アリクレストのやつ、この後、何か大切なものが無くなったと騒さわぎ立てるつもりだな……そして、それがマイドのところから発見されるという筋書きを書きやがったのか！」

　マイドの周りにいた分隊員全員が驚おどろきの声を上げた。

「マイドでなくてもいい、俺たちの中から泥棒の犯人が出れば、俺たち全員が連帯責任だ！」

「何かモノが無くなった、と憲兵隊に訴うつたえ出て、俺たちが怪あやしいという証しよう拠こを出せば、当然このコンパートメントを捜そう索さくするだろう。そこから盗品が出てくれば、言い逃のがれはできない」

「証拠って？　どんな証拠を出すんだ？」

「その品物に発信機を仕込んでおけばいい。このコンパートメントから信号が出ているってデータを示せば、憲兵隊は、間ま違ちがいなく動く」

「くそ、マイドにやりこめられた腹いせに、泥棒扱あつかいして陥おとしいれるってわけか」

「……どうする？　追いかけて行ってあいつを問い詰つめるか？」

　マイドは一呼吸ほど考えた後で首を振った。

「いや、あいつに、しらを切られたらそれまでだ……証拠も何も無いんだからな」

　そしてマイドは、自分の横にいた仲間たちに声をかけた。

「とにかく、各自、自分のスペースを調べることにしよう。もし、見慣れないものがあったら、触さわらずに声を出すことにしよう。もしかすると人が触ふれると信号を出すタイプのビーコンかもしれない」

「わかった！」

　十二人は、一いつ斉せいにコンパートメントの中に散った。

　自分のベッドの前に立ったマイドは考えた。

　……机やロッカーには簡単な錠じようがかかっている。こいつを開けるような技術を持っているとは思えない。

　だとすると、他ほかに個人のスペースと主張できるのは、このベッドだけだな。

　マイドは、畳んである毛布と一いつ緒しよに、マットレスをめくり上げた。

　コンパートメントの中に、マイドの声が響ひびいた。

「……あったよ、やっぱり僕のところだったな」

「なんだって？」

「何があったんだ？」

「どれ？」

　全員が、マイドのベッドに群がった。

　マイドが指差していたのは、全体に精せい巧こうな彫ちよう刻こくが施ほどこされた、シリルプラチナでできたブレスレットだった。

「うわ、見るからに高価そうなブレスレットだな」

「調べてみようぜ」

　そう言って手を伸のばしそうになったハリーを、あわててリュウホウが止めた。

「ちょっと待って、不用意に触るなって言っただろう？　もしかすると人間の手を感知すると信号を出すようなギミックが仕込まれてるかもしれないぞ」

　ベッドに伸ばした手をあわてて引っ込めたハリーを見て、マイドは笑いながら答えた。

「とりあえず、マットレスをめくったままじゃ、僕が寝ねる場所がない。こういった品物のスイッチというのは、人の体温とかを感知して作動するものがほとんどだから、手て袋ぶくろとかをつかって持ち上げるぶんには大だい丈じよう夫ぶじゃないかな？」

「ちょっと待ってくれ、確か絶ぜつ縁えん作業用の手袋があったはずだ！」

　ワンタはそう言うと、私物ロッカーの中をかき回して、絶縁材でできた精密作業用手袋を取り出し、それを手にはめて、そっとブレスレットに近づいた。

「振しん動どうセンサーとかもついているかもしれないからあんまり揺ゆするなよ」

「ああ、わかった、気をつける」

　ワンタはそうつぶやくと、そっとブレスレットを持ちあげて、コンパートメントの中央にある折り畳たたみ式のテーブルの上に置いた。

　ワンタが手を放して身体からだをあげるのと、コンパートメントの中にいた全員が息を吐つくのは同時だった。

　後ろに立っていたアレフが身を屈かがめるようにして、その端たん末まつに顔を近づけた。

「ふむ、これは、ただのブレスレットやおまへん、汎はん用よう端末が仕込まれとる特別製でんな。メーカーはエレリアントジュエル。そこのハンドメイドクラフトタイプでんな……オーダーメイドの最高級品でっせ。このまま街の貴金属店に持っていけば黙だまって百万クレジの値がつきまんな……盗品の疑いがかけられなければ、の話ですがな」

　アレフの言葉を聞いたケルプが、感かん嘆たんしたようにつぶやいた。

「すげえ、百万クレジって言えば、中古の地上車一台買えちまう値段じゃねえか。あるところにはあるもんだねえ」

　マシューが不満げに言った。

「でもよ、確かこの航海には汎用端末持ち込み禁止だったんじゃねえの？」

「ああ、士官とかは持ってるのに、生徒だけ禁止ってのは納なつ得とくいかないよな」

　マイドは笑いながら答えた。

「艦かんの中には、士官学校とかと違って、いろんな情報が流れてる通信回路があちこちにむき出しになっているからだよ。性能のよい汎用端末を持ち込まれたら、重要情報が漏もれる可能性がある。だから僕たち実習生には端末を持たせないのさ」

「どんな性能のいい端末でも、軍用回線の機密通信は解読できないぜ」

「僕が言っている重要情報ってのは、そういった軍事機密じゃないよ。たとえば指導士官たちのスケジュール表とか、そういった身近な情報さ」

「指導士官のスケジュールが、どうして生徒に知られるわけにはいかない情報なんだ？」

　怪け訝げんな顔をするケルプに、マイドは笑って言った。

「抜ぬき打ちの巡じゆん視しや、私物検査の日程が書いてあるかもしれないだろ？」

　ワンタがぽんと手を打った。

「あ、そうか、確かに軍事機密じゃない情報だけど、生徒にとっちゃ重要情報だ……」

　そして、ワンタは悔くやしそうに付け足した。

「くそ、ゲーム端末に擬ぎ装そうして、汎用端末持ち込めば良かったぜ」

　ハリーが肩かたをすくめて言った。

「お前の持ち込んだゲーム端末も、検査のために一週間も取り上げられて、それからやっと返されたんだっけ？」

「ああ、基き盤ばんの中身から、ボタンの裏まで全部調べた跡あとがあった……俺たち平民出身者は、ゲーム端末一つ持ち込むのに、えらい苦労したってのに、門もん閥ばつ貴族の連中は、堂々と端末が持ち込めるってわけかよ、とんでもねえ不公平だな」

　憤ふん慨がいしたように言ったワンタに向かって、マシューがなだめるように答えた。

「その代わりにこいつの持ち主……正確にはその親父おやじさんかもしれないけど……そいつは、事前にそれなりの部署にいる御おん方かたにそれなりの贈おくり物ものを贈ったとか、そういった我々下々のものにはわからない苦労をなさっているんじゃねーの？」

　ケルプはうなずいた。

「もっとも、この品物の値段を考えりゃ、そんな金は持ち主から見ればハシタ金かもしれないけどな」

　ワンタが、顔を上げると警けい戒かいするような口調で言った。

「ところでよ、これ、このままにしておいても、そのうちに信号発信始めるんじゃないかと思うぜ。場所を知らせちまう前に、どっかに持っていくか何かで遮しや蔽へいしなきゃ」

「そうか……何か無いかな？」

　マイドたちは互たがいの顔を見合わせてから、あわてて私物のロッカーなどをかき回しはじめた。

「これなんかどうだ？　洗せん濯たく物を入れるランドリーバッグ」

「そんなものに遮蔽能力があるわけ無いじゃないか」

「でも、匂においは漏らさないぜ」

「探査用に遺伝子操作されたバイオドッグが相手なら、気休め程度になるかもしれないけどなあ」

「やっぱりダメか」

　そのとき、ワンタが小声で叫さけんだ。

「そうだ、こいつがある！　俺のゲームメモリーを運ぶときのホールドケース！　完全電磁遮蔽だぞ」

　ワンタが取り出したのは手のひらに載のる程度の緑色の平べったいケースだった。

「完全電磁遮蔽なら言うこと無いけど……入るかな？」

「とりあえずやってみようぜ」

　ワンタは再び手て袋ぶくろをはめると、注意深くブレスレットを持ち上げて、ホールドケースに入れ、ゆっくりとケースの蓋ふたを閉めた。

　カチリ！

　ケースの蓋は密閉されたことを意味する緑色の表示を出してきれいに閉じた。

　じっと息を止めてその作業を見ていた全員が大きく息を吐いた。

　ワンタは、ケースを手に取ると、マイドに聞いた。

「これ……どうする？」

「そうか、そうだよな……ここに置いておくわけにもいかないし」

　そう答えたマイドは、じっと緑色の平べったいホールドケースを見ていた。

　……そういえば、僕は以前この船の中で、これと良く似たケースが並んでいるところを見たことがある。

　どこだったっけ。

　マイドは、目を見開いた。

　……そうだ、あそこだ！　あそこならきっと気がつく人間はいないはずだ！

　マイドはにっこり笑って言った。

「いい場所がある……確かこの後のスケジュールは、雷らい撃げき戦の講習で、うちの教場は全員光子魚雷発射管室に集合だよな」

「ああ、そうだが……それがどうかしたか？」

　怪訝な顔をするケルプに向かって、マイドはにやっと笑って見せた。

「魚雷発射管室に行く途と中ちゆうに、メモリアルホールに寄って行こうぜ」




　その日から、一週間が過ぎた。

　この日はめずらしく艦かん内ない作業の予定が入っていなかったので、マイドたちは、コンパートメントの中で、それぞれが思い思いのことをやってのんびりとくつろいでいた。

　マイドは、ベッドの上で寝ね転ころがり、コンパートメントの壁かべに張ったカレンダーとスケジュール表を見上げてぼんやりと考え込んでいた。

　……帝てい星せいブックスの衛星軌き道どうにあるアンタラス基地を出港してもう十二日か。

　一日も休みなしに追いまくられているように思っていたけど、こうやってスケジュール表を見ると、今みたいに何の作業予定も無い時間が、ちゃんとスケジュールの中に組み込まれているんだな……働きながら休めってことなんだろう。

　……素人しろうと同然だった僕たち三号生徒も、それなりに艦内の生活に慣れたのかな？　以前のようにミスをした分隊が、艦内の片かた隅すみで一号生徒や、士官に叱しつ責せきを受けている光景もあまり見なくなったような気がする。

　以前は、艦内ですれ違ちがう一号生徒や士官の人たちは、みんな眉み間けんにタテジワを三本くらい刻んで、ぴりぴりしたような空気が漂ただよっていたのだが、最近はそうでもない。

　……士官や一号生徒の人たちの立場になって考えてみれば無理も無いよな。お客さんでもないド素人が、いきなり職場に何人もやってきて、右も左もわからないそのド素人を使って、仕事をしなくちゃならないとしたら、眉間にタテジワの二本や三本刻むのも無理は無い……やっぱり、僕たちが慣れたせいだろうな。

　マイドが、そう考えたとき、コンパートメントの中で、中年の男のような太い声がした。

『帝国士官学校第三百六十五期の諸君、入学オメデトウ……諸君らは帝国士官学校始まって以来のクズの集まりである……』

　その声はワンタのベッドから聞こえてくる。

　他ほかのメンバーも不ふ審しんに思ったのだろう、ベッドから顔を出して怪け訝げんな顔をしている。

　ハリーがワンタのベッドに近づいて毛布をめくると、ワンタが私物のポータブルゲーム機のマイク端たん子しに小さなマイクを差し込んで、それに向かって小声で話していた。

　老人のような野太い声は、スピーカー部分から流れ出していた。

「何やってんだ？　ワンタ」

　ゲームオタクのワンタは、常に肌はだ身み離はなさず持ち歩いているポータブルゲーム機を持ち上げると、自じ慢まんげに答えた。

「ヒマだったからさ、他人の声が出せるボイスチェンジャー作ってたんだ。こいつに当直士官とか艦長の声を入れて『気を付けーっ！』とか叫んだら、面おも白しろいじゃないか」

「やめとけ馬ば鹿か」

「なんで？」

　ハリーは、ゆっくりと言った。

「そりゃあ、それをやった直後は最高に面白いだろう。騙だまされたと気づいたときの周りの連中のアホ面づらを見るのも同じくらい面白いだろう。だがな、その正体がお前だと気づいて、みんなが誰だれ一人笑わないでお前のところに向かってやってくるのを見たら……それでもお前、面白いか？」

　ワンタはぽつりと答えた。

「……面白くない」

「なら、そんな機能を使って遊ぶな、いいか、絶対だぞ」

「わかったよ、仕方ねえ、じゃあ女の子の声にして、あちこちの暗がりでくすくす笑ったり、鼻歌歌ったりしようかな」

「だから、騒さわぎを起すのはやめとけと言っているだろうが！」

　ハリーがもう一度ワンタを叱しかったそのとき。

　誰かが叫さけぶ声がした。

「気を付けぇえええっ！」

　それは、三号生徒より上の階級の人間が、この居住区にやってきたことを意味していた。

　ハリーはワンタをにらんだ。

「おい、やめろって言っただろうが」

　ワンタは目を丸くして首を振ふった。

「俺じゃないよ！　俺、なにもしてないぜ！」

　マイドたちは顔を見合わせた。

「……じゃあ」

　分隊員の声がコンパートメントの中でユニゾンを描えがいた。

「本物だーっ！」

「うわ！　なんでこんな時間に来やがるんだ！」

「当直士官か？」

「抜ぬき打ちの巡じゆん視しかよ！」

　あわててベッドから飛び降り、巡視を受けるためにコンパートメントの前に整列したマイドたちは、居住区の中に、いつもの巡視とは違う雰ふん囲い気きを感じ取っていた。

　教場の居住区の出入り口を見たマイドは、違い和わ感かんの正体を知った。

　そこに立っていたのは袖そでに幅はば広い青い帯ブルーリボンを巻いた制服を着た当直士官ではなく、三人の一号生徒だった。




　先頭に立っていた一号生徒は、教場の居住区を見回して言った。

「これより、巡視と、各コンパートメントの私物検査を行なう！　分隊長は一歩前に出ろ！」

　居住区の中に困こん惑わくしたような空気が流れた。

　彼ら一号生徒たちは、マイドたち三号生徒から見れば大先せん輩ぱいにあたる。礼を取るのは当然のことだが、階級的には同じ学生であり、一号生徒には巡視をする権限は無い。ましてや個人の所持品の中まで見る私物検査は、当直士官である大たい尉い以上の階級にしか許されてはいないはずなのだ。

　そのとき、マイドの脇わきに立っていたケルプがささやいた。

「あいつら、マルス家の一族だ。きっと俺たちが狙ねらいだぜ……」

　ケルプの言うとおりだった。

　その三人の一号生徒たちは、他ほかの分隊には目もくれず、真まっ直すぐにマイドたちの所にやってきて、こう告げた。

「お前らの中に、持ち込み禁止の汎はん用よう端末を隠かくし持っている者がいるという報告を受けた！　よってこれから貴様らのコンパートメントの中を調べさせてもらう！」

　マイドは、三人を見み据すえて言った。

「艦かん内ない規則には、巡視の際の私物検査は当直士官の大尉以上の者の立会いを必要とする、との記き載さいがあります。当直士官殿どのはどちらにいらっしゃるのでしょうか？」

　一号生徒は、一いつ瞬しゆんひるんだが、そのままマイドを憎にく々にくしげににらみつけて言った。

「当直士官殿は急用で来られなくなった！　我々三人は当直士官殿より、権限を委い譲じようされたのだ！　貴様ら三号生徒に抗こう弁べんする権利など無い！　黙だまって従え！」

　マイドは敬礼した。

「了りよう解かいしました！　抗弁ではありません。万が一のときのことを考え、確かく認にんしたまでのことです！」

　一号生徒は怪け訝げんな顔をした。

「万が一？　なんのことだ？」

「はい、今、ここに当直士官殿が巡視に見えた場合、どうするのか……と、考えたまでのことです……」

　そして、マイドは、すっと手を上げて出入り口を指差して言った。

「あそこに……」

　三人の一号生徒が、ぎくっとした顔になって振り向くのと同時に、マイドが言葉を続けた。

「……来られたときのためです」

　三人は、大きく安あん堵どのため息をつくのと同時に、マイドをにらみつけた。

「紛まぎらわしい言い方をするな！」

　マイドはしれっと答えた。

「当直士官殿から委任を受けていらっしゃるのなら、何も心配要いらぬはずですが？　何を気にしていらっしゃるのでしょう？」

　先頭に立っていた一号生徒はわめいた。

「うるさい！　お前らは、つべこべ言わずに俺たちの言うことを聞いていりゃあいいんだ！」

　その後に立っていた陰いん険けんな目つきの生徒が、唇くちびるに下げ劣れつな笑いを浮うかべて付け足した。

「そうそう、そんなしたり顔でいられるのも時間の問題だぜ。お前らはもうすぐ盗とう難なん品を隠し持っていたという理由で懲ちよう罰ばつを受けるんだからな。俺たちはセンサーを持ってきたんだ、どんなに隠しても無む駄だだぞ……おい！」

　二番目の生徒が顎あごをしゃくると、三番目の生徒が抱かかえていたバッグの中から紫むらさき色いろに光る電磁センサーのバトンを取り出して、にやっと笑った。

「こいつの前には、どんなにシールドしたって無駄だ。素す直なおに謝るなら今のうちだぜ」

　マイドは表情も変えずに答えた。

「どうぞ、ご存分にお捜さがし下さい……当直士官の方から権限委譲された私物検査を断ることはできません」

　三人は、何度も当直士官という言葉を口にするマイドを嫌いやそうな顔でにらみつけると、どやどやとコンパートメントの中に入っていった。

　自信満々の表情で電磁センサーを振ふり回していた生徒の顔が、困惑から苦く悩のうの表情に変わるのに時間はかからなかった。

　しきりに首を振り始めた仲間を見て、リーダー格の生徒が声をかけた。

「おい、どうしたんだ？　そいつがあれば、汎用端たん末まつなんかすぐに見つかるって言ったのはお前だぞ」

「あ、ああ、こいつは捕ほ虜りよの身体検査のときに使うヤツなんだが……ひょっとしたら、もっと近づけないと反応しないのかもしれないな……」

「だったら、もっと突つっ込んで捜せ！　見つからないとマハラニのやつが、困ったことになるんだからな！」

　その生徒の言葉を聞いたケルプが、小さくうなずくと、マイドにささやいた。

「マハラニって、アリクレストの取り巻きの一人だろ。マルス家の分家で、帝てい国こく軍の偉えらい人に知り合いがいっぱいいるってウワサだが……どうやらそいつが黒幕みたいだな」

　マシューが皮肉な微び笑しようを浮かべて小声で答えた。

「汎用端末とは言わずにブレスレットが盗ぬすまれたとか何とか、憲兵士官に訴うつたえ出て、そして信号かなんかを発信させて、探知すれば一発でマイドのところに反応が出ると思っていたんだろ」

　ワンタが同じような皮肉な笑いを浮かべてうなずいた。

「ところが、いつまでたっても発信されない。すぐに返ってくると思ったからあんな高いものをオトリにしたのに、こいつは計算が違ちがった、さあどうしよう……」

　ラインアートがぽつりと言った。

「実力行使で家捜しだ！……ってわけだ」

　一号生徒たちがマイドたちの分隊のコンパートメントに入って十分が経過した。

　生徒たちは、あせりにあせっていた。

　当然といえば当然である。当直士官の巡じゆん視しと私物検査を騙かたるというリスクを犯おかしてやってきたものの、頼たのみの綱つなの電磁センサーは、全く反応しないで、時間ばかりが刻々と過ぎていくのだ。

　一号生徒たちの顔に絶望感が浮かび始めたそのとき、居住区の出入り口のところで、誰だれかが大声を上げた。

「ゼルエルはいるか？　一号生徒のゼルエルだ！」

　その声の主に、マイドは見覚えがあった。

　一号生徒の総代であり、この練習航海の出発式のときにも生徒代表として祝辞を述べた男だった。

　……確か、あの人は、エデッサ辺境伯はくの息子むすこの、ミストラル・エデッサ、という人だ。

　何をしに来たんだ？　こんなところに。

　ミストラルは、マイドに目を止め、そのままつかつかと早足でやってくると、いきなりマイドたちのコンパートメントを覗のぞき込んで怒ど鳴なった。

「ゼルエル！　ガルシア！　ヨツヤ！　お前ら！　何をやってるんだ、こんなところで！」

　三人の生徒は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開き、すぐにばつが悪そうなあいまいな微笑を浮かべた。

「あ……いや、その。マハラニの端末が無くなったとかで、泣いて頼まれたんで捜しに来たんだが……」

「で？　見つかったのか？」

「あ、いや、見つからないんだが……」

「じゃあ、ここには無いってことだろうが！　勝手に家捜しなんかしてるのが当直士官に見つかったら罰ばつ直ちよくだけじゃすまないぞ！」

「そんなわけないんだ！　だってマハラニは間違いなくここに……」

　三人組の親玉らしいゼルエルと呼ばれた生徒は、そこまで言ってからあわてて口を閉じた。

　おおよそのからくりがつかめたのだろう、ミストラルは、厳しい目つきでゼルエルたちをにらみつけた。

「マハラニの自じ業ごう自得だな……お前らもいいかげんにしろ！　どうせ、家捜しする理由を勝手にでっちあげて家捜しすりゃあいい、モノが出てくりゃ一件落着だとか考えていたんだろう？　もし、モノが出なかったらどうするのか、なんて考えてもいなかったんだろうが！　貴様らは一号生徒の面つら汚よごしだ！　これ以上の恥はじの上うわ塗ぬりは、この俺が許さん！　お前らはひっくり返したそのコンパートメントを元通りに片付けて、こいつらにちゃんと謝ってから帰ってこい！」

　ミストラルの言葉を聞いたマイドが一歩進み出た。

「いえ、片付けは我々がやります。ここにその汎はん用よう端たん末まつとやらが無いことに納なつ得とくができたのなら、早さつ急きゆうに立ち去ってください。いつ、本物の巡視が回ってこないとも限りませんから」

　ミストラルは、ちょっと驚いたような顔でマイドを見た後で、小さく頭を下げた。

「すまん、いずれ、この借りはちゃんと返すつもりだ」

　マイドは笑って首を振った。

「いえ、あなたが来てくれたおかげで助かりました」

　ミストラルは、小さく首を振った後で、肩かたをすくめて笑った。

「君は、どうやら、あいつらより一枚も二枚も上手のようだな……ゴタゴタが片付いて時間ができたら、俺のところに来てくれ。航海が終るまでにはそういう機会もあるだろう……じゃあ、これで失礼する」

　しょげている三人の先せん輩ぱい連中を引き連れてミストラルが帰って行った後で、マイドは小さくため息をついて、つぶやくように言った。

「あの、ミストラルという人は、敵に回したくない部類の人だね」

「なにが？」

　マイドの言葉を聞きつけたワンタが、ぽかんとした顔でマイドを見上げた。

「あの人は、僕たちが例の汎用端末を隠かくし持ってるってことに感づいてるってことさ」

　めちゃくちゃになったコンパートメントの中を片付けながら、ケルプがつぶやいた。

「そうだろうな、あの先輩がマイドに言った『俺のところに来い、航海が終るまでには、そういう機会もあるだろう』って言葉は、マイドに対する謎なぞかけだ」

「謎かけ？」

　床ゆかに落ちた毛布を畳たたみながらマシューが言った。

「ほとぼりがさめたら、例の品物を俺のところに持ってきてくれ、こっちで丸く収める。航海が終る前なら、艦かん内ないのことだから騒さわぎは広がらない、士官学校まで持ち越こすな……って意味だろうな……どうする？　あの端末、返すか？　それともどっかに売り飛ばしてみんなで山分けにしちまうか？」

　更こう衣いロッカーに制服や作業服を吊つりなおしていたアレフが首を振った。

「それは、ちょっと賛成できまへんなあ、どうにも後味が悪すぎますわ」

　ベッドのマットレスを直しながらハリーが驚いたような声を出した。

「へえ、ドケチのアレフがそんなこと言うとは思わなかった。てっきり両もろ手てを挙げて、大賛成！　とか言うとばかり思ってたのに……」

　アレフは首を振った。

「無む駄だ遣づかいせんのがケチ、他人の物を欲しがるのはケチとは言いまへんのや」

　床に散らばっている小物を拾いながらリュウホウが聞いた。

「じゃあ、なんて言うんだ？」

「そういうのは、欲張り、と言いまんねん。ケチは身を助ける、欲張りは身を滅ほろぼす、これがうちの先祖代々の言い伝えやねん」

　そう言って自じ慢まんげにその瘦やせた胸を張ったアレフを見て、ケルプが突つっ込んだ。

「その身体からだを見ると、身を助けるというより、身もつかないと言ったほうがいいような気がするな……」

「これは体質でっせ！」

　怒おこったように言うアレフの声と、分隊員の笑いがコンパートメントに響ひびき渡わたったその頃ころ。

　練習巡じゆん航こう艦かんライムティンのメインブリッジには、緊きん迫ぱくした空気が流れていた。




「救難信号だと？」

「はい、この先のシーレン星系内で、コード四○三が発信されております！」

　通信長の報告を聞いたライムティンの艦長キテン大たい佐さは、目を見開いた。

「コード四○三だと？　海かい賊ぞくに襲おそわれたのか！」

「はい、発信元は貨客船ブラザーシュガー、シーレン星系内のエレダイト鉱山から粗そ製せいエレダイトを運うん搬ぱん中に、海賊に襲われた模様です！」

　航海士が、サブスクリーンに航路チャートを呼び出した。

「ここからですと、五時間で現場に着くことができます」

　キテン艦長は、その灰色の口ひげのところに右手を持っていくと、考え込んだ。

「五時間か……それだけあれば、海賊どもはとうに逃にげてしまっているだろうが、脱だつ出しゆつした人間の救難活動をせねばなるまい」

　副長がうなずいた。

「本艦には船外作業用の機動艇ていも、船外作業服も、なにより人手が揃そろっております。臨時カリキュラムとしては、ちょうどいいのではありませんか？」

　キテン艦長はうなずいた。

「うむ、これが戦せん闘とう行動を伴ともなうならば、考こう慮りよする余地もあるが、救難活動ならば、問題もあるまい……針路変更！　これより我がライムティンは、当とう該がい星域に赴おもむき救難活動に当たる！　通信長は関係各局に至急連れん絡らくを取れ！」

「了りよう解かいしました！」

　そして艦長は、同席していた士官学校の教養担当官に向き直った。

「予定外行動ですが、この航海中における全責任と権限は私にあります。事後承しよう諾だくというかたちになりますが、よろしいですかな？」

　教養担当官は、大きくうなずいた。

「ええ、構いません。実じつ践せんこそ最大の教育です！　我々は軍人を育てているのです。学者を育てているのではありません！」

　キテン艦長は、満足そうにうなずくと、情報将校に視線を投げた。

「この星域の治安情報と、海賊の正体について、データを出してくれ！」

「了解しました！」

　情報将校が一礼するのと同時に、サブスクリーンにさまざまな種類の船せん舶ぱくの映像と、データが並んだ。

「このシーレン星系で活動している海賊団はマフム海賊団と申します。

　この海賊団はフュージリアグループのエレダイト鉱山から脱走した債さい務む労働者が結成した海賊団で武装や装備は大したものは持っておりません。鉱石運搬船を改造した武装船や、分ぶん捕どった警備艇などからなる雑多な十五隻せきほどの艦艇の集団であります」

　キテン艦長の顔が曇くもった。

「悪名高きフュージリアグループの債務労働者鉱山か……」

　債務労働者とは、その名のとおり、債務、つまり借金を背負った労働者たちである。ローンや親の代からの債務を抱かかえ、その債務の返済のために半分強制的に労働させられる労働者たちであり、本来ならば高額の手当てが支し払はらわれるはずの危険で劣れつ悪あくな労働環かん境きようにもかかわらず、収入のほとんどが債務の返済に充あてられるため、実質的に低賃金と変わらない。

　特に、フュージリアグループは、労働者たちが生きていくために必要な酸素にケタはずれな料金を課しており、呼吸するだけで借金がかさむ、というのが、もっぱらのウワサだった。

　情報将校は解説を続けた。

「シーレン星系の鉱山では、過去に何度も、この劣悪な環境に耐たえ切れなかった労働者の暴動が発生しており、その暴動の際に逃とう亡ぼうした労働者たちが、エレダイトの採さい掘くつ滓かすが大量に捨てられている小惑わく星せい帯に逃にげ込み、そこで結成されたのがマフム海賊団の前身のようです。

　当初の海賊行こう為いは、債務労働者の救済をアピールすることが目的であり、目標はフュージリアグループの輸送船や、グループ関連の企き業ぎようの船、自活するための最低限の物資を要求するだけで、殺害や誘ゆう拐かい、暴行という行為は無かったのですが、アピールを行なっても帝てい国こくの人権擁よう護ご局の動きは鈍にぶく、待たい遇ぐう改善が進まないことから、海賊団の中で内ない紛ふんが起り、急進派が実権を握にぎりました。

　この急進派が実権を握ってからは、海賊団の行動はエスカレートしていき、現在の彼らの行動は、無差別に船舶を襲い、乗客の殺害、誘拐、人身売買を行なう犯罪者集団となんら変わらないものと化しております。

　彼らは、現在、これらすべての責任は、フュージリアグループの搾さく取しゆ構造と、それを放置した帝国当局にあり、それに対するあらゆる犯罪行為は免めん責せきされると主張しております」

　キテン艦長は憤ふん慨がいするように鼻を鳴らした。

「ふん、とんでもない理り屈くつだな。確かに彼らがそうなった理由には一いち抹まつの理解を示すことはできる。しかし、どんな理由があってもそれは理由だ、免めん罪ざい符ふにはならん」

　副長が怪け訝げんな顔をして聞いた。

「シーレン星域の警察軍は何をやっているんだ？　その程度の海賊だったら、さっさと退治できてしまうだろうに……」

　情報将校は、別のファイルを開いて見せた。

　それは、シーレン星系の小惑星帯の空域図だった。

「問題は、この小惑星帯にあります。この小惑星帯の八割はフュージリアグループが鉱山用に買い取ったいわば私有地でして、フュージリアグループは、この空域への公権力の立ち入りを激しく拒きよ絶ぜつしております。産業廃はい棄き物ぶつの不法投棄場所にもなっているという風評も聞きますが、とにかく、星系警察軍はこの広大な空域内での警察活動に制限を受けているという報告が上がっております。つまり、フュージリアグループにしてみれば、マフム海賊団を追いかけた警察軍に、この私有空域の中に入られるくらいなら、海賊団を野放しにしてもらった方がマシだ、という考えなのかもしれません」

　情報参さん謀ぼうの話を聞いたキテン艦かん長ちようは、醜みにくいものを見せられたような顔になって、顔をしかめた。

「つまり、その海賊どもは、フュージリアグループの糞くそから生まれ、そして糞にたかって生きている蛆うじ虫むしどもだということだな」

「品が無い言い方ですが、たとえ話としては的を射ていると思われます」

　そう言って頭を下げた情報将校に向かって、キテン艦長は笑って見せた。

「わしは下級貴族上がりの叩たたき上げ艦長だ。品、などというものとは無む縁えんの環境で育ってきたからな、いまさらそんなものを求めようとは思わんよ……」

　そのとき、通信長が、呼びかけた。

「艦長！　先着した星系警察軍のパトロールフリゲートから現場の映像が入ってきました！」

「よし、投とう影えいしろ！」

　メインスクリーンに投影されたのは、帝国標準型の中型コンテナ貨客船だった。

　積荷であるコンテナは、持ち去られたのだろう。船体の下部にあるはずのコンテナの半分ほどがなくなっている。

　船体上部の居住区には大穴が開き、船体の周囲には、無数の破は片へんらしきものが漂ただよっている。

　映像がアップになったとき、ブリッジの中にいた全員が息を飲んだ。

　……それは簡易作業服を着て宇宙空間を漂う、何百人という犠ぎ牲せい者しやの遺体だった。

　キテン大たい佐さは、両手を握り締しめた。

「船内放送で実習生どもに召しよう集しゆうを呼びかけろ！　当直勤務についていない者は全員メモリアルホールに集合だ！　本艦はこれより最大戦速でシーレン星系に向かう！」




　メモリアルホールには、当直業務についていない士官、下士官、そして実習生約二百人が集合していた。

　いつもなら、がやがやとうるさい実習生たちだったが、艦内に張り詰つめた空気を感じ取っているのだろう、不安げに左右の友人とひそひそ話す低い声だけがメモリアルホールの中に響ひびいていた。

　やがて、正面の演台の上手に立っていた当直将校が、ちらりと視線を上手の袖そでに投げると、思い切り大声で号令を発した。

「気を付けぇえええっつ！」

　メモリアルホールの中にいた全員が一いつ斉せいに立ち上がり、直立不動になるのと同時に、上手の袖からキテン艦長が姿を現し、演台の前に立つと、号令をかけた当直将校に小さく目礼した。

　当直将校の号令が飛んだ。

「休め！」

　メモリアルホールの全員が着席したのを見計らって、キテン艦長はゆっくりと話し始めた。

「乗組員、および実習生の諸君！　諸君らの中には本艦の針路および速度が変へん更こうになったことに気づいた者も多いだろう。本艦は現在予定の航海スケジュールを外れ、戦せん闘とう行動に入った」

　戦闘行動という言葉を聞いた実習生たちの間に、一いつ瞬しゆんざわっとした空気が流れた。

　キテン艦長の言葉は続いていた。

「今から一時間ほど前に、本艦はシーレン星域から発信された救難信号を受け取った。救難コードは四○三だ！」

　メモリアルホールの何箇か所しよかで、驚おどろく声が上がった。

　キテン艦長はにやっと笑った。

「実習生の中にも何人か帝てい国こくの軍事通信コードに詳くわしいものがいるようだな……コード四○三とは『我レ海かい賊ぞくノ攻こう撃げきヲウケツツアリ』ということだ」

　メモリアルホールの中が一気にざわついた。

「そのとおり！　我がライムティンは、海賊との戦闘行動が予測される地点に急行しつつある！　確かに本艦は巡じゆん航こう艦かんとはいえども、旧式で武装の半分は撤てつ去きよされ、戦闘能力は低い。ましてや熟練の乗組員の数は少なく、戦闘区画の武器を扱あつかう担当員の多くは諸君ら実習生である。このことから勘かん案あんすれば、本艦をもって戦闘を挑いどむというのは、たとえ敵が正規軍でない脱だつ走そう労働者のよせあつめの海賊であっても、無む謀ぼうのそしりを受けざるを得ないだろう……」

　キテン艦長は、顔を上げて、メモリアルホールにいる全員を見回した。

「しかし、私は、その様々な理由を勘案しても、この海賊に対し戦いを挑むべきだと判断した！　諸君らに見せたい映像がある。これは貨客船『ブラザーシュガー号』が海賊に襲おそわれた現場に先着した星系警察軍のパトロールフリゲート艦が送ってきた映像だ……」

　ホールの正面にある大型のスクリーンに浮うかび上がったのは、先ほどキテン大佐を絶句させた、宇宙空間に漂う簡易作業服の群れの映像だった。

　簡易作業服のマスクの中にある彼らの顔は、どれも苦痛に歪ゆがんでいた。

「……諸君らも知っているとおり、この簡易作業服は、極きわめて短時間の酸素しか充じゆう塡てんされていない緊きん急きゆう用のものであり、脱出する際は、救命ポッドか救命艇を使用するのが常識だ。

　しかし、彼らは、それを使うことができなかったのだ！

　見るがいい！　救命艇と救命ポッドがことごとく破は壊かいされているのが見えるだろう。海賊どもは、この船を襲い、積荷を奪うばった後で、救命艇、救命ポッド、船外作業服、その他生き延びるために必要な手段すべてを破壊した上に、この船の生命維い持じ装置を破壊して立ち去ったのだ！　後に残された乗組員と乗客が、頼たよれるものは、この簡易作業服しかなかった……彼らは必死にこの作業服を着こんで救きゆう援えんが来るのを待ったに違ちがいない。しかし……救援部隊が来る前に酸素は尽つき、彼らは苦しみながら死んでいったのだ……」

　メモリアルホールの中に、うめき声が満ちた。

　メインスクリーンに映し出されているのは、二人の子供の遺体だった。

　少しでも酸素を持たせようとしたのだろう、子供が着せられている作業服のレギュレーターには、別の作業服が連結されていた。

　その遺体が浮かんでいる室内には、作業服を着ていない遺体があった。

　男女の遺体がしっかりと手を握にぎり合って、薄うす暗ぐらい室内に浮かんでいた。

　きっと、この二人は子供の両親だったのだろう。

　彼らは自分たちの着るべき作業服を子供が少しでも生き延びることができるように子供の服に連結し、そして死んでいったのだ。

　だが……その犠ぎ牲せいも無む駄だだったのだ。

　キテン艦かん長ちようはゆっくりと言った。

「諸君らに聞きたい。我々は、戦うことができる船に乗り、戦うことを学んでいる。戦うのは何のためだ？　私利私欲のためか？　そうではあるまい。我らが戦うは国のためだ。国民と国土を敵の手から守るために我らは戦うのだ。

　では、重ねて問う。敵とはなんだ？　我が帝国の国民に仇あだなすものが敵だ！　それは国の外にいるものだけを指すのではない！」

　キテン艦長は、メインスクリーンを振ふり返った。

「私は、国民をこのような目に遭あわせた敵を目前にして、それを見過ごすことはできない。それは軍人としての義務に反すると判断した。

　我がライムティンはこれより、マフム海賊団に対し、正面から決戦を挑む！

　この任務は明らかに危険であり、演習航海の本来の目的から逸いつ脱だつしている。私は諸君らを危機に陥おとしいれたとして、軍法会議にかけられるだろう。

　……だが、それが何だというのだ！

　我々には関係ないこととしてこの犠牲者を見過ごし、平へい穏おん無事な航海を行ない、それによって手に入れるものは何だ？　平和な暮らしと年金と……そして、一生抱かかえ込まねばならぬ後こう悔かいだ！

　私はそんなもののために軍人になったのではない！　そして、それは諸君らも同じだと私は思う。

　諸君らの中には私が馬ば鹿かにしか見えぬ者もいるだろう。しかし、忘れるな、私は艦長だ！　この艦に乗っている限りは私の命令に従ってもらう！

　五分後に、第一級戦闘配備を発令する！　本艦はその時点で練習艦から巡航艦に戻もどる！　この五分をどう使うも諸君らの自由だ。

　家族に手紙を書くのもいい、何か食うのもいい。好きに使え。

　五分後、諸君らは否いや応おうなしに兵士となる！　覚かく悟ごを決めるのには充分すぎる時間だ。

　私から言いたいことは以上だ！」

　キテン艦長は、そう言うと、もう一度メモリアルホールの中を見回し、演台の前から立ち去った。

　解散の号令がかかるのと同時に、ホールの中は大おお騒さわぎになった。

「ああ言ってるけど、全部噓うそで、最後に『訓練』って書いた小さいプラカード持って艦長が顔出すんじゃないのか？」

「馬鹿か！　ドッキリ番組じゃあるまいし、軍隊がそんなヒマなことやるもんか！」

「手紙書けって、マジか？　遺書じゃんかよ、んなこと言われてもよ～、どうすりゃいいんだよ～、俺が死んだら誰だれが責任とってくれるんだよ～」

「軍人を希望したのは自分だろ？　だったら自分で責任取るしかねえだろうが！　士官学校は幼よう稚ち園えんじゃねえんだ！」

　がやがや騒ぎながら、実習生たちは、ホールを走り出て、教場居住区に向かった。

　五分という、残された自分で使える最後の時間を過ごすために。




　居住区に戻った頃には、実習生たちは、みんな無口になっていた。

　それぞれのコンパートメントに戻り、ある者はテーブルに着き、またある者は自分のベッドに寝ね転ころがった。

　そして、そのほとんどの者が、手紙を書いていた。

　実習生たちは、ほとんどが十五歳から十六歳。今まで、ただの一度も、本気で自分が死ぬかもしれないなどと考えたことのない世代の若者だった。

　死というものに実感など抱いだいたこともない彼らにとって、この五分間は一種のセレモニーのようにしか感じ取れなかった。

　しかし、いかに未熟な精神構造の持ち主でも、現実の空気の重さを感じ取ることはできるのだろう。誰一人軽口を飛ばす人間も大声で騒ぐ人間もいなかった。

　そんな中で、マイドだけが、ただ一人自分のスペースに戻らずに、通信スクリーンの下に走り寄って、データライブラリィを操作していた。

　それに気づいたケルプが声をかけた。

「おい、マイド、何やってるんだ？　手紙を書く時間がなくなっちまうぞ」

　ライブラリィのデータベースから海かい賊ぞく団に関するデータをダウンロードして、それを読んでいたマイドは、無表情に首を振った。

「いや……僕は手紙を書かない……書いても、送る相手がいないからね」

　ケルプは何かに気づいたようにはっと目を見開くと、小さく頭を下げた。

「……ごめん」

　マイドは笑ってみせた。

「いいから、気にすんな。それよりお前の時間が無い、早く手紙……書いちゃえよ」

「ああ、悪いが……そうさせてもらう」

　ケルプはそう言うと、もう一度頭を下げて、コンパートメントに戻って行った。

　静まり返った、ぴんと張り詰つめた空気の漂ただよう居住区を見回して、マイドは思った。

　……なんとなく試験中の教室に雰ふん囲い気きが似てるな。

　そうか、これは試験みたいなものなんだ。

　もうすぐベルが鳴る。残り時間はもうわずかしかないことをみんな知っている。

　時間は限られている。その限られた時間内に、書かなきゃならない。

　自分の想おもいを。自分の一番伝えたい人に向けて。

　なるべく簡潔に……。

　これは、そういう試験なんだ。

　……だが、僕は試験を受けなくていい。

　なぜなら、僕には家族がいない。

　父も母も、僕が小さいときに事故に巻き込まれて命を落した。

　あの日から、僕はヴァルと……養育用の電子人格と二人だけで生きてきた。

　たった一人の肉親である叔父おじは、辺境で仕事をしていてめったに帰って来ない。

　マイドの口くちの端はしに、自じ嘲ちようするような微び笑しようが浮うかんだ。

　……試験を受けなくていいんじゃない。

　手紙を書くべき相手がいない人間は、この試験を受ける資格が無いんだ。

　この時間を共有することは、僕には許されない。

　それは……家族がいるものだけに許される特権なんだ。

　マイドがそう考えたとき、艦かん内ないに第一級戦せん闘とう態勢を告げる警報音が鳴り響ひびき始めた。




　戦闘配備場所である右う舷げん光子魚ぎよ雷らい発射管制せい御ぎよ室に集合したマイドたちを出で迎むかえたのは、士官でも下士官でもなかった。

「ここが俺と、お前らの仕事場だ……そして、もしかすると死に場所だ」

　そう言って、目の前にあるコントロールシステムを指差したのは、三本線トリプル、つまり一号生徒のミストラルだった。

　目の前に並んでいるマイドたちに向かって、ミストラルは、にこりともせずに言葉を続けた。

「本来の戦闘艦ならば、この俺のいる場所には、士官が立っているはずだ。しかし、この艦は練習艦であり、本職の乗組員は、ほんの少ししか乗っていない。俺たち実習生がその人手の足りないところを補うしかない！　俺たち三本線トリプルが士官。そしてお前ら一本線シングルが兵士だ。戦闘態勢に入った今、士官である俺の命令は絶対だ、わかったか！」

「わかりました！」

　ミストラルは怒ど鳴なりつけた。

「俺は士官だ！　返事の後には『サー』とつけろ！」

　マイドたちは答えた。

「サー！　わかりました、サー！」

　真しん剣けんな目で自分を見返すマイドたちを見て、ミストラルは精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんをかき集めて言った。

「本当の士官なら、こういうときにこそ、ジョークの一つも飛ばして、心に余よ裕ゆうを持たせることができるんだろう。死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわでも、その瀬戸際にいる自分自身を笑い飛ばせるくらいの客観性を保つことができないヤツは、自分を見失って自じ滅めつする。だから、士官は気の利きいたジョークの一つや二つ覚えておくもんだ……俺は指導士官から、そう教わった。

　それを聞いたとき、俺は腹の中で笑った。俺だって実戦になれば、ジョークの一つや二つ飛ばしてみせる、とな……だが、今、俺は自分の足や手が震ふるえないようにするだけで精一杯だ。

　悪いが俺にはお前らを笑わせることはできない。だが、精一杯やるべきことはやるつもりだ！　だから、お前らも、やるべきことをやってくれ！　笑ってもいい、だけど、笑いものにだけはなりたくない……違ちがうか？」

　マイドたちは答えた。

「そうであります、サー！」

　マイドたちの顔に自分に対する幾いく分ぶんかの尊敬の色を読み取ったミストラルは、小さくうなずくと、説明を始めた。

「すでに、何度か訓練を受けて知っているとは思うが、俺たちの仕事は、ここで、あの光子魚雷発射管をコントロールして、ブリッジから指示された目標に照準を合わせる。そして命令が来たら魚雷を発射する……というものだ。

　はっきり言って、これは全部手動で操作をしなくとも、すべてブリッジにある火器管制コンピューターが操作するし、ブリッジからコントロールできる。お前たちの存在理由は、そのコントロール回路が破は壊かいされたり……ブリッジそのものが破壊されたときのためのバックアップ、いわば補欠、予備部品だ。

　こういう言い方をすると、自分たちは予備で、バックアップだからのんびり構えていればいいや、気が楽だなどと考える阿あ呆ほうがいるが……そいつはとんでもない誤解だ」

　ミストラルは、マイドを指差して聞いた。

「マイド分隊長！　バックアップが必要になるときというのはどういうときだ？」

　マイドは胸を張って答えた。

「それは、通常の戦闘能力が保てない、要するに本艦が危機的状じよう況きようにあるということです、サー！」

　ミストラルはうなずいた。

「その通り。いわばお前らに出番が来るということは、本艦は大破しているか、もしくは何らかの理由で通常の戦闘行動が取れないギリギリの状況にあるということを意味している！　さらに付け加えて言えば、練習重巡じゆん航こう艦かんである本艦に搭とう載さいされている光子魚雷の中で、実じつ弾だんは右舷に二発、左舷に二発の計四発だけだ。

　知っての通り、光子魚雷は足が短い。有効射程距きよ離りまで近づくには、敵の射しや撃げきの弾幕をかいくぐって接近せねばならない……お前らの目の前にあるこいつは、本艦の最後の兵器であり、お前らに出番が来るとしたら、それは最後の切り札を使わねば勝てない最後の最後乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負に出るときだ！」

　そしてミストラルは再びマイドたちを見回すとくだけた口調で言った。

「考えてもみろ、ここに座って、自分の手で最後の大勝負の引き金を引けるんだぜ。袖そでにブルーリボン巻いている艦かん長ちようでも、砲ほう術じゆつ長でもない。このブルーライン三本の、たかが士官候補生が、この船の運命を背負えるんだ。これほどやりがいのある仕事場はあるまい？」

　マイドたちの目に自分と同じ輝かがやきを見たミストラルは、うなずくと号令をかけた。

「ようし！　第二十八訓練分隊！　配置に着け！　各管制システムを立ち上げてチェックリストに従って点検開始！　急げ！　こいつは実戦だ！」

「了りよう解かいしました、サー！」

　マイドたちは声を合わせて敬礼すると一いつ斉せいにそれぞれの持ち場に散った。




　その頃ころ、マイドたちのいる右舷魚雷発射管室のさらに奥の方にある右舷戦せん闘とう指揮室では、アリクレストの取り巻きたちが指揮室の責任者である上級士官に詰つめ寄っていた。

「何を考えているのだ、キテン大たい佐さは！　我々は士官学校の生徒であって、まだ正式な任官辞令を受け取っているわけではない！　つまり我々はまだ軍人ではないのだ！」

「そうだ！　軍人でもない人間を戦場に連れていくなど、無む謀ぼうを超こえて愚ぐ行こうとしか言いようが無い！　これは明らかに犯罪だ！　艦長がやろうとしているのは、無防備な民間人を戦場に放ほうり込む行こう為いと変わらないではないか！　これは人道に反する行為である！　もし、この戦闘で士官候補生に死者が出たら、どう責任を取るのだ！」

「即そつ刻こく帝てい国こく軍総司令部に通信を送ってくれ！　私の父はあそこの幕ばく僚りようだ！　父が、こんな馬ば鹿かな作戦行動を許すはずが無い！」

「そうだ！　このままこの作戦を続けるようならば、私にも考えがある！　私の伯父おじは、帝国軍の要職にある！　あなたの将来を左右することなど、いとも簡単にできるのだぞ！」

　目の前にいる、自分がいかに帝国軍の上層部と繫つながりがあるのかを引き合いにして、作戦中止を要求する士官候補生どもを見て、この右舷戦闘指揮室の長であるムスリク少佐は怒鳴りつけたいのを必死に抑おさえ込んでいた。

　この右う舷げん戦闘指揮室とは、要するにブリッジの予備である。

　通常時は艦の右う舷げん全体の火器の管制を行なっているが、もし重巡航艦の頭脳に当たるブリッジが敵の攻こう撃げきを受けて破壊され、そこにいる艦長以下の幹部が全員戦死した場合には、そのブリッジに成り代わって艦の全体の指揮ができるような設備と、そして権限を持った階級の士官がここの責任者となっている。

　いわば艦長代理とも呼べる袖に青帯ブルーリボンを巻いたこの上級士官に向かって、青線ブルーライン一本の三号生徒が食って掛かかる光景は異様などというものではなかった。

　それは、本来ならば絶対に許されるべきことではない、誰だれがどう見ても艦内の秩ちつ序じよを乱す行為であり、懲ちよう罰ばつの対象以外のなにものでもなかった。

　だが、ムスリク少佐は黙だまったまま彼らの言葉を聞いていた。

　彼らが、艦長の戦闘参加命令を、人道に反する戦争犯罪に関かかわる命令である、と主張したためである。

　軍隊において、上官の命令は絶対であり、命令を受ければそれに絶対服従しなければならない。いかに理り不ふ尽じんな命令であっても反はん抗こうすることは許されない。反抗すれば、軍法会議にかけられ最悪の場合は銃じゆう殺さつである。

　しかし、唯ゆい一いつ部下が上官の命令に反抗しても許される場合がある。上官の命令が明らかに戦争犯罪を犯おかすと思われるものであった場合……つまり、降こう伏ふくしてきた捕ほ虜りよの殺害、拷ごう問もん、略りやく奪だつなどの、戦闘行為とは関係の無い犯罪行為を命じられた場合はこの命令に従わなくともよいのだ。

　士官候補生たちは、キテン艦長の命令は戦争犯罪であり、それによる命令には従う義務は無いと主張していた。軍の内規では、部下の主張は公式に記録に残さねばならないとされていたため、ムスリク少佐は、士官候補生たちの主張を辛しん抱ぼう強く聞かねばならなかったのだ。

　……こいつらは、単に危ないことはしたくないだけなのだ。

　こいつらが思い描えがく軍人とは、絶対に安全な場所にいて、死ぬとしたら、原因は老ろう衰すいか美食の果ての心臓発ほつ作さ……絶対に敵の弾たまで死ぬことはない、というものなのだ。

　……確かに、そういった軍人はいる。こいつらの親父おやじや親族はそういう地位にいるのだろう。しかし、そういう連中でも、士官学校の三年間は、下したっ端ぱをやらされていたのだ。

　艦においては艦長がすべてだ。艦長の意思の下もとに一丸となってこの艦を操あやつり、敵に立ち向かわねばならないのだ。どんな偉えらい人の息子むすこだろうが、親族だろうがそんなことは問題じゃない。

　顔色を変えて自分に詰め寄る青二才どもを見て、ムスリク少佐は思った。

　……こいつらは、根本的にそれがわかっていない。

　危ないことなどする必要も無いし、したくもない。それは自分ではない誰かがやるべきことで、自分はこの世界を楽しむだけのために生まれてきた人間なのだ。

　自分は何もしなくとも、何の結果を出さなくとも、遊んでいても、ただそれだけで他人から認められ、敬意を持って扱あつかわれ、自分の欲求はすべてかなえられるのが当然だ。

　……こいつらは、本気でそう思っている。そう信じている。

　そして、それに微み塵じんも疑いを抱いだいていないのだ。

　ムスリク少佐の忍にん耐たいが限界を迎むかえようとしたそのとき、アリクレストの声が飛んだ。

「諸君！　いいかげんにしたまえ、見苦しいぞ！」

　右舷戦闘指揮室の中にいた全員が、目を見開いて声の方向を見た。

　指揮室の出入り口に立っていたのは、怒いかりに燃えた目で、少佐に詰め寄る自分の仲間をにらみつけるアリクレストだった。

　士官学校の礼服を着たアリクレストは、色白の頰ほおを紅潮させたまま、つかつかと、部屋の中央までやってくると、ムスリク少佐の脇わきに立って、仲間たちに振ふり返った。

「マハラニ！　ウォルフ！　モンイェ！　貴様らはそれでも帝国貴族か！　貴様らは何のために士官学校に入ったのだ！　一兵卒となるためか？　それとも将になるためか？　いや、貴様らは、今、自分たちは将でもなく兵ですらないと言っていたな？　将でもなく兵でもない人間が、なぜ士官学校にいるのだ！」

　そして、アリクレストは、腰こしに吊つっていた儀ぎ礼れい用の短たん剣けんを抜ぬき、三人に突つきつけた。

「貴様らに、その制服を着る資格は無い、脱ぬげ！」

　三人組は目を見開いた。

　アリクレストは本気だった。

　三人組は、真っ青な顔で、アリクレストと、彼が突きつけた短剣を交こう互ごに見ていた。

　それは、アリクレストの怒りと目の前にある剣の両方が、本物であることに戸と惑まどっている目だった。

　その光景を見ていたムスリク少しよう佐さは思った。

　……こいつらの中で、アリクレストだけが現実を……本物を見ている。

　士官学校は兵隊ごっこの場所ではない。そして、これから赴おもむく場所は戦争ごっこの場所ではないということに、彼だけが気づいている。

　てっきり、こいつらをけしかけて、自分は安全な場所で高みの見物、と決め込んでいるのだとばかり思っていたが……どうやらそうではないらしいな。

　アリクレストの取り巻き連中は、困こん惑わくしたような表情を浮うかべて答えた。

「でもよ、アリクレスト……下手すれば怪け我がするか、最悪の場合死ぬかもしれないんだ……　そんな恐おそろしい危険な場所に、俺たちが行く理由なんかないと俺は思うんだ」

「そうだよ、マハラニの言うとおりだよ、損ばっかりで何も得しないじゃないか」

　アリクレストは、唇くちびるの端はしに薄うすく微笑ほほえみを浮かべて自分の取り巻き連中を見回した。

「諸君らは、悪いほうにしか物事を見ていないな」

　言い込められた子供のように口先を尖とがらせてマハラニは言った。

「悪い方って……戦って、何かいいことでもあるのかよ！」

　アリクレストは、底光りのする目で取り巻き連中を見み据すえた。

「この戦いに勝った後のことを考えるがいい。士官学校の在学中に戦せん闘とうに志願し参戦したものには、特別功労章が与あたえられるのだ。そしてその者のうち特に優ゆう秀しゆうなる者は、特例として士官学校在学中であっても士官待たい遇ぐうとされ、その袖そでに青帯を巻くことが許されるのだ。

　そうなれば、帝てい国こくの慣例である年功序列など無意味だ！　同期ばかりか先せん輩ぱいですら一気に追い抜き、あっという間に出世頭がしらだ……」

　アリクレストは唇の端に皮肉な笑いを浮かべて付け足した。

「この機会を捨てたくば、止めはしないがな……」

　さっきまで息巻いていたアリクレストの取り巻き連中が黙だまって考え込み始めた。

　その光景を見ていたムスリク少佐は、内心舌を巻いていた。

　……あれだけ騒さわいで盛りあがっていた連中が、一発でおとなしくなりやがった。

　相手が一番望んでいる、欲ほつしているものを見み抜ぬき、それを示して、人を動かす。

　これが、アリクレストの才能かもしれん。

　……こいつは、他ほかのぐうたら息子どもとは、器うつわが違ちがうな。

　将来が楽しみだ。




　重巡じゆん航こう艦かんライムティンのメインセンサーに、宇宙船の反応が現れたのは、それから二時間後だった。

　センサーオペレーターは、センサーに現れた反応の一つが、ほとんど衝しよう突とつするかのように接近しはじめたのに気が付いた。

　センサー反応の一方はシーレン星系警察軍のパトロールフリゲートであり、それに向かって未み確かく認にんの反応、つまり海かい賊ぞく団と思われる反応がゆっくりと近づいていくのだ。

　センサーオペレーターは、通信長に向かって聞いた。

「先行して海賊団を追つい撃げきしていた警察軍のパトロールフリゲートとは連れん絡らくがつきますか？」

　そのやり取りを聞いていたキテン艦長が聞いた。

「どういうことかね？」

　センサーオペレーターは、センサリングモニターの画面をサブスクリーンに簡略表示して言った。

「パトロールフリゲートに、海賊団が急接近しつつあるのですが、パトロールフリゲート側に、回かい避ひ行動などの反応が全く見られないのです。まるで無人艦になってしまったかのように等速運動を続けています」

　通信長が答えた。

「先ほどより、何度も呼び出しておりますが、連絡がつきません！　跳ちよう空間通信を利用した戦術情報相そう互ごリンクも、切れたまま全く回復しておりません！」

　サブスクリーンを見上げていた情報将校が、はっとしたように目を見開いた。

「この海賊船の行動は、接せつ舷げん攻こう撃げきを企くわだてているのではないでしょうか？　何らかの方法で、パトロールフリゲートを無力化し、船を接舷させて乗り込み、船を乗っ取るという、海賊がもっとも得意とする戦法です！」

　キテン艦長は首をひねった。

「確かにそれは海賊のお手の物の戦い方だ。しかし、シーレン星系警察軍のパトロールフリゲート艦は、小型とはいえ、れっきとした戦闘用の艦船だ。武装もちゃんとしており海賊団の海賊船と正面からやりあっても負けるはずがない。その負けるはずのないパトロールフリゲート艦がなぜ、無力化されたのだ？」

　情報将校は首を振ふった。

「わかりません。戦力を無効化する方法は、枚挙にいとまがありません。火力に頼たよらずとも、乗組員を無力化することでも、その艦の戦力を無効にすることができます……もしかすると、パトロールフリゲート艦は、血気にはやり、接近しすぎたがために、化学物質弾だん頭とう魚ぎよ雷らいを撃うちこまれ、乗組員を無力化されたのかもしれません。パトロールフリゲート艦は対ビーム用の防ぼう御ぎよスクリーンこそ搭とう載さいしておりますが、船の外がい郭かくは民間船と大して変わりません。物理攻撃には極きわめて脆もろい構造となっております」

　キテン艦長は考え込んだ。

「ふむ……実体弾頭か。海賊団などの素人しろうとの方が、資金が潤じゆん沢たくでないがゆえに、この種の弾頭を装備している可能性は高いな。この戦い、セオリーどおり、まず遠えん距きよ離り砲ほう戦せんから始めるのが正しいようだな」

「はい、こちらの主砲ビームは届いても、あちらの砲は届かぬ距離を保ち、戦力を削けずるだけ削ってから、注意深く接近するのが得策かと」

　情報将校はそう言って一礼した。




　その情報将校の言葉どおり、マフム海賊団との戦いは、まず遠距離からの主砲の一いつ斉せい射撃で始まった。

　シーレン星系警察軍のパトロールフリゲート艦の向こうに展開していたマフム海賊団の艦隊の中心に向けて撃ち込まれたライムティンの主砲ビームは、海賊団の艦隊の中心に位置していた輸送船を改造した大型の武装商船に命中した。

　戦列艦として戦艦とも撃ちあう事を予想して設計された重巡航艦の主砲ビームは、旧式化したとはいえ、ケタ外れの威い力りよくだった。

　マフム海賊団の艦隊中央に光の球体が生じるのが見えた。

　右舷魚雷発射管室のモニターに映るその光景を見ていたマイドたち第二十八訓練分隊のメンバーは、歓かん声せいをあげていた。

「やったあ！」

「すげえ！　直撃じゃないか！」

「砲術班の連中、鼻高々だぜ、きっと」

「これじゃあ、俺たちの出番なんか無いんじゃないか？」

「それも悔くやしいよなあ」

「じゃあ、お前、この艦がボロボロにやられた方がいいって言うのか？」

「そうじゃないけどさ！」

　はしゃぐような声を上げるマイドたちに向かって、ミストラルの叱しつ責せきの声が飛んだ。

「騒さわぐな！　まだ砲撃戦が始まったばかりだ！　主砲が当たったからって気を緩ゆるめるな！　戦いってのはどう動くかわからないんだからな！」

　しかし、そう言うミストラルの目は笑っていた。

　……主砲を扱あつかっているのも俺たちと同じ三本線トリプルと一本線シングルの合同班のはずだ。

　本職の兵士じゃない、学生だけの俺たちでも、なんとかなるかもしれない……俺たちも負けられないぜ。

　モニターに映る主砲の砲撃を眺ながめながら、ミストラルは、自分に言い聞かせるように小さくうなずいた。




　その頃ころ、練習重巡じゆん航こう艦かんライムティンのメインブリッジでは、艦長と将校たちとの間で同じような会話が繰くり広げられていた。

「初弾命中！　撃げき沈ちん確かく認にんしました」

　砲術長の報告を聞きいたキテン艦長は、笑いを浮うかべてうなずいた。

「敵は防御スクリーンも薄うすい上に機動力も少ないからな……これでは演習用の標的艦の方が難度が高い」

　横にいた情報将校が艦長の言葉を受けて笑った。

「士官候補生どもに実戦の厳しさを教えるつもりが、これでは実戦を甘く見させてしまいます……逆効果だったかもしれません」

　キテン艦長はうなずいた。

「このままでは砲術班だけに功績を与あたえることになってしまうな。あと少し艦を前進させよう」

　その命令を聞いた副長が、眉まゆをひそめて進言した。

「艦長、この先は、小惑わく星せいが多くそれぞれが帯電しているために、センサーに異常が生じるおそれがあります！　ここは当初の予定通り遠距離砲戦に徹てつした方がよろしいのではないでしょうか？　先行したシーレン星系警察軍のパトロールフリゲート艦が無力化されたという事実もございます！」

　キテン大たい佐さは、ブリッジにいる他ほかの幕ばく僚りようたちを見回して聞いた。

「情報将校！　今の副長の進言をどう思う？」

　若い将校が進み出た。

「先ほど申しましたとおり、敵の攻こう撃げきを受けて無力化されたシーレン星系警察軍のパトロールフリゲート艦と、我が重巡航艦ライムティンとは、火力、防御力共に比べものになりません。接近するにしても、実体弾頭魚雷の射程内に入るほど接近しなければ、前車の轍てつは踏ふむことは無いと思料されます。

　また、この小惑星帯特有の、エレダイト鉱石を含ふくんだ帯電した小惑星については、不用意に近づかなければ、問題は無いと思われます」

　情報将校が自信満々に言い切ったとき、センサーオペレーターからの報告が入った。

「敵艦隊、後退します！」

　いつもの星系警察軍の艦隊だけだと思っていたところに、旧型とはいえ、帝てい国こく正規軍の戦列艦が現れたのだから、海かい賊ぞく団もさぞかし驚おどろいたのだろう。ほとんど、バラバラになった状態で後退を開始した。

　それは誰だれが見ても、パニックに陥おちいったようにしか見えなかった。

　……後一押しで、敵を撃げき滅めつできる。

　そう考えたライムティンのブリッジにいる艦長以下の指揮官たちを責める事は誰にもできないだろう。ライムティンは、ここまで来る間に、圧あつ倒とう的な遠えん距きよ離り砲ほう撃げきにより、四隻せきの海賊船を沈しずめ、残りの七隻に対しても損傷を与えていたのだ。

　そして、キテン艦長の脳のう裏りには、艦の前方に広がるこの小惑星帯の八割がフュージリアグループの私有空域であるという情報が浮かんでいた。

　……このまま、私有空域の中に逃にげ込んだ海賊どもを追いかけて、こちらも私有空域に入れば、後々面めん倒どうなことになるのは間ま違ちがいない。

　ならば、逃げ込まれる前に、追いついてカタをつけてしまうべきだ！

　キテン艦長の脳裏には、目の前にいる海賊団の犠ぎ牲せい者しやたちの姿が浮かんでいた。

　作業服の中で死んでいた二人の子供と、その向こうに浮かぶ手を握にぎり合った両親の遺体……。

　キテンに……艦を止めることなどできなかった。




「ああ、くそ！　逃げてしまう！　逃がすな！　何やってるんだ砲術班は！　さっきの命中はマグレだったのかよ！」

　右う舷げん光子魚ぎよ雷らい発射管制せい御ぎよ室に、ケルプの怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「ケルプ候補生！　静かにしろ、私語が多すぎる！」

　ミストラルの叱責の声を聞いても、ケルプは黙だまらなかった。いや、黙るつもりも無かった。

　ケルプにとって、海賊という言葉は特別の意味を持っていた。

　子供の頃から、自分が海賊団の一員であることに誇ほこりを持ち、次期族長としての自覚を叩たたき込まれてきたケルプにとって「海賊」とは、誇り高き名めい称しようだった。

　小学校の高学年のときに、世間一いつ般ぱんの言うところの「海賊」とは、俗ぞくに言う無法者であり、犯罪者集団の別名であることを知っていささかショックを受けたが、それでもケルプの心の中では「海賊」とは束そく縛ばくを嫌きらい、自分の自由意志、つまり、心意気を拠より所どころにして生きていく人間の別名だという意識があった。

　しかし、今日、メモリアルホールで見せられた光景は、ケルプのその誇りを完全に打うち砕くだいた。

　……あれが「海賊」なんだ。

　あれが、世間の言うところの「海賊」なんだ。つまり、俺もケルプワイン海賊団も、あいつらと同類と思われているということなんだ。

　そう思ったとき、ケルプの身体の奥の方から、何かが湧わき上がってきた。

　足を震ふるわせ、下腹を持ち上げ、胸の奥で真っ赤に煮にえたぎって膨ふくれ上がったそれは……。

　怒いかりだった。

　身体中の細さい胞ぼうが叫さけびを上げるほどの怒りだった。

　ケルプの身体の中で煮えたぎるその怒りは、ミストラルの叱しつ責せきなどで収まるようなものではなかった。

　そのとき、通信モニターに右舷戦闘指揮室の班員である、アリクレストが映った。

　アリクレストは、発射管室にいるマイドたちを見回してから、ゆっくりと告げた。

『右舷戦闘指揮室、ムスリク少しよう佐さからの命令を伝達する。我がライムティンは、これより敵海賊船団を撃滅すべく追撃に移る。今後の戦せん況きようの展開いかんによっては、光子魚雷戦、及および接近接舷戦の展開もあるやもしれず、各員は今後の命令の発令に備え、発射可能な状態を保ったまま待機せよ……以上だ』

「よっしゃああ！　追撃だ！　絶対に逃がすな！」

　ケルプの叫びを聞いたアリクレストは目を丸くした後で、鼻で笑うような表情になった。

　ミストラルは、その表情を見咎とがめた。

「アリクレスト候補生、なにがおかしいのだ？」

　アリクレストは別に、という顔をして首を振ふった。

『士官候補生でありながら、将たるものの戦い方と、兵としての戦い方の区別がつかぬものもいるのだと知って、少し驚いたまでのことです……礼を失したとは、考えておりません……では』

　アリクレストは小さく目礼して消えた。

　誰も映っていない通信モニターに向けて、ケルプが右手の中指を立てた。

「くそくらえ！　俺たちは今、兵として戦ってるんだ！　何が将として……だ！」

　ミストラルは、笑った。

「お前が興奮する理由はわかったが、艦かん船せんの戦せん闘とうってのは、お前一人で戦ってるわけじゃない、それだけは忘れるな」

「わかってますよ、でも、ミストラル先せん輩ぱい、それをひっくり返して言えば、俺だって戦ってるわけですよね……ここにいるだけの俺だって……主砲撃うってる連中と同じように戦ってるってことでしょ？」

　ミストラルはうなずいた。

「ああ、そういうことになるな、このライムティンに乗り込んでる全員が戦ってるんだ」

「うおっしゃあ！」

　ケルプは再び気合を入れた。




　ケルプが気合を入れなおしたその頃ころ、逃にげるマフム海かい賊ぞく団を追って突とつ進しんを続けるライムティンは、小惑わく星せいが浮ふ遊ゆうする空域に差しかかろうとしていた。

　逃とう走そうを図はかるマフム海賊団の船は、小型であることを生かしてこまめに進路を変えるために、主しゆ砲ほうの命中率は明らかに落ていた。

　それは、熟練の照準手のように、敵の未来進路を予想し、そこに偏へん差さをかけて撃つような芸当ができなかったのが主たる理由だった。

　命中率が下がったことで、ライムティンの乗組員の意識に、微び妙みような焦あせりが生まれ始めていた。

　その焦りは、センサリングモニターの見張り員たちにも生じていたのだろう。このとき、一人のセンサリングモニター員が、センサー上に出ていたほんのわずかな信号を見落した。

　艦の目と鼻と耳にあたるセンサーをオペレートするセンサリングモニター員の中には、さすがに士官候補生はいない。

　この部署は経験がものを言うために、熟練中の熟練が詰つめているのだ。

　その、熟練者の上手の手から水が漏もれたのだ。

　それは、ほんの一いつ滴てきだったのかもしれない。しかし、間ま違ちがいなく水は漏れたのだ。




　主砲を発射しながら追撃を続けるライムティンが、小惑星帯にさしかかり、二つ並んだ小惑星の間を通過したそのとき。

　両側の小惑星からライムティンを挟はさみ込むように青白く光る物体が飛び出した。

　ブリッジと、そして船内に緊きん急きゆうアラームが響ひびき渡わたった。

「魚ぎよ雷らいか！」

「はるかに小型で有線誘ゆう導どう型！　反物質反応なし！　光子魚雷ではありません！」

「近接支し援えん火器発射！　弾だん幕まくを張れ！」

　ブリッジからの命令を受けた近接支援火器がパルスを撃つが、その数はあまりにも少なかった。

　もしこのライムティンが、練習重巡じゆん航こう艦かんとしての改装をうけておらず、両側のケースメイト式の副砲が取り外されていなければ形成された火か網もうの密度はもう少し濃こかったかもしれない。

　マフム海賊団の仕し掛かけた小型魚雷は、その薄うすい火網をくぐりぬけて、見る見るうちにライムティンの艦体に迫せまった。

「総員！　耐たいショック姿勢！　ダメージコントロール班スタンバイ！」

　警告の緊急メッセージが流れるのと、ほぼ同時に、小型魚雷はライムティンの、左側先せん端たん部と右艦かん尾びに命中した。

　その瞬しゆん間かん、ライムティンの艦体の中に走りぬけたのは、振しん動どうでも衝しよう撃げきでもなかった。

　……それは、電撃だった。

　マフム海賊団が仕掛けたこの有線式の帯電魚雷には、弾頭部に炸さく薬やくや反応爆ばく薬やくではなく、高度に帯電した鉱石であるエレダイトの結けつ晶しようを同一方向にぎっしりと並べて詰め込んであったのだ。

　魚雷が艦体に命中すると、弾頭に詰め込んだエレダイトの結晶の中でグリッド状に並んでいる高電圧に帯電した粒りゆう子しが同じ方向に一気に飛び出す。

　艦首と艦尾に撃ち込まれたエレダイトの属性は逆であり、撃ち込まれた瞬間、膨ぼう大だいな量の荷か電でん粒子が一気に放出され、正のエレダイトから負のエレダイトに一気に流れ込む。

　艦体の尻尾しつぽから頭に向けて流れた膨大な電圧は、その途と中ちゆうにあるありとあらゆる回路を切断し、破は壊かいするのだ。

　これが、マフム海賊団が編み出した「電気銛もり作戦」だった。

　マフム海賊団は追撃してきた星系警察軍のパトロールフリゲート艦を、これと同じ方法で仕留め、拿だ捕ほしたばかりだったのだ。

　軍艦のほとんどの回路には、こういった場合のためのバイパス路と、そして過負荷になった場合に電路を遮しや断だんする回路が設置されている。しかし、この帯電魚雷の吐はき出す電圧は、すべての回路の設計値を超こえていた。

　ライムティンの艦内のあらゆる回路……通信、情報、火器管制、その他すべての回路が一瞬にして停止した。

　推進機や生命維い持じ装置などの基本機関は、影えい響きようが少なかったが、命令コマンドがクリアされた推進機プログラムによって、推進機はアイドリング状態にまで落ち込み、また、生命維持装置も非常プログラムによる運転に切り替かわった。

　重力制せい御ぎよ装置も停止し、艦内は非常プログラムによる〇・五Ｇの重力下に置かれ、ほとんど消えた照明の中で、点てん滅めつする緊急灯だけが周囲を照らしていた。

　そして、非常プログラムが立ち上がったために、艦体外がい郭かくに破損が無いのにもにかかわらず、艦内のすべての緊急区画隔かく壁へきが作動してしまった。

　ライムティンの艦内のあちこちから、聞こえてくる怒ど号ごうと悲鳴は、隔壁に遮さえぎられて遠くまで届くことは無かった。




　右う舷げん光子魚雷発射管室でも、状じよう況きようは同じだった。

　一瞬にして室内の照明が消え、それと同時に光子魚雷発射制御装置の電源が落ち、部屋を埋うめ尽つくしていた各種のモニターがすべて灰色の画面に変わってしまった。

「うわ！　なんだ！」

「どうなっているんだ？」

　驚おどろいて腰こしを上げようとしたマイドは、自分の身体からだがそのまま浮うき上がるのを感じた。

　身体はハーネスでシートに固定されていたため、空中に浮かぶことは無かったが、胸のポケットに入れてあったライトペンが、身体の慣性を受け取って、そのまま胸から飛び出して宙に浮いた。

　……重力制御装置がやられているんだ！

　マイドは手を伸のばして天てん井じように向かってゆっくり飛行を続けているライトペンをつかむと、胸ポケットに差し込んで、クリップを挟み込んだ。

　……爆発音も衝撃も感じなかった。ただいきなりシステムが落ちた……火器管制システムだけじゃない。照明から、重力制御システムまで、全部だ。

　これは今までに無いタイプの攻こう撃げきを受けたに違いない。

「騒さわぐな！　落ち着け！　落ち着くんだ！」

　どう聞いても落ち着いているとは思えない声でミストラルが叫さけんだ。

　マイドは、ミストラルに続いて言った。

「先せん輩ぱいの言うとおりだ！　騒いでも仕方が無い！　これは単なる大規模なシステムダウンだ。そう考えて、僕たちにできることから手をつけよう！」

　マイドの言葉を聞いたミストラルは、うなずいた。

「そうだな、まず自分の担当するシステムの復旧から始めるんだ。非常用だが電源も、生命維持装置も動いている。ばたばたしても始まらないぞ！」

　分隊員たちは、お互たがいの顔を見合わせると、目の前のコンソールに取り付いて、システム復旧を始めた。

　ミストラルの目は、通信スクリーンを見ていた。

　そのスクリーンも、他のモニタースクリーンと同じように灰色のままだった。

　さっきから指揮官用のコンソールの緊きん急きゆう通信ボタンを押しているのだが、まったく反応が無い。

　ミストラルの脳のう裏りには、様々な思いが渦うず巻まいていた。

　……くそ、通信回路が死んじまったか。

　これではどこからも情報が入ってこない。艦かん全体の情報も、敵の位置も状況も、まったくわからない。

　上の指示に従うことはもちろん、隣となりの部署の仲間と連れん絡らくを取り合うこともできない。

　……俺たちは艦の中で孤こ立りつしてしまったようなものだ。

　ミストラルの目は、必死にシステムを立ち上げ直している部下たちの上に注がれた。

　……とりあえず、こいつらには仕事を与あたえることで、余計なことを考えさせないようにして、パニックを防ぐことができたが、問題はこの後だ。

　ここのシステムは、ブリッジとのメインのリンクが切れても独自で動けるように設計されている。いざとなれば、この部屋にあるシステムだけで、敵に向けて魚ぎよ雷らいを撃うつことができる。

　それは、この先、すべて俺の独断で進めなくちゃならないということだ。魚雷の照準をつけるのも、ぶっ放すのも全部俺の責任でやらなくちゃならないということだ。

　頭の中では理解しているつもりだった。たとえ、艦長以下の幹部士官が全員戦死したとしても、俺は部下を指揮して戦うのだと。

　でも、今、俺はわかった。

　その覚かく悟ごは、自分がそんな立場に置かれるわけが無い、と心のどこかで思っていたから、簡単にできたのだと。

　……誰だれかに『やれ』と言われることが……誰かに命令されて動くことが、どれほど楽なことなのか、俺は考えたこともなかった。

　やがて、魚雷発射管室の中の管制システムなどが立ち上がりはじめた。

　それは、手足の細さい胞ぼうが蘇そ生せいしはじめるのに良く似ていた。

　……発射可能になったからと言って、俺の一存で光子魚雷が撃てるというわけじゃない。それは最後の手段だ。

　他ほかに指揮官がいなくなったとき……俺が最上級者になったとき、そのとき初めて俺の一存で戦せん闘とう行動が取れるんだ。なんとかしてブリッジ……それがダメでも、せめて右う舷げん戦闘指揮室との連絡が取れれば、この艦が、どんな状況に置かれているのかがわかる。そして、俺より上級者がいるのかどうか、それも……。

　ミストラルは、決断した。

　……よし、伝令を出そう。通信システムが使えないなら、人間が直接その足で行って、上級幹部から、指示命令を受け取ってくるしかない。

　ここでじっと座って、通信が回復するのを待っているわけにはいかない。まずできるかぎりやれることは何でもやる！……俺はこいつらの前でそう約束したんだ。

　伝令に出すのは、誰がいいだろう？

　ミストラルの目は、マイドの上で止まった。

　……本来ならば分隊長であるこいつは、俺に何かがあったときのためにここに残すべきだ。だが、こいつの機転の利きかせ方はカミソリのようなところがある。今のような非常時にこそこいつの出番だ。

　そしてミストラルの視線は、部屋の奥で黙もく々もくと航路計算を行なっているずんぐりとした体型の若者に留まった。

　……あとは、あいつか、ラインアート。高重力惑わく星せい出身者とか言っていたな……馬ば鹿か力だけはありそうだ。

　あともう一人……あの、イタズラ餓が鬼きんちょみたいな顔してるワンタとかいうヤツでいいかな……この三人を伝令に立てよう。

　ミストラルは小さくうなずくと三人の名前を呼んだ。

「マイド！　ラインアート！　ワンタ！　ちょっと来てくれ！」




　その頃ころ、ライムティンのブリッジでは、悲鳴にも似た報告が飛び交かっていた。

「艦内通信回路遮しや断だん！　予備回線、バックアップ回路、分散中ちゆう継けい器き、すべて機能停止！　根幹通信回路は修復不能との診しん断だんが出ています！」

「火器管制システム同じく修復不能！　コアブロックとの中継部分が完全にやられています！」

「生命維い持じ装置、及および推進機遠えん隔かく制せい御ぎよ装置はかろうじてセーフモードが立ち上がっております！　艦の針路変へん更こう等は、若じやつ干かんのタイムラグがありますが、可能になりました！」

「重力制御装置、及び、艦内環かん境きよう維持機能は、間もなく復旧の見込み！　しかし、非常プログラム作動による艦内隔かく壁へきの解除については、解除キーが認にん識しきされないため、そのままです！」

「外部各種パッシヴセンサーは、全ぜん滅めつです！　現在、全ユニットの交こう換かん作業中！　一部のセンサーについては一分後に回復！　以後、順次回復予定ですが、完全復旧については一時間以上かかる見込みです！」

　次々に飛び込んでくるダメージリポートを聞きながら、キテン艦長は、目の前にある立体スクリーンに浮うかび上がるライムティンの船内配置図をにらみつけていた。

　……ライムティンを人間にたとえれば、この、私がいるブリッジは頭脳にあたる。足が推進機なら手が武器だ。

　今の状態は、この、脳と身体からだの各部との神経がずたずたにされた状態なのだ。

　手も生きているだろうし、足も動く、しかし、目も耳も見えない、手や足の触しよつ覚かくも伝わらない。

　人間なら、これは死んだに等しい。いわば脳死に近い状態だろう。しかし、軍艦は人間ではない。手や足にも脳がある。つまり、手を動かす人間、足を動かす人間にも意思があるのだ。

　目や耳から入った情報を、脳を通さずに、そのまま手や足に流すことができれば、手は手としての機能を生かすことができる。

　……通信回路さえ立ち直れば。

　映像などはいい、たとえ音声だけでも、一方通行でもいい、こちらの命令を伝えることができれば、この艦は戦えるのだ！

　キテン艦長は叫さけんだ。

「艦内通信システムの復旧に全力を挙げろ！　音声だけでかまわん！　急げ！　このままでは我がライムティンは敵の反はん撃げきを受けるぞ！」

　そのとき、センサーオペレーターの喜びに満ちた声がブリッジに響ひびいた。

「センサー回復！　おおよその敵の位置が判明しました！」

「おお！」

　ブリッジに、安あん堵どのどよめきが起った。

　しかし、その安堵のどよめきは、すぐに、悲痛な叫びに変わった。

「敵艦隊、反転！　本艦を包囲する形で、こちらに向かって来ています！」

　キテン艦長は、叫んだ。

「後退するぞ！　周囲の状じよう況きようを調べろ！」

「よほど接近されない限り、敵の砲ほう撃げきでは、本艦のシールドは貫かん通つうできないと思われますが？」

　そう答えた砲術長を見み据すえてキテン艦長は言った。

「もし、敵が接舷攻こう撃げきを企くわだてていたらどうなる？　この艦に乗り込んでいるのは士官学校生だ。海兵隊員は数名しかおらん。数こそ多いもののほとんどが素人しろうと同然の若者では、勝ち目は無いぞ！　無傷同然の重巡じゆん航こう艦かんが手に入る機会をあいつらが見み逃のがすはずがない！　ここは退たい却きやくすべきだ！」

　センサーオペレーターが悲鳴にも似た声を上げた。

「本艦の周囲に、先ほどと同じ帯電魚ぎよ雷らいと思われるものを配置した小惑星があります！　これは……小惑星を小型推進機で動かしている模様です！」

「なんだと！」

　センサーを操作していたオペレーターは、絶望的な声を上げた。

「こちらのシステムがダウンして、何もできなかった間に、敵は小惑星の配置を終えたようです！　完全に包囲されています！」

「くそ！　進むも地じ獄ごく引くも地獄か！」

　そのとき砲術長が叫んだ。

「主砲で小惑星を破は壊かいしましょう！　副砲でも可能です！」

「わかっている、だが、誰だれが命令を出すのだ！　主砲のシステムが回復しているかどうかすら我々にはわからんのだぞ！」

　ライムティンのブリッジには、空気が煮に詰つまるほどの焦しよう燥そう感が漂ただよっていた。

　そのとき水すい雷らい長が叫んだ。

「光子魚雷があります！　敵は我々をあなどり、射程距きよ離りギリギリまで近づいてきております！　そこに魚雷を撃うちこめば、敵は我が艦に戦せん闘とう能力ありと知り、接近を止やめるでしょう、その間にシステムの復元に全力を挙げるのです！」

　艦長はうなずいた。

「確かに光子魚雷はある、しかし、問題は、ここから光子魚雷発射管室に、雷撃の命令が出せぬことだ……命令なくしては、魚雷を発射することはできない」

　水雷長はしばらく考えていたが、やがて決断するようにうなずいた。

「艦を雷撃コースに乗せて走らせましょう、艦の運動航こう跡せきをトレースしていれば、我々が発射管室の兵員に、雷撃を求めているのだということが伝わると思われます！」

　情報将校は首を振ふった。

「まさか、以心伝心の連想ゲームでもあるまいし、そんな判じ物が通じるわけが無い！　発射管室に配置されているのは士官かね？」

　水雷長は、配置図を思い浮かべると、首を振った。

「いえ、すべて三本線トリプル……一号生徒だけです……」

　情報将校は悲しげに首を振った。

「一人前の士官ですら、独断専行で動ける人間はまれだというのに、ましてや一号生徒にそれができるわけがない！」

　艦長はうめくように言った。

「いや……雷撃コースに入れ。発射しなくとも、雷撃の姿を取るだけで少しは敵を威い圧あつできるだろう」

「了りよう解かいしました！」

　操艦オペレーターは、セーフモードで動いている操艦システムを使って、艦を雷撃コースに向けて誘ゆう導どうし始めた。




　ブリッジをはじめとする艦内のすべての乗組員が、必死にシステム回復を図はかろうとしていたその頃ころ、非常用の照明が点てん滅めつしている薄うす暗ぐらい艦内通路を、マイドとラインアートとワンタの三人が走っていた。

　重力制せい御ぎよ装置の機能が回復したのだろう、重力は床ゆかに足をつけて走ることができるほどには回復していた。

　右う舷げんの光子魚雷発射管室を出たマイドたち三人は、部屋を出たところの通路で、いきなり隔かく壁へきに遭そう遇ぐうした。

　この隔壁の解除キーは、ミストラルから教わっていたために、なんとか手動で開けることができたが、その先の通路で次の隔壁に行く手をさえぎられてしまったのだ。

　艦内配置図を思い浮うかべながらマイドは言った。

「確かこの上から回れるはずだ！　一階上に登ろう！」

「でもよ、エレベーターは動いていないぞ？」

「非常階段を使えばいい、確かシャフト通路に付ふ随ずいして点検用の階段がついていたはずだ！」

「わかった！」

　三人は、エレベーターのシャフト通路に向かって走り出した。

　非常扉とびらを手動で開けて、薄暗いシャフト通路に入ると、マイドの言ったとおり、幅はばの狭せまい、急な点検用の階段が壁面に取り付けられているのが見えた。

　薄暗いシャフト通路を見あげたワンタが、ぼやいた。

「くそ、隔壁という隔壁が全部閉へい鎖さされちまって、戦闘指揮室まですらたどり着けない……なんとか艦内の状じよう況きようがわかる方法はねえのかな？」

「だいたいの艦内配置図は覚えているけど……細かいところまでは覚えていないからなあ」

　マイドはそう言って、階段を駆かけ登り始めた。

　そのあとを追いかけながら、ラインアートがぽつりと言った。

「重力コントロールが回復していないうちに登りたかった……」

　狭い階段を登りながら、マイドは、ふと、壁面を見た。

　そこには、何本ものケーブルが走っていた。

　……そうか、僕が見ているのは、いわゆる壁かべの裏なんだ。通路の壁とか、部屋の壁の裏にはこれだけのケーブルやラインが通っているんだな。

　そして。マイドはふと思った。

　……これだけあるラインがすべて停止しているわけじゃないはずだ。生きているラインを見つけ出して、それをたどれば、映像は無理でも音声だけでも送れるんじゃないかな？

　でも、その生きている回線を調べる方法が僕には無い。

　階段を登るマイドの目に、ケーブルを中ちゆう継けいする端たん末まつ端子の箱が飛び込んできたのはそのときだった。

　その端子の箱を見て、マイドは思わずため息をついた。

　……ああ、そうだ。もし、ここに汎はん用よう端末があれば、その端子をこいつに接続して、調べることができるのに。

　……ヴァルがいれば、あっという間に作業が終るだろう。いや、ヴァルがいなくとも、回路探たん索さくソフトがあれば、ヴァルから教わった裏うら技わざを使って、なんとかできるのに、なんで個人用の汎用端末は持ち込み禁止なんだ？

　その瞬しゆん間かん、マイドの頭に閃ひらめいたものがあった。

　マイドは、階段の途と中ちゆうでいきなり立ち止まった。

　後から背中にぶつかったワンタとラインアートが、文句を言おうとしたその顔に向かってマイドは叫さけんだ。

「行き先変へん更こうだ！　メモリアルホールに行くぞ！」

「メモリアルホール？」

　怪け訝げんな顔をするワンタとラインアートに向かってマイドはうなずいた。

「あそこにあるだろ？　汎用端末がさ」




　めりめりめりめり！

　マイドの見ている前で、メモリアルホールに続く通路を塞ふさいでいたブロック内の気密確保用の隔壁は繊せん維い質の物体が破は壊かいされるとき特有の音を立てて大きくたわんでいた。

「むっ！　むっ！」

　声にならない気合を入れて、隔壁の中央部をラインアートが押している。

　やがて、本体のゆがみに耐たえられなくなってきたのだろう。隔壁の表面に施ほどこされている耐たい酸化皮ひ膜まく塗と装そうに細かいヒビが無数に入り、パラパラと落ち始めた。

　そして、ついに……

　ばりばりばりばりっ！

　派手な音を立てて隔かく壁へきに裂さけ目が入った。

　裂け目の断面には強化ファイバーがちぎれた細かな毛のようなものが見える。

「あのさ……この隔壁ってこんなにヤワなモノだっけ？」

　半分呆ぼう然ぜんとした表情で聞いたワンタにマイドは首を振ふった。

「まあ、剛ごう性せいより気密性を目的に作られたものだけど、いくらなんでも人間の力だけで壊こわれるような強度じゃないはずだ」

　額に滲にじんだ汗あせをぬぐって、ラインアートは笑って見せた。

「俺は人間じゃない……ネズミさ……ちょっと剛力の……」

　マイドは肩かたをすくめた。

「なるほど、壁に穴開けるところは、確かにネズミだけど……君がネズミだとしたら、僕は猫ねこに心から同情するね……さあ急ごう！」

　ラインアートは無言でうなずくと、隔壁の残りの部分を一気に蹴けり破った。

「よし、急げ！　メモリアルホールはすぐそこだ！」

　隔壁を潜くぐり抜ぬけたマイドたち三人は、ひとかたまりになって、メモリアルホールに飛び込んだ。

　照明の落ちた広いメモリアルホールは薄うす暗ぐらかった。

　マイドとワンタそしてラインアートの三人は、メモリアルホールの片かた隅すみにある記念品展示コーナーに向かって突とつ進しんすると、そこに並んでいる数々の戦せん役えきの従軍記念メダルの棚たなを開けた。

「あった、こいつだ、間ま違ちがいない！」

　そう言ってワンタが指差したのは、例の個人用の汎用端末を納めた緑色のメモリーケースだった。

　形といい、色合いといい、それはこの陳ちん列れつ棚に並んでいる記念品メダルの収納ケースそっくりだった。

「ここなら気が付くまいと思っていたけど……本当に気が付かなかったみたいだな」

　マイドは、にやっと笑ってそうつぶやくと、メモリーケースを取り出して開けた。

　そこには、彫ちよう金きんが施された豪ごう華かなブレスレット型の汎用端末が入っていた。

「よし、こいつを使って、まず回線の状じよう況きようの確かく認にんだ！　まず、なんとかしてブリッジとの連れん絡らくを取らなきゃ」

「この部屋の端子は、きっと演台の脇わきのコントロールコンソールのあたりにあるはずだ！」

　三人は、ホールに並べられた椅い子すの中を突つっ切ってそのまま演台に上り、上手の袖そでにあるコントロールルームに飛び込んだ。

　ブレスレット型の端末の飾かざりの部分を押すと、表面にはめ込まれた宝石を模した動作表示ランプが輝かがやいた。

「よし、使える。画面を投とう影えいするぞ！」

　マイドはそう言うと、演台の後の白い壁面に、操作画面を映し出した

　腕うで輪わ型のこの汎用端末は、それ自体に表示部分を持っていない。いわゆる画面に相当するものが無いのだ。その代わりに特とく殊しゆな投影装置を内蔵しており、画面やキーボードに至るまですべてのインターフェイス部分は壁かべや机の上、自分の膝ひざや手のひらなど好きなところに映像を投影できるようになっているのだ。

　操作画面から、回路診しん断だんプログラムを起動し、さらに回路修復ファイルを開いたマイドは、手て馴なれた手つきで、コマンドの切り替かえを始めた。

　そのコマンドラインを見ていたワンタが感かん嘆たんの声を上げた。

「すげえ、帝てい国こくの機密暗号プロトコルを開いてる！」

「非常プログラムが作動して、セーフモードになっているからできる芸当だよ。通常時には、こんなことできるもんか」

「いや、そうじゃなくて、こんなことを知っているお前がすげえ、って話さ」

「僕はヴァルが親代わりだったし、話し相手でもあったからね、いろいろ教わってるんだ……さあ、リンクできたぞ。これで、生き残ってる回線使って外部の情報が入ってくるはずだ！」

　三人は目を輝かせて新しく開いたウィンドウを見上げた。しかし、その希望に満ちた目はすぐに失望に変わった。

「くそ……コアブロックの回路の損傷が回復していない！　なのに敵は、反はん撃げきに向かって来ているぞ！」

　マイドは、自分が見ている外部センサーの回線を確認した。

　……この回線は復旧している。僕の見ているデータは、ブリッジにも届いているはずだ。

　……ブリッジには、外部情報も内部情報も届いている。しかし、ブリッジからの命令はどこにも届かない。こういうときのための戦せん闘とう指揮室も、情報が途と絶ぜつして完全に孤こ立りつしている。

　今、この船には、目の前しか見えない、孤立したトーチカに立て籠こもっている兵士と、全体を見み渡わたせて、敵の位置もすべてわかるのに、それを伝えるすべを持たない司令部の両極きよく端たんしか乗っていない状態なんだ。

　主しゆ砲ほうも副砲も、魚ぎよ雷らい発射管室も、すべてがバラバラになったまま完全な情報の孤島にいるのと同じことなんだ。

　なんとかしなくちゃ……

　僕たちは負ける。

　海かい賊ぞくの武装は確かに貧ひん弱じやくだ。その貧弱な武装ではこのライムティンは倒たおせないかもしれない。

　でも……もし海賊どもが接せつ舷げん攻こう撃げきを仕し掛かけてきたらどうなる？

　艦かん内ないにもこういったときのための武器はある。しかしその武器はすべて武器庫に納められている。たとえ、武器があったとしても、指揮も命令も行き届かない中では、僕たちは烏う合ごうの衆にしかなれないだろう。

　僕たちは殺されて……この艦は奴やつらの物になってしまう。

　マイドの脳のう裏りに、つい三時間前にここで見た犠ぎ牲せい者しやの映像が浮うかんだ。

　……それだけは嫌いやだ。

　それだけは耐たえられない！

　……なんとかしなくちゃ。

　でも……どうやって？

　そのとき、艦のコースが変わったことにマイドは気づいた。

　……これは？　何のためにこんな運動をするんだろう？

　艦の未来位置の航こう跡せきを目で追ったマイドは、一つのことに気が付いた。

　……こいつは、雷らい撃げきコースだ！

　ということは、通信システムが回復したのか！

　マイドはあわてて確認した。しかし、ブリッジをはじめとするすべての戦闘指揮室との通信リンクは全く回復していなかった。

　……じゃあ、なんのために？

　そして、マイドは理解した。

　そうか！　これは命令だ！　艦の運動によって……いわばこのライムティンを使ったゼスチャーによって、雷撃担当員に雷撃の命令を出しているんだ！

　でも、これが理解できる人間が何人いるだろう？　いや、理解しても決断できる人間が何人いるだろう。

　誰だれかが命令を出さなくちゃいけない、背中を押す一言を言わなきゃならないんだ！

　マイドの目は、汎はん用よう端たん末まつから投影されているいくつもの映像の中にある灰色の通信画面に留まった。

　……画像がダメでも、音声だけなら送れるかもしれない。

　ここからなら、主砲、副砲の砲ほう塔とうや、光子魚雷発射管室へ、セーフモードで音声だけを送ることができるかもしれない！

　……僕が命令を出していいのか？

　いや、いいのか？　なんて言っている場合じゃない！

　僕が命令を出すんだ！

　今、この艦を取り巻くすべての状じよう況きようがわかっているのは僕だけなんだ！

　僕がやらなきゃ、誰ができる！

　マイドは覚かく悟ごを決めようとして……そして気が付いた。

　……いや、だめだ！

　僕の声は百戦錬れん磨まの士官の人たちとは違ちがいすぎる。セーフモードで顔が映っていなくとも、声で、一発でバレてしまう！

　どうすればいい？

　マイドの目は、あてもなく左右をさまよった。

　そして、ひょい、とワンタの顔に注がれた。

　マイドの記き憶おくの中で何かがひっかかった。

　あれ？　今、僕は何かを思い出したぞ。なんだ？　なんだっけ……ワンタに関しての記憶だ。

　そして、マイドは目を見開いた。

　……そうか、あれだ、あれが使えるかもしれない！

　マイドはワンタに声をかけた。

「おい、ワンタ、あのポータブルゲーム機、今も持っているのかい？」




　右舷魚雷発射管室では、照準装置の中に敵の海賊船を捉とらえたミストラルが発射装置の前で考え込んでいた。

　……艦のコースが変わった。

　このまま直進すれば、もうすぐ理想的な発射地点に達する。

　この運動は、明らかに俺に魚雷発射を求めている……だが、どこからも発射命令は来ない。

　独断専行、正しいと思ったなら、たとえ命令が無くともそれをやれ、と俺は言われてきた。

　今がそのときなのかもしれない。

　……しかし、もし違っていたらどうするのだ？

　光子魚雷はこの発射管に装そう塡てんされている二発だけだ。ここで発射してしまえば、もう残りは無い。

　主砲はさっきから一発も撃うっていないところをみると、やはりシステムに異常をきたしているのだろう。おそらく使える武器はこの光子魚雷だけなのだ。

　……どうする？　どうすればいい！

　発射装置に添そえた手のひらから汗あせが滴したたるのがわかった。

　いや、汗は手のひらからだけではなかった。

　ミストラルの額やわきの下は、もうコップの中身をぶちまけたように濡ぬれていた。

　わめきたかった。大声でわめいて、返事が来るものなら、喉のどが裂さけてもいいくらいの大声で叫さけびたかった。

　どうするんだ！

　どうすればいいんだ！

　そのとき。

　今までまったく無言でただ灰色の画面しか流していなかった通信モニターから、太い男の声が流れてきた。

『右う舷げん光子魚雷発射管室！　聞こえるか！　こちらは右舷戦せん闘とう指揮室のムスリク少しよう佐さだ！　セーフモードのため画像が出ないが、音声での通信が回復した！　そちらの状況はどうなっている？』

　ミストラルは、地じ獄ごくで仏、という顔をして叫んだ。

「負傷者、及および損傷はありません！　発射システムも作動中であります！」

　灰色のモニターの声は嬉うれしそうに答えた。

『いいぞ、その意気だ、三本線トリプル！　今は貴様が頼たよりだ。本ほん艦かんの進路が雷らい撃げきコースに乗っていることは理解しているな？』

「はい！　承知しております！」

『よろしい、では、発射地点に到とう達たつした時点で、魚雷を発射せよ！　現在本艦の主砲はシステムダウンのために発射不能の状況下にある。貴様の発射する魚雷のみが本艦の武器であり、この戦闘のすべてが今、貴様の手にかかっている！　義務を果たせ』

「了りよう解かいしました！」

　ミストラルの返事を聞いたムスリク少佐は、満足げに答えた。

『健闘を祈いのるぞ、三本線トリプル！』




　右舷と左舷に三門ずつ設置された旧式のケースメイト式の副砲の砲塔内管制室に、ムスリク少佐の声が流れたのはその後だった。

　ムスリク少佐は、副砲の操作担当員に対し、雷撃終了後に、艦の周囲に張り巡めぐらされた、エレダイトを詰つめたトラップ魚雷が仕込まれていると思われる小惑わく星せいに副砲を撃ち込み、これを破は壊かいするように指示して通信を切った。

　ライムティンは、雷撃コースに乗ったまま加速を開始した。

　その加速は、まさしく教科書どおりの雷撃態勢を意味していた。

　ブリッジに居並ぶ艦長以下の指揮官は祈るような思いで、目の前のスクリーンを見つめていた。

　水雷長が緊きん迫ぱくする声で、雷撃地点までのカウントダウンを始めた。

「雷撃地点まで、あと七秒、六秒、五秒、四、三、二、一、撃てえーっ！」

　その瞬しゆん間かん、右舷の発射管からコアフォトンカタパルトの輝かがやきと共に二発の光子魚雷が飛び出した。

　ブリッジに歓かん声せいが上がった。

「撃ったぞ！」

「撃ってくれた！　意図を汲くんでくれたんだ！」

　接近していた敵の海かい賊ぞく船は、回頭しようとしたが、それより早く光子魚雷が到達した。

　宇宙空間に寿じゆ命みようの極きわめて短い小さな太陽が一つ生まれ、そして消えていった。

「おお！」

「やった！　見事なタイミングだ！」

　水雷長が感かん嘆たんするような声を上げたそのとき、左右の副砲が砲ほう撃げきを開始した。

「どうした？　どこを撃っているのだ？」

　オペレーターが半分歓声のような声で報告した。

「副砲の目標は……小惑星です！　本艦を包囲するように配置された小惑星を砲撃しております！」

　キテン艦長は目を見開いた。

「なんと！　誰が指揮をしているのだ！　このような統制の取れた反撃は、どこかで誰かが指揮しているに違ちがいない！」

「こちらでは判明しませんが、右舷か左舷の戦闘指揮室と思われます」

「そうか！　なんとか通信が回復しつつあるのか！」

　そう言って嬉しそうにうなずいた後で、キテン艦長は自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「我々は無傷だが、この戦いはブリッジに直撃弾だんを食らって、潰かい滅めつしたのと同じことだったのだな……今回の失態は、たかが海賊と頭から馬ば鹿かにしてかかった、この私の責任だ」

　そのとき、通信オペレーターが喜びの声を上げた。

「艦内通信が回復しました！　映像は出ませんが、音声だけなら双そう方ほう向こう通信が可能です！」

　砲術長も喜びの声を上げた。

「主砲発射可能！　システム復帰しました！　いつでも反撃可能です！」

　キテン艦長は、下腹に力を入れて胸を張った。

「よし、反撃開始だ！　今までの分も含ふくめてきっちりお返しをしてやらねばなるまい！　主砲目標は敵艦隊！　副砲は引き続き周囲の小惑星の破壊につとめよ！」

「了解しました！」

　ライムティンのブリッジに、ようやく明るい空気が流れ始めた。




　システムが回復した重巡じゆん航こう艦かんと、旧型の警備艇ていや鉱石運うん搬ぱん船を改造した武装商船からなる艦隊とでは、到とう底てい勝負にならなかった。

　三十分後に海賊船はすべて破壊されるか、もしくは降こう伏ふくしていた。

　こうして海賊討とう伐ばつ戦は星系警察軍側の勝利に終り、マフム海賊団は事実上潰滅した。




　訓練空域に向かって戻もどる航路に乗ったライムティンの艦内には、ほっとしたような空気が流れていた。

　一本線シングルの三号生徒たちが夕食後の自由時間を使って、それぞれにくつろいでいたその頃ころ。

　三本線トリプルの一号生徒たちは、生まれて初めて書く戦せん闘とう詳しよう報ほうに頭を痛めていた。




　……おかしいな、これで見ると右う舷げん戦闘指揮室の通信状じよう況きようが回復した時間と、俺が命令を受けた時間が合わないぞ。他ほかの連中はどんな風に書いてるんだ？

　ミストラルは、同期生の書いた報告書のコピーを読んだ。

　……副砲を担当していた連中も、時間が合わないのを無理やり直してやがる。これじゃあ時間的に矛む盾じゆんが多すぎるぞ。

　……表ひよう彰しよう上じよう申しんするから、丁てい寧ねいにミスの無いように書けと言われたけど、こいつは無理な相談だな……お手上げだ。

　ミストラルは両りよう腕うでを頭の後ろに組むと、体重を椅い子すの背もたれに預けた。

　そのとき、ふと視線が机の上に置かれた緑色のケースに止まった。

　……そういえば、マイドのヤツが俺によこしたんだよな、別れ際ぎわに……確か先せん輩ぱい方にお返し下さいとか何とか言って。

　……なんだこれ？

　ミストラルは無造作にケースの蓋ふたを開けた。

　中には見事な彫ちよう金きん細工を施ほどこしたブレスレットが入っていた。

　ミストラルは小さく口笛を吹ふくと、そのブレスレットを持ち上げた。

　……ほう、こいつは汎はん用よう端たん末まつが仕込んであるのか。この宝石に見えるのが映像投射装置というわけだな。

　ということは……うちの三馬鹿トリオが取り返しに行って恥はじかいて戻ってきたあのときの品物というわけだ。元々の持ち主はアリクレストの取り巻きのマハラニとか言うやつらしいな。

　だいぶ困ってるみたいだし、折を見て俺から返してやるとするか。

　ちっとは薬になっただろう。

　ミストラルは、小さくため息をつくと、その汎用端末をケースに戻し、蓋を閉めた。

　そして、そのとき。

　ミストラルは気が付いた。

　……そうか、あのとき、マイドはこいつを持っていたのか！

　こいつで……。

　そして、ミストラルは声を上げて笑った。

　腹を抱かかえてしばらく笑った後で、ミストラルは、一本取られた、という顔でつぶやいた。

「……あの野や郎ろうめ、よりによって俺のことを三本線トリプルと呼び捨てにしやがった……とんでもねえ一本線シングルだぜ……」

　そして、ミストラルは思った。

　……確かにあいつは一本線シングルだ。

　でも、あいつにふさわしい一本線シングルは青線ブルーラインじゃなくて青帯ブルーリボンだ。

　……いつか、俺はあいつの指揮の下もとで戦う日が来るかもしれないな。

　ミストラルの心の中に浮うかんだその想像は、不思議と心地ここちよかった。
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　人が流れていた。

　中央通路のオートウェイの上を途と切ぎれることなく人が流れていた。

　商業惑わく星せいゼーロックは、帝てい国こくの商業の要地であり、この惑星には帝国中から、ありとあらゆる品物が三百六十五日二十四時間休むことなく流れ込み、値をつけられ、そしてまた流れ出していく。

　そして、品物が動けば、人も動くのは道理である。

　このゼーロックのジャンプステーションを利用する人間の数は、一日に二千万人とも三千万人とも言われている。しかし、利用客にとってみれば、そんな数字など、何の意味も持たない。自分が、その数字の中の一つであることなど気にすることもなく、人々はエントランスを通り過ぎてゆく。

　そのジャンプステーションの中央通路をまたぐように架かけられた硬こう化かテクタイトの歩道橋の中央の両側には、半円形に突つき出した展望テラスがあり、そこには空気浄じよう化か能力を持つバイオフラワーが植えられた小さな花か壇だんと重力サポートつきのクッションベンチが置かれている。

　そのクッションベンチに、長旅を終えた老夫ふう婦ふや、テクノドールに背負わせた大きな荷物の中身を整理している行商人などに混じって、ぼんやりとした表情の一人の若い女性が座っていた。

　年ねん齢れいは二十代前半から半ばというところだろうか？　均整の取れたプロポーションをビジネススーツに包み、癖くせのある紅あかいショートカットの髪かみと気の強そうなきりっとした眉まゆは知性を感じさせる。

　このまま颯さつ爽そうとオフィス街を歩けば、どこかのビジネス雑誌に載のっている広告のモデルでも務まりそうな雰ふん囲い気きを持っているが、今の彼女の周囲には、そういったビジネスウーマンのイメージとはほど遠い、どこか投げやりな空気が漂ただよっていた。

　背中を猫ねこのように丸め、タイトスカートの膝ひざの上に両りよう肘ひじを突いて手のひらの上に顎あごを乗せた彼女の目は、歩道橋の下に伸のびる中央通路を流れていく人の流れを追っていた。

　……私、ずっと昔にこれと良く似た光景を見たことがある。

　秋の終り、水量の減った川に、色とりどりの落ち葉が浮かんで、くっついたり離はなれたりしながら、ゆっくりと流れていく光景……。

　あれは、いつの頃ころだったんだろう？　確か、私がまだ小学生だった頃だわ。

　そうだわ、学校帰りに遊んだ、あの小さな公園の中を流れている小川を橋から見下ろしたときの光景に似ているんだ。

　……あの頃は、夢一いつ杯ぱいだったね。

　恋こいに恋して、友達とはしゃいで、毎日毎日が楽しかった。

　いつかは自分も幸せになれると信じて疑わなかった。

　自分が、あの川に浮かんでいた落ち葉のような、誰だれからも必要とされずに朽くち果てていくだけの存在になるなんて、思ったこともなかったよね。

　いらない女になるなんて、考えたこともなかったよね。

　……人間って、本当に何もかも失うと、涙なみだすら出てこないんだな。

　もっと、声を上げて泣いたり、怒いかりをぶつけて、物を壊こわしたりするのかと思ってた。でも、そんなのは、ドラマや小説の中だけのことなんだ。

　あんなのは、私は悲しい、私は怒おこっている……そういう感情をわかりやすくする表現方法でしかないんだ。

　自分の存在理由が本当に失われたとき、心の中には、泣いたり怒ったりするエネルギーさえ残らないんだな。

　彼女は自分の足元にある、身の回りのものを詰つめ込んだ小さなスーツケースを見た。

　……これだけしか残んなかった。

　自宅のマンションも、リゾートクラブの会員権も、ブランド物のバッグもスーツも……信用取引に失敗して証券界から追い出されて、社会的信用度が消えたのと同時に全部消えて無くなった。

　私の、本当の価値って、このスーツケース一個ぶん以下ってことだったんだな。

　彼女は、視線を歩道橋の下の人の流れに移した。

　彼女の想おもいに気づくことも無く、目の下を人が流れていく。

　彼女は、その無関心さに安らぎを感じた。

　……どこに行こう。

　スーツケースの中には、証券会社のトレーダーだった頃の顧こ客きやくだった資産家の老夫婦から誕生日プレゼントに貰もらった、旅行用クーポンが入っていた。

　……あれは料金先さき払ばらいの記名式個人用のクーポンだから、信用程度に関係なく使うことができるけど現金化することも、クレジット化することもできない……本当に旅行するためだけにしか使えない。

　債さい権けん会社があれだけを残してくれた理由は、きっと、どこか辺境の惑星に行って、そこで死ねってことなのかもしれないな。

　……それもいいかもね……生きるエネルギーも残っていないし。

　今、ここにテロリストがやってきて、フォトンライフル乱射しても、今の私なら、真っ白に笑いながら死んでいけそうな気がする。

　……痛くない、苦しくない死に方って、どんな方法だろう？

　宇宙船の原子分解炉ろに飛び込めば一いつ瞬しゆんにしてエネルギーに変へん換かんされるから、痛みも苦しみも無いって聞いたけど……どうやったら、飛び込めるのかな。

　宇宙船の機関士に聞いてみようかな『いらない女の捨て場所はどこですか？』って……そうしたら『ああ、ここですよ』って分解炉のハッチ開けてくれるかもしれない。

　そのとき、彼女の視界の中に妙みようなものが動いた。

　それは、薄うす茶ちや色いろのもこもことした、小動物の体の一部のように見えた。

　……あれ？　子犬かな？

　次の瞬間、彼女は息が止まるほど驚おどろいた。

　ベンチに座って頰ほおづえを突つき、下を向いている彼女の顔を覗のぞき込んだのは、クマ。それもどう見てもぬいぐるみのクマだった。

「……え？」

　思わず身体からだを起した彼女の前には、薄い茶色とダークっぽい茶色の、もこもことした体を持つ二体の体長八十センチほどの、ぬいぐるみのクマが立っていた。

　身体を起した彼女を、ぬいぐるみのクマたちは黙だまって見上げていた。

　真っ黒なつぶらな瞳ひとみに、自分の姿が映っている。

　……三日前の私だったら『きゃーカワイイ！』とか言って喜んだかもしれないな。

　クマの目に映る自分の顔を見て、彼女がそう思ったそのとき、後から男の声がした。

「ずいぶんお疲つかれのようですなあ、お嬢じようさん」

　振ふり向くと、そこに、見慣れない男が立っていた。

　年ねん齢れいは二十代後半だろうか、黒いくしゃくしゃの髪に、よれよれのベージュのコート、というどこかの刑けい事じドラマか探たん偵ていドラマの主人公の出来損そこないのような格好をしている。

　男は、白い歯を見せて微笑ほほえみかけた。

「どこか具合でも悪いなら、メディックセンターに連れん絡らくしてあげるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　二匹ひきのテディベアは、よちよちと歩きながら、その男の足の陰かげに隠かくれて、そっと彼女の方を窺うかがった。

　……なによ、こいつ。

　彼女は男を無視しようとした。だが、男の微び笑しようが、妙に気になった。

　男の風ふう体てい全体から漂ただよううさんくささが、その微笑で打ち消されていたからだ。

　……悪い人間じゃなさそうだけど、今は会話する気にもならないわね。

「……大丈夫よ、別にどこも悪くは無いから」

「そう？　ならいいけどさ、うちのウィルとティルを見ても、何の反応も示さない女の人は珍めずらしいからさ」

　彼女は、ちらっと男の顔を見てつっけんどんに言った。

「そんなこと、あなたと関係ないでしょう……」

「うーん、関係ないって言えば関係ないんだけど、あんた、危なっかしいからさ」

「危なっかしい？」

「うん、なんと言うか、こう……魂たましいが死んでると言うか抜ぬけてると言うか……抜け殻がらっぽい」

「……そう？　別にいいでしょ、私が抜け殻だろうが何だろうが……話する気にもならないから、向こうに行ってちょうだい」

　彼女はそう言って視線を外すと、再び背中を丸めて、頰ほおづえをついた。

　それは、誰だれがどう見ても、拒きよ否ひのポーズだったが、男の態度は変わらなかった。

「そうか……じゃあ、ちょっとだけ俺の話を聞いてくれないかな……」

　背中を向けていても、男の微笑が見えるような口調だった。

　……この、開けっぴろげな明るさは、キャッチセールスかな。

　そういえば、あの微笑みも営業スマイルっぽかったもんな……。

　彼女が心の中で小さくため息をついたとき、男の話が始まった。

「実は、ここだけの話だけどね、夕べ、夢ゆめ枕まくらに、妙な爺じいさんが立って、俺にこう告げたんだ……『この世はもうすぐ滅ほろびる、だからその前にあらゆる生き物のオスとメスを一つがいにして、集め、船に乗せろ』ってね……」

　……あちゃー、キャッチセールスじゃなかったわ、こいつ、宗教の方だ。

　どうして、こういうヤツって、心が弱ってる人間を見分ける能力があるのかしら。

　男の話は続いていた。

「……でね、今、宇宙船を大改造しているんだ。あらゆる生き物をオスメス一つがい乗せなきゃならないから……でもさ『あらゆる生き物のオスメス一つがい』って、実に簡単にあの爺さんは言ったけど、実際やってみると大変だよ。動物から鳥から魚から爬は虫ちゆう類るいまで、ありとあらゆる生き物を収集するだけで容易じゃない。

　なんてったって、あらゆる生物と言うからには、細さい菌きんだって収集しなくちゃならないんだが……君、大腸菌のオスメスの見分け方って知ってる？　知ってるわけないよなあ……とまあいろいろ言ってきたんだけど、要するに何が言いたいかというとだ……」

　男はそこで言葉を切ると、あらためて彼女の顔を覗き込んで言った。

「どう？　僕と『つがい』にならない？」

　予想外の言葉に、彼女は顔を上げた。

「なにそれ？　『つがい』ってどういうことよ」

「だから、君と僕とでペアになって宇宙船に乗り込もうか？　って言ってるんだよ、オスとメス一匹ずつで」

「それって……」

　男はしれっと答えた。

「そう、ナンパしてるの、君を」

　彼女の口から笑い声が出た。

「あははは！　ナンパって……そんなナンパの仕方なんて通用するわけないじゃない！　何考えてんのよ！　あんた、馬ば鹿かじゃないの？」

　男は満面の微笑を浮うかべてうなずいた。

「良かったね……魂が戻もどって来たみたいだ」

　その言葉を聞いたとき、彼女は一いつ瞬しゆん息を止めた。

　……笑ってた。

　……今、私、声上げて笑ってた。

　絶対に笑うことなんか無いって思ってた。だって……笑いって、今の私と、一番遠いところにあるものだもの。

　次の瞬間。彼女の心の中に、何かが湧わき出してきた。

　それは、ひび割れ、乾かわききった大地に流れ込む、感情の洪こう水ずいだった。

　感情の洪水は、忘れていたはずの痛みを再び呼び起しながら、彼女の心を満たし、そしてそれは涙なみだとなってあふれ出した。

　いきなりぽろぽろと涙を流し始めた彼女を見た男は、うろたえた素そ振ぶりも見せずに彼女に近づくと、静かに聞いた。

「隣となりに座っていいかな？　君との間にウィルとティルを座らせる。それなら安心だろう？」

　彼女は黙だまって座る位置をずらして、横にスペースを空けた。

　本当は、一人になりたかった。一人で思い切り泣きたかった。でも、そんなことができる場所はもう自分には残されていないことを彼女は知っていた。

「じゃあ、失礼して座らせてもらうよ、ウィル！　ティル！　ここにきて、僕と、このお姉さんの間に座りなさい」

　男の言葉を聞いた二匹ひきのぬいぐるみのクマは、ベンチに向かってとことこと歩いてくると、男と彼女の間によじのぼり、両足を投げ出して、ちょこんと座った。

　その仕草を見て、彼女は思った。

　……確か、オートベアって言うんだよね、このクマたち。

　昔はいろんなところで見かけたけど、今はもう連れて歩く人なんてめったに見ないわね。

　彼女は、涙目で、ベンチの端はしに座っている男の顔をちらっと見上げた。

　男は、優やさしい目で正面を見ていた。

　そして、大きく息を吐はくと、正面を見たまま、ぽつりと言った。

「……言いたくないなら、それでいいけど。もし、何か言いたいことや、聞いて欲しいことがあるなら、聞いてあげる。君に今、一番必要なのは、その、聞き役だと思うんだ……僕は行きずりの、ただの旅行者で、君とは何の関係も無いけど、君の話を聞くことぐらいはできる。それに、無関係なら後あと腐くされも無いしね……違ちがってるかい？」

　彼女は首を振ると、小声で話し始めた。

「そんなことない……なんでだろう？　ちょっと楽になったみたい……泣いたせいかな？」

　男は正面を見たままうなずいた。

「人間の心はね、そんなに強く作られちゃいない。だから、ときどき泣いたり怒おこったりして、心の中に、ぱんぱんに詰つまった物の栓せんを抜ぬくようにできてるのさ。恥はずかしいことでもなんでもない、当たり前のことだよ」

「……そうか、私、やっぱり無理してたんだな……泣いたり怒ったりするのはカッコ悪いし、不様なところ見せたくないってプライドがあったから、じっとこらえていたけど……」

「プライドも大切さ。弱みを見せたくないってのは、誰だれでもある部分だよ。鎧よろいみたいなものかもしれない……でも、あんまり固くて重いプライドの鎧を着込むと、動けなくなっちゃうからね……柔じゆう軟なん性が無くなって折れちゃうこともあるんだよ」

「……そっか、私、折れちゃったんだね」

　男は広げた両りよう膝ひざの間で両手の指を組んで、うなずいた。

「折れたら、繫つなげばいい。切れたら縫ぬい合わせればいい。身体からだの傷と同じように、心の傷にも再生機能がある、身体より時間はかかるけど、ちゃんと元通りになるのさ」

　……そんなことあるのかしら。

　でも、さっき……私……笑った。

　笑うことなんかもう一生無いって思ってたのに。

　……この人の言う通りなのかもしれない。

　彼女は大きく深呼吸をすると、静かに話し始めた。

　ハイスクール時代から、父親の名義で、ネットの証券取引をやっていたこと。

　何の気なしに買った株が仕手戦に巻き込まれ、一晩で億万長者になり、有う頂ちよう天てんになった次の日にその株券が紙かみ屑くず同然になったこと。

　それが原因で株取引に興味を持ち、そのままトレーダーの専門学校に進み、卒業する前に有名な投資機関に引き抜かれたこと。

「炎ほのおの七日間」と呼ばれる大だい企き業ぎようグループの公開株式買い付けを舞ぶ台たいにした大規模な仕手戦の間に立ち、絶ぜつ妙みようのタイミングで株を売り買いし、名トレーダーとして名を揚あげたこと。

　……そして、恋こい人びとに裏切られ、すべてを失ったこと。

「……結局は、私が馬ば鹿かだった、というだけのことなんだと思う。あいつは、いつでもどこでも、一いつ緒しよに食事するときでも、私のマンションに泊とまりこむときも、三百六十五日二十四時間トレーダーだった。なのに、私はあいつの前ではトレーダーじゃなかった……そして私は自分もそうだから相手もそうだと思っていた……いや、そうだと思い込みたかった。結局はそれだけのことだったんだと思う……馬鹿な女だと思うでしょ……笑っていいわよ。自分でもそう思うんだから、これはもう極きわめつけの馬鹿よ……」

　長い身の上話を続ける彼女の脇わきでは、時間を持て余した二匹のテディベアが向かい合って、両手を交こう互ごにぶつける遊びをしていた。

　彼女は、ふと、このベンチに座っている自分たちの姿を見た人はどんな風に思うのだろうと考えた。

　……無価値女、二匹のテディベア、そして得え体たいの知れない男。

　なにがなんだかわからない組み合わせだろうな。

　でも、世の中なんてそんなものかもしれない。無む縁えんの人間が、人生のどこかで、こつん、とぶつかる……人と人との出会いなんて、そんなもの……。

　そして、こつん、とぶつかっただけでまた離はなれていくものだと割り切れれば、人生は楽しく生きられるのかもしれない。

　小さくため息をついた後で、彼女は自じ嘲ちようするような微び笑しようを唇くちびるの端に浮うかべて言葉を続けた。

「……でね。全部無くなったの。自分の住む場所も、預金も有価証券も資産という資産は全部。洋服からバッグまでぜーんぶ債さい権けん回収業者が持っていったわ。足りない分は、私が所属していた取引信用機構が立て替かえてくれたけど、私の信用程度はトリプルＡからＥになっちゃったわ……あんた、このＥってアルファベット、何の頭かしら文字か知ってる？　『ＥＸＩＴ』の頭文字、出口、つまりお前には用がないから出ていけ！　って意味なわけ。

　確かにそのとおりね、信用程度がＥの人間に取引させたり、お金を貸してくれる人がいるわけないから、いるだけ無む駄だってことだもの……私の額には、普ふ通つうの人には見えないインクで、いらない女、って印いん鑑かんがぽん、と捺おしてあるんだ……無価値、ゴミ、引き取り手無し、って……」

　そして、自嘲するような笑いを浮かべたまま、彼女は男を見た。

「……この、無価値なゴミ女……引き取る？」

　男は、彼女の顔を見ずに身体に視線を落し、そのまましげしげと身体のラインを見た。

　……やっぱりね。

　彼女は心の中で大きくため息をついた。

　この男も、親切めいた顔して、えらそーなことを言ったって、結局はそこに行くのね。

　男なんて、みんなそうよ。女の能力なんかどうでもよくて、身体にしか興味が無い生き物。

　以前の私だったら、こんな目で見られたら、嚙かみ付いてやっただろうけど……なんかもう、どうでもいいな……このまま、この人にお持ち帰りされても、それはそれで構わないような気もするし。

　男は、彼女の身体から視線を外すと、横に座ってるぬいぐるみのクマに話しかけた。

「ウィルはどう思う？」

　すると、薄うす茶ちや色いろのクマの方がひょい、と顔を上げてむっくりとベンチに立ち上がり、そのままとことこ男に近づいて、何やら耳打ちをした。

　男はつぶやくように言った。

「なになに？　出るところは出ているけど、全体に細いから、五十キロくらいだろうって？　うーん、そう見るか……ティルはどう思う？」

　すると、濃こい茶色のクマの方が同じように立ち上がって、さっきのクマと入れ替わり、同じようにぽてぽて歩いて男に近づいて耳打ちした。

「なになに？　確かに身体からだは細いけど、骨が太くて、みっしりと重そうだ、五十五キロはあるだろうって？……そうかもしれないなあ」

「ちょっと待って！　あんたたち、何の話をしてるのよ！」

　男は、しれっと答えた。

「君の体重」

「なんであんたらが、私の体重の話をしなくちゃならないのよ！」

　男は微笑ほほえんだ。

「君の価値を計算するためさ」

「私の価値？」

　目を丸くした彼女に向かって、男はうなずいた。

「君は、自分のことを、無価値なゴミ女だ、って言ったよね。本当に君がゴミかどうか、計算してみようと思ってね……」

「それと、私の体重と何の関係があるのよ！」

　男は何かの講義をするような口調で話し始めた。

「君が、自分で言っているように、本当に無価値なのかどうか、まず、君を構成しているその身体に値をつけてみよう。この場合、見た目の美しさとか、性的魅み力りよくとか、そういったものを基準にするのは不適当だ。それは個人的な趣しゆ味みや嗜し好こうに左右される。そして生物学的な、繁はん殖しよく能力などという基準も不適当だな……君が一生のうちに何人子供を産むかはわからない。

　だとすると、最も適当な基準とは、君の身体を構成している物質の価値、ということになる。人間の身体を構成しているのは、大きく分類して水分と蛋たん白ぱく質しつと脂し肪ぼうとカルシウムだ。

　水分は、あまり価値が無い。となれば、価値を見み出いだすのは筋肉や内臓を構成している蛋白質と、そして君のその身体の三次関数曲線を構成している皮下脂肪、そして骨格に含ふくまれるカルシウムと石せつ灰かい分ということになる。

　その量を推定するには、まず君の体重を知る必要がある。体重がわかれば、そこから、筋肉などの蛋白質、脂肪、骨格、このそれぞれの割合を導き出すことができる……仮に君の体重を五十五キログラムとしよう……」

「そんなに無いわよ！」

　男は真面目まじめな顔で聞いた。

「じゃあ、本当はどれくらい？」

　彼女は視線をそらすと、言葉に詰つまったような口調でつぶやいた。

「五十……二キロ……かな」

「なんだ、たった三キロしか違ちがわないじゃないか」

「たった三キロなんて言うな！　女にとって、その三キロは魂たましいを削けずってでも維い持じしたい三キロなんだぞ！」

「はいはい、わかりました。じゃあ正確な体重がわかったところで、そこから産出される君の蛋白質と脂肪と、カルシウムの量と、それぞれの単価を計算してみよう……蛋白質は合成動物性蛋白質のキロ当たりの工場出荷価格、脂肪は同じく動物性油脂の平均価格、カルシウムも同じく合成工場の工場出しゆつ荷か価格だ……ウィルにはリンク能力があるから、このゼーロックの中央卸おろし売うり市場の相場を知ることができる……ウィル、教えてくれないか？」

　薄茶色のクマが、むっくりと立ち上がり、男に耳打ちした。

「ああ、そうか、で？　それを全部合計すると？　ああ、そうか、わかった、ご苦労さん」

　男はクマに向かって何度かうなずいた後で、彼女の方を向いて、にっこり笑ってこう言った。

「君の物質的価値は、七千八百クレジットだそうだ、おめでとう」

　彼女は、ぽかんと口を開けて男の顔を見ていた。

　……何よこいつ、一体何を言い出したの？　わけわかんない。

　混乱している彼女をそのままにして男の言葉は続いていた。

「つまり、君という存在は、無価値でも何でもないってことだ。この世に生まれて、ここまで生きてきた君という存在は、その肉体を持っているというだけで君の能力や信用や、そんなものとは無関係に……それこそ生きていようが死んでいようが、それだけの価値があるということだ……」

　そして、男は微笑んだまま彼女の鼻先に右手の人差し指を、ぴしりと突つきつけて言った。

「つまり、君は間違っている」

　彼女は、一いつ瞬しゆんあっけに取られた後で、声を上げて笑い出した。

「ははははは！　なによそれ！　そんな説得の仕方ってある？　よりによってなに？　人の価値を、身体を量り売りしたらいくらの値がつくって……そんな馬ば鹿かげた計算方法なんて聞いたことが無いわ！」

　男はにっこり笑ったままうなずいた。

「そう？　じゃあ君は一つ賢かしこくなったんだと思うよ。一つ賢くなるってのはね、今までの価値観や視点とは違った価値観や視点でものを見ることができるようになった、ってことだと僕は思う……」

　そして、男は笑ったまま言った。

「料理人の間にあるコトワザにね、女の切れっ端ぱしとパスタの切れっ端は、余らないっていうのがあるんだけど……意味わかる？」

　いきなりコトワザを聞かされた彼女は、半分あっけに取られたまま首を振ふった。

「え？　いや……よくわかんないけど……」

「つまりさ、小麦粉練って、伸のばして、パスタの生き地じを作るだろ？　そして型で抜ぬいたり、機械にかけたりしてパスタを作るじゃないか。そうすると、パスタ生地の切れっ端が残るわけだ。……そのパスタ生地の切れっ端は、どうなると思う？　ゴミのように捨てられると思う？　君だったらどうする？　パスタ生地の切れっ端、捨てちゃう？」

　彼女は首を振った。

「そんなもったいないことはしないと思う……たとえば野菜スープの実にするとか、そんな風にして食べちゃうと思うな……」

　男はにっこり笑った。

「そういうことさ……女の人ってのはね、大切にしなくちゃいけない。いらないから、捨てる、なんて、とんでもない……って意味のコトワザなのさ。どう？　君の心の中では、まだ自分が無価値だと思うかい？」

　彼女は大きく深呼吸した。そして、微び笑しようを浮うかべてこう答えた。

「無価値とか、なんだとか……なんかもう、馬鹿馬鹿しくなっちゃった……」

　男は満足そうにうなずいた。

「そう、馬鹿馬鹿しいものなんだよ、一人でどんなに悩なやんでも、苦しんでも、時間は過ぎ世界は動いてくんだ……開き直るってのは、人間にとってある意味必要なスキルだと僕は思う。

　一人で背負い込めることなんてたかがしれてる……世界全体を背負える人間なんかいやしない……もしかしたら、僕がまだ見たことが無いだけなのかもしれないけどね……」

　そして、男は、なにやら難しそうな言葉を並べ始めた。

「才無く、知無くとも、徳と情あらば、人生間違いなし……徳は根幹、才は枝葉なり。才より徳の優すぐれるを君子といい、才徳兼けん備びなるものを聖人といい、才徳共に無き者を愚ぐ人じんと言う……」

　そして、男はにっこり笑った。

「意味がわからないかもしれないけど、これは、僕が読んだ本に載のっていた言葉なんだ……君には徳も情もある、そして才だってある、立派な人だと思うよ……」

　そして男は、横にいるクマに話しかけた。

「お前たち、どう思う？」

　クマは、ぴょん、と起き上がると、ぽてぽて歩いて男のところに近づき、そして、再び耳打ちをした。

　その、耳打ちするクマの言葉にうなずきながら男は言った。

「なになに？　やっぱり笑うと美人だ？　魂のこもってないときは、性格悪そうだったけど、笑ってると魅み力りよく的に見える？　うんうん、それで？　性格強そうだから、彼女にするといろいろ大変かもしれない？　うーん、やっぱりそう思うか」

「うるさいわね！」

　彼女は、男と二匹ひきのクマをにらみつけた。

　しかし、その目は静かに笑っていた。

　男は、その目の中に浮かぶ笑いを確かく認にんすると、ゆっくりと立ち上がった。

「さてと……そろそろ時間だ。僕はこれで失礼するよ。いろいろお節せつ介かいだったかもしれないけど……どうにも放ほうっておけなかったものでね……」

　彼女は顔を上げて訝いぶかしげに男を見上げた。

「放っておけなかったって？」

　男は、静かに聞いた。

「君……死んでもいいや、とか、思ってなかった？」

　目を見開いた彼女の表情を見て、男はうなずいた。

「……やっぱりね。君のように、すべてを失って呆ぼう然ぜんとしている人を僕はいろんな場所で見てきたから、そうじゃないかって思ったんだ……」

「いろんな場所で？」

「そう、帝てい国こくは広いよ。こういったゼーロックのように開けて豊かな星ばかりじゃない。辺境に行けばここよりはるかに貧しい星がいっぱいあるんだ。

　開かい拓たくに失敗し多重債さい務むを抱かかえた開拓移民の集団や、生き延びるだけで精せい一いつ杯ぱいの農民。

　出で稼かせぎに出るにも交通費すら払はらえない人々。

　芸能プロダクションとは、名ばかりのマフィアの人身売買組織に売られた少女たち……。

　彼女たちの行き先は、歓かん楽らく惑わく星せいや非合法カジノの売春宿だ。彼女たちは自分たちがどこに行くのか、どんな仕事が待っているのか、それを知っている。それでもその子たちは家族を養うために笑って船に乗るんだ……。

　僕は、ＮＰＯに所属していた頃ころに、帝国の辺境で、そういった人たちを嫌いやになるほど見てきた。帝国の拡大政策と、門もん閥ばつ貴族の面子メンツだけで推おし進められた移民政策のツケを払わされている人たちをね……だから、君の表情を見て、ピンときたのさ」

　彼女は、ずっと疑問に思っていたことを口に出した。

「……あなた……一体何者なの？」

　男は肩かたをすくめた。

「何者って言われても、自分でも良くわかんないね。講師だったり作家だったり……公務員だったこともあったかな？　今はどうやら探検家らしい」

「それって……便利屋さんってこと？」

　男は首をひねった。

「うーんそれともちょっと違ちがうような……あえて言うなら『雑業家』って言葉が一番合うかもしれないな」

「なによそれ、実業家じゃないの？」

「うん、なんでもやるから雑業家」

　男はそう言って笑った後で、少し真面目まじめな顔になって言った。

「これは、虫のいいお願いなんだけど、もし、君にその気があるのなら、君のその経済的手しゆ腕わんを、辺境の人々のために役立ててくれないかな。辺境にある開拓惑星や自治惑星、そして中小の星系国家には、君のような中央の経済構造に詳くわしい専門家はほとんどいない……どんな自治コミュニティも、その基き礎そになるのは経済的な土台だと僕は思う。経済的な部分が確立していなければ、そのコミュニティは破は綻たんする、それは国家でも同じことだ。このまま放置すれば、経済難民の数は増えるばかりだ……中央の華はな々ばなしいトレーディングマーケットの敏びん腕わんトレーダーだった君には馬ば鹿か馬ば鹿かしいような仕事かもしれないが、僕は君のような才能を持った人間こそ、辺境に行くべきだと思うんだ」

「……都落ちか、私みたいな人間にはふさわしいかもね……」

「そうかもしれない。でも、やりがいがある仕事だと僕は思うな。上手うまく行けば自分一人の手で一国の経済を動かせるんだからね」

　彼女は微笑ほほえんだ。

「うん……ちょっと考えてみる……どっちにしろ新しい就職口を捜さがさなきゃいけないし……今の話を聞いて、選せん択たく肢しが広がったみたい」

　男は、イタズラ小こ僧ぞうのような微び笑しようを浮うかべて言った。

「……って、ことは、僕のナンパは失敗ってことだな」

「ナンパって……あのオス、メス、つがいになるって話？」

「そうそう」

　彼女は声を上げて笑った後で首を振ふった。

「悪いけど、その話はダメよ。だって、やりたいことが他ほかにできちゃったから……傷心の女の子をナンパするのなら、立ち直りきる前に弱みに付け込まなくちゃ」

「そうか……順番が逆だったのか」

「そういうことね」

　男は微笑んだまま肩をすくめた。

「じゃあ仕方が無い……あきらめよう。時間も無いことだし……さあ行くよ、ウィル、ティル、ついといで」

　そう言って歩き出そうとした男の背中に、彼女はあわてて呼びかけた。

「あの……」

「なに？」

　きょとんとした顔で振り返った男に向かって、彼女はぴょこんと頭を下げた後で、少し上気したような顔で言った。

「ありがとうございました……私、マリリン・Ｈ・コイズミと申します。お名前を教えていただけませんか？」

　男は少し困ったような顔で、無ぶ精しようひげが浮いた頰ほおを右手の人差し指で搔かきながら答えた。

「うーん、どうしようかな？　最初から名前聞くつもりも無かったから、心の準備ができていなかった……ペンネームでいい？」

　マリリンと名乗った若い女はうなずいた。

「構いません！」

「そうか……なら、ジュヴナイル小説を書くときのペンネームを教えておくよ……『マチャー・メイジランド』っていう名前さ。どっかの書店で見かけたら立ち読みでもしてくれ。じゃあね」

　男はそう言い残すと、右手を上げて去って行った。




　帝てい国こくの辺境域へと向かう宇宙船のエコノミークラスの座席に座ったマリリンは、座席についている端たん末まつを使って、男が言い残したペンネームを検けん索さくしていた。

　画面に浮かび出た検索結果を眺ながめながらマリリンは少し驚おどろいた。

　……へえ、結構本を出してるんだ、あの人。売れっ子とは行かないものの、そこそこ売れてる作家さんなんだな。

　それにしても変わった人だったな。今まであんな人見たこと無い。

　つかみどころが無いようで、しっかりしているようで、やっぱりつかみどころが無い。

　風ふう体ていも、めちゃくちゃ怪あやしいし……ヨレヨレのコートに帽ぼう子しかぶって、ぬいぐるみのクマ二匹ひき従えて……誰だれがどう見ても『怪かい人物』よね。

　そういえば、あのクマさんたち、可愛かわいかったなあ、オートベアって、今、いくらぐらいするんだろう？　コレクターズアイテムになっていて、すごい高値がついてるってウワサをきいたことがあるけど……検索してみようかな。

　座席の端末を叩たたいたマリリンの前に、オートベアに関するデータがずらずらと並んだ。

　その記事を読んでいたマリリンの目が、一点にクギ付けになった。

　……うそ！　この記事が本当だとしたら……あれって、全部……。

　マリリンは、小さく笑い始めた。

　周りの人間に気づかれないように口を押さえ、そして、身体からだを折ってマリリンは笑い始めた。

　そして、しばらく笑った後で、マリリンは展望窓の外に見える宇宙空間を見上げた。

　……勝てないな。

　私、どうやってもあの人には勝てない。

　そして、星空を見上げたマリリンは、少し上気したような微笑を浮かべて思った。

　……『つがい』になっても良かったかもしれないな。

　マリリンの前に表示された検索画面のオートベアの記事には、こう書かれていた。

『オートベア・クマのぬいぐるみの外見を持つ家事補助、育児補助用のバイオノイドの一種。その外見から一時期愛あい玩がん用として愛用されたが、発声機能を持たないため今ではほとんど実用とされていない……』
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「やはり、香こう茶ちやは帝てい国こくのアッサム産に限るな……」

　香茶を飲んだアリクレストは、そうつぶやいた後で、急に不ふ機き嫌げんな顔になってカップを皿の上に置いた。

　その不機嫌そうな表情を見て、アテナは思った。

　……この人は、帝国産の香茶を飲んで、満足げな言葉をつぶやいてしまった自分が許せないに違ちがいない。

　たかが香茶ごときに喜ぶ自分。そしてそうならざるを得ない状じよう況きよう……自分を取り巻くそのすべてが許せないのだ。

　アテナの目は、憂ゆう鬱うつそうな顔つきで片かた肘ひじをつきソファに沈しずみ込んでいるアリクレストを離はなれて、自分たちがいる部屋に移った。

　……ローデスの実力者であるアウディエンシア枢すう機き卿きようが用意してくれた、この豪ごう奢しやな調度品に囲まれたリビングルームも、部屋の中に漂ただよう最高級の香茶の芳ほう香こうも、この人を慰なぐさめることはできないのかもしれない。

　アテナは小さくうなずくと、アリクレストの憂鬱さに、まったく気がつかないような表情を浮うかべて、明るい声でアリクレストに話しかけた。

「この香茶の葉は、アリクレスト様の帰き還かんを待つ帝国内のマルス家一門からの贈おくり物ものでございます……帝国の表舞ぶ台たいから追われたとはいえ、マルス家はいまだ帝国内に強い力を持っております。アリクレスト様の復位を望む声あらばこその贈り物でございましょう……」

　アリクレストは、片肘をついてソファに沈み込んだ姿勢のまま視線だけでアテナを見上げて言った。

「追つい従しようはやめよ」

　アテナは静かに頭を下げた。

「お気に障さわりましたなら、ご勘かん弁べんを……」

　アリクレストは、自じ嘲ちようするような微び笑しようを唇くちびるの端はしに浮かべて答えた。

「気に障るからではない、甘く感じるからだ……追従を甘く感じるということは、それだけ余の心が弱っているという証しよう拠こだからな」

　アテナは、心の中で小さくため息をついた。

　……この人はあきらめてはいない。自分が再び帝国の皇帝になる日を夢見ている。

　現状を客観的に見れば、そんなことは不可能だと誰だれもが言うだろう。そう……私もそう思っている。でも、私は心のどこかで、決してあきらめようとしないこの人に惹ひかれている。あなたはアリクレストであり続けて欲しいと……。

　そのとき、アテナの右手首に着けた銀のブレスレットが細かく震ふるえた。

　アテナは優ゆう雅がな手つきでブレスレットに触ふれて振しん動どうを止めると、アリクレストに一礼した。

「ご来客です……アウディエンシア枢機卿からの使者と思われます」

　アリクレストは、ソファの肘ひじ掛かけに突ついていた片肘を外すと、やれやれ、という風にうなずいた。

「おそらくあれであろうな……余の正統帝国軍の戦力を配下に加えることについての打だ診しんだ……よほど余の戦力に執しゆう心しんしているようだな、アウディエンシアも……」

　アテナは小さくうなずいた。

「今のローデス国内の権力情勢は混こん沌とんとし、配下の戦力がそのまま権力に直結するという、さながら群ぐん雄ゆう割かつ拠きよにも似た政権末期の状況が現れておりますゆえ、少しでも自分の自由になる戦力を欲ほつしているのでございましょう……」

「うむ、余の下もとにある戦力は、たかだか数千とはいえ、十二神将を中心とした戦列艦かんの占しめる割合は通常の艦隊の比ではない。だが……そうやすやすとアウディエンシアに渡わたすわけにもいかぬ……あの異星人の侵しん略りやくが、この後、ローデスをどう動かすか……それを見み極きわめておかねばな」

「では、面接の用意をして参ります」

　アテナは一礼すると、アリクレストのいるリビングから出た。

　扉とびらが後で閉まるのと同時に、アテナはアリクレストに見せていた優雅な優やさしい表情とは打って変わった厳しい顔つきになった。

　右手のブレスレットを模した汎はん用よう端たん末まつのトークスイッチを押したアテナは、厳しい顔つきのまま小声で聞いた。

「ローデス内部の動向について何か情報は？」

　イヤリングを模した骨伝導スピーカーから、部下の声が聞こえてきた。

『詳しよう細さいな情報は入っておりませんが、一部の筋から、ローデスと帝国の間に和平成立との情報が入ってきております』

　アテナは思わず息を飲んだ。

　アリクレストが今まで生き延びてこれた理由は、ローデスと帝国が敵対していたからだ。敵の敵は味方、という、それだけの理由による。

　もしローデスと帝国の間に和平が結ばれれば、アリクレストはローデスのお荷物となるだろう。

　……帝国の現政権はローデスとの和平の条件として、アリクレストの身み柄がら返へん還かんを要求するかもしれない。そして国民にマルス家が復権することは絶対に無いことを示すためにアリクレストを公開処しよ刑けいするかもしれない。

　帝国の現政権にしてみれば、前王朝の王などという存在を放置するわけがない。ましてや当主が亡命したとはいえ、マルス家を支えてきたその眷けん属ぞくは帝国内のあらゆる部分に残っているのだ。新王朝の政権基き盤ばんを磐ばん石じやくにするには、敵対する前王を完全にこの世から消去する必要があるのだ。

　アテナは、小声でネックレス型のマイクに向かって命令を出した。

「他ほかの情報収集は後回しにして、その情報の出所をたどりなさい。さらに確度の高い情報が入り次し第だい、私に伝えるように、こちらの回線は常時接続にしておきます」

『了りよう解かいしました』

　アテナはブレスレットの内部に仕込まれた汎用端末を切り替かえると、応接室に向かって足早に歩き始めた。

　ローデスに亡命して四ヶ月……それなりの情報収集源を確保し、密みつ偵ていとして使える人間も用意することはできた。しかし、それはどれも金と引き換かえに情報を売るだけの素人しろうとにすぎない。これがもし帝てい国こくで、私が作り上げた密偵の組織なら、事態がこのように動く寸前ではなく、兆きざしがあった時点で報告が来ただろう。

　……こういうのを貧ひんすれば鈍どんするっていうのかもしれない。

　アテナは心の中で自嘲の言葉をつぶやきながら面会客を待たせている応接室に向かった。




　応接室に待っていたのは、アウディエンシア枢すう機き卿きようの側近、プローヴァ大司教と名乗る四十過ぎの浅黒い、精せい悍かんな顔立ちの男だった。

　プローヴァは用件を尋たずねたアテナに対し、静かにこう告げた。

「神聖ローデス連合とマガザン帝国の間に無期限休戦条約が結ばれる公算が強くなって参りました。アウディエンシア枢機卿閣下は、あくまでもアリクレスト陛下との信義的同盟を主張するつもりでありますが、事態は流動的であり、このまま聖都メックに留とどまるのは危険であります。アリクレスト陛下におかれましては、早さつ急きゆうにローデス西域にあるアウディエンシア枢機卿の領地へと移動していただきたいと……その旨むねお伝えしたく参った次第であります」

　アテナは静かに微笑ほほえんで見せた。

「帝国との間に和平が結ばれるかもしれぬという情報は、こちらも得ておりました……アリクレスト陛下の身を慮おもんぱかっていただきまして、誠まことに恐きよう悦えつ至し極ごくにございます。陛下が参りますまで、しばらくお待ち下さい」

　プローヴァ大司教は、顔にこそ出さなかったが、自分の抱かかえてきた情報を、アテナが事前に得ていたことに内心驚おどろいているようだった。

　そのプローヴァの表情の奥にある驚きを読み取ったアテナは、心の中でつぶやいた。

　……私たちは、確かにあなたたちの庇ひ護ごの下にあるけれども、決してあなたがたに隷れい属ぞくしているわけではないのよ。私たちは独自のアンテナを持ち、独自の価値観で動く一つの独立国家だと認にん識しきしておいてもらわないとね……。

　この、応接室でのアテナと、プローヴァ大司教との会話の内容は、そのままアリクレストの下にあるモニターに映し出されていた。アテナの役目は、対面する相手から用件を聞き出し、それに自分の持っている情報を加えて、アリクレストが決断を下す際の参考になるように事前に提示することだった。

　この仕事は、本来ならばアテナの仕事ではない。帝国にいた頃ころは、内務省から出向して来た官かん僚りようが行なっていた仕事であり、アテナが表に立つことはほとんど無かった。

　しかし、今、アリクレストの下もとに、このような機転が利きき、アリクレストの不興を買うことの無いような人あしらいのできる能力を持った人間はほとんど残っていなかった。

　それができるのは、アテナぐらいのものだったのだ。




　プローヴァ大司教との面会を終えたアリクレストは、アテナに対し、自分の主だった部下を執しつ務む室に呼び集めるように指示した。

「では……この聖都メックを離はなれるおつもりなのですね？」

「そうだ、故国を追われ、たどり着いたこの地も追われ、流る転てんに次ぐ流転を重ねる流る浪ろうの王と人は笑うかも知れぬ。しかし、笑いたいものには笑わせておくだけのことだ。余はここで滅ほろびるわけにはいかない、余は生きて生きて生き抜ぬいてみせる……そういうことだ」

　そう言って、鷹おう揚ようにうなずいたアリクレストを見て、アテナは思った。

　……正統帝国軍の将軍たちは、この人に逆らうことはない。きっと誰だれもがこの人の決断を褒ほめ称たたえ、どこまでも共に行くと誓ちかうだろう。

　だが……兵士たちはどう思うだろう？

　すべての兵士が、将軍たちと同じように考えているわけがない。彼らの中には、単に抗こう命めいすることができなかったという理由だけで、不本意ながらも私たちと行動を共にしてきた者もいるだろう。脱だつ走そうして故国に帰りたくとも、帝国とローデスが敵対している状況では帝国に帰る手段が無いという理由で、ここに留まっていた者も多いだろう。

　そういった人間が、この帝国とローデスとの間に和平が結ばれ、国交が回復するというニュースを聞けばどう思うだろう？

　不安に駆かられたアテナの顔つきに気づいたらしい、アリクレストが怪け訝げんな顔をした。

「どうしたのだ？　アテナ。何か心配事でも？」

　内心の懸け念ねんを顔に出してしまった自分を叱しかりながらアテナは答えた。

「陛下の御お心こころを煩わずらわすほどのことではございません……このたびのローデスと帝国との和平の知らせを、兵士たちはどう捉とらえるのかと案じておりましたので……」

　アリクレストは笑った。

「なんだ、そのようなことか。兵のことなど、将軍に任せておけば良いことだ。兵士は将軍の命に従う、将軍が余に従うならば、当然兵も余に従う。それだけのことだ」

　アリクレストの答えを聞いたアテナは思った。

　たとえこの人の不興を買い、遠ざけられてもいい、誰かが言わねばこの人は気づかないだろう！

　アテナは首を振ふった。

「お言葉ですが……陛下。兵士の気持ちはそれほど単純なものではございません」

　アリクレストは目を見開いた。

　このような口調でアテナが意見することなど、今までほとんど無かったからだ。

　アテナの言葉は続いていた。

「我々正統帝国軍がこのローデスに来て四ヶ月、その前のディア家との内乱を含ふくめれば、八ヶ月以上にわたって軍務が続いております。この間兵士たちは家族や子供、親兄弟とも離れたままなのでございます。兵士たちに、帝国とローデスの間に和平が結ばれ、国交が回復するという知らせが届けば、兵士たちの中には、故国に帰ることを願うものも出てくるでしょう。それは人として当然の情というものです。この情を抑おさえることができるのは、軍規でも将軍の督とく戦せん演説でもありません……」

　アテナはそこで言葉を切ると、妖よう艶えんに光る目でアリクレストの顔を見上げて言葉を続けた。「……マルス家の政治の進め方をお忘れになりましたか？　アリクレスト様……人は利害で動くものであるというマルス家の哲てつ学がくは、決して間ま違ちがいではございません。それは人間の本質を衝つく真理でございます……」

　アリクレストは、不ふ機き嫌げんな声で答えた。

「兵に金を撒まけと……兵に媚こびよと申すか」

　アテナは首を振った。

「いいえ、違います。目先の利益を与あたえるのは、私にも将軍にもできましょう。なれど兵に将来に至る希望を与えることができるのは、王であるあなたにしかできぬことです……アリクレスト様は、おわかりのはずです。自分が何をすればいいのか、それを。あなたはそれをするのが億おつ劫くうなだけなのです……いくら頭で理解し、わかっていても実際に行なわなければ、それはわからないのと同じことです」

　不満げに黙だまり込んだアリクレストに向かってアテナは目を伏ふせて言葉を続けた。

「言葉が過ぎました……申し訳ございません。陛下の不興を買っても良いと心に決め、申し上げた次し第だいでございます……いかようにもご処分をお与え下さい……」

　そのとき、ドアの外に立つ侍じ従じゆうがモニターに浮うかび上がって、将軍たちの来室を告げた。

「では、私は別室でご沙さ汰たを待ちます……」

　アテナは静かに一礼し、会議室を出ていった。

　アリクレストは、アテナが出て行った扉とびらを見つめたまま無言で何かを考えていた。




　帝てい国こくにおける内戦に敗れ、宿敵であったローデスに亡命したアリクレストたちは、みずからを正統帝国軍と呼こ称しようしていた。

　その総戦力は、旗艦ハイペリオンを筆頭にＺ級戦せん艦かん十二隻せき、戦列艦七百隻、その他の艦かん艇ていを合わせれば五千隻近い戦力であり、通常の艦隊編成に比べて主力となる戦列艦の割合の多い、艦隊決戦を主眼に置いた艦種構成となっているのが特色だった。

　作戦会議の冒ぼう頭とうで、帝国とローデスの間に和平が成立し、そのために聖都メックから移動するという決定に対し、将官たちの間からは驚おどろきの声が漏もれたが、これという反対の声も懸け念ねんする声も上がらなかった。

　それはマルス家の作戦会議のいつもの姿だった。

　会議室に並んだ正統帝国軍の将官たち……そのほとんどが生え抜ぬきのマルス家の人間であり、能力の足りないところは、熱意でカバーするというマルス家特有の体育会系の思考の持ち主……要するにボスの言うことには絶対服従、という人間が多かったということである。

　アリクレストは、作戦会議に出席している顔ぶれを見回した後で、ゆっくりと口を開いた。

「諸君！　我が正統帝国軍は故国を追われ、仇きゆう敵てきとも呼ぶべきこのローデスの地で、敵の庇ひ護ごを受けるという状じよう況きよう下にあった。そして今、さらにこの聖都を追われ、辺境の地へと流る浪ろうの旅に出なくてはならない状況に陥おちいっている……」

　将軍たちは、内心の驚きを隠かくせないような顔つきでアリクレストを見た。

　いつもの、威い勢せいの良い虚きよ勢せいだけの意見が飛び交かう作戦会議とは、風向きが違ったからである。

　アリクレストは、ざわめく将軍たちをそのままにして言葉を続けた。

「我々は、この四ヶ月、無む為いにこの地で過ごしてきたに等しい。そして今回の移動は、兵士たちに敗北感を植え付けることとなるだろう。我々は、兵士の士気が落ちることを怖おそれるべきだと余は考える……兵士の士気を上げるにはどうすれば良いか、それは実に簡単だ……打って出る、これしかない！」

　将官たちは目を見開いた。

　アリクレストの言っていることは無む謀ぼう以外のなにものでもない。この場合打って出る、つまり攻こう撃げきを仕し掛かける相手は、現在の帝国軍しかない。その敵に回すべき帝国軍の総戦力は正統帝国軍の百倍……五十万隻を超こえるのだ。

　目を丸くする将官たちを見てアリクレストは笑った。

「安心するがよい、戦いを仕掛けると言っても、それは艦隊で戦うという意味ではない……ただ逃にげ回るのではなく、あの偽にせ皇こう帝ていとその取り巻きどもを良く観察し、弱点を探さぐり出すのだ。我々は、精せい悍かんなる狼おおかみであり、偽皇帝は幾いく重えにも囲まれた牧場の柵さくの奥に飼われている牛だ。確かにその柵を乗り越こえることは簡単ではない、しかし、辛しん抱ぼう強く注意深く見ていれば、必ずどこかに隙すきができるだろう。

　そのとき、我々は全力を挙げて、牛の喉のど笛ぶえを食いちぎり、真の支配者は牛などではなく我々狼であることを、天下に示すのだ！

　我がマルス家の眷けん属ぞくは、あの帝国のいたるところにいる。彼らは余が再び帝国皇帝の座に即つくことを願っているに違ちがいない！

　彼らの願いを無にしてはならない。我々は常に攻撃的な姿勢を保ち続けなくてはならない。それこそが、兵どもに希望を与え、士気を保つ最良の方法である！」




　その日の夜、アテナはアリクレストから呼ばれた。

　いつものように、シャワーを浴び、新しい下着に着き替がえたアテナが、アリクレストの私室に入ると、部屋着に着替えたアリクレストが、リビングルームで待っていた。

「お待たせしました……」

　アテナが一礼すると、アリクレストは、ちょっと照れたような顔をして、アテナを手招きした。

「余の横に座るが良い……共にワインを飲まぬか？」

　アテナは、昼間の一件……アリクレストに意見をしたことで不興を買い、罷ひ免めんされることを覚かく悟ごしていた。しかし、作戦会議を終えた後、アリクレストはアテナを会議室に招き入れ、正統帝国軍の中に、帝国国内の情報を収集する新部署を立ち上げるように告げた。

　そして、驚くアテナに向かってアリクレストは、素す直なおに己おのれの怠たい慢まんさを認めたのだった。

　アリクレストから誘さそわれたアテナは、小さくうなずくと、アリクレストの脇わきに座り、ワイングラスを手に取った。

「ありがとうございます……」

　アリクレストはワインクーラーの中に立っていた冷えたボトルを取り出すと、無造作にアテナのグラスに中身を注いだ。

　アテナは、黙ってワイングラスの中に注がれる白金のような輝かがやきを持つ液体を見ていた。

　プライベートのとき、アリクレストは、ワインのボトルの栓せんを抜くのも、それをグラスに注ぐのも、すべて自分の手でやりたがることをアテナは知っていた。

　ワインを注ぎ終ったアリクレストは、自分のグラスを持ち上げ、アテナの方を見ずにつぶやくように言った。

「余にはお前が必要だ……余の下もとから離はなれるな……」

「かしこまりました……」

　アテナはうなずくと、そのまま自分の手の中にあるワインを一口飲んだ。

　胸の中に燃え上がる熱さは、ワインの酔よいだけではなかった。




　ベッドの上で天てん井じようを見上げていたアリクレストが、ぽつりと言った。

「アテナ……お前が余とともに夜を過ごすようになって、何年になる？」

　アリクレストの脇でベッドシーツにくるまっていたアテナが静かに答えた。

「そう……ですね、一年近く……」

　アテナの答えを聞いたアリクレストは、しばらく黙だまっていたが、やがて天井を見ながら言った。

「……お前に頼たのみがあるのだが……聞いてはくれぬか？」

「私にできることでございますなら、なんでも……」

「そうか……これはお前にしかできぬことなのだが……余の子を産んでくれぬか？」

　アテナは息を飲んで目を見開いた。

「それは……私のような身分の女には荷が重とうございます！　それは……帝てい国こくの、しかるべき血筋の、しかるべき位のご令れい嬢じようでなければ、適かなわぬことでございます！」

　アリクレストは低い声で笑うと、すっと手を伸のばしてアテナの髪かみに触ふれた。

「しかるべき血筋のしかるべき位の帝国の令嬢なら、ここにいる……お前は我がマルス家の本流ジェメイ・マルスの娘むすめであろう？　これほどの血筋と位があれば、文句はあるまい……」

　アテナは必死で首を振ふった。

「私は……養女でございます……それも、帝国貴族の中に密みつ偵ていを送り込むために与あたえられた看板にすぎません。私の正体は、密偵の元もと締じめ……ただそれだけの女でございます……」

　アリクレストは、上半身を起し、抱だきこむようにしてアテナが首を振るのを止やめさせた。そして、アテナの顔を覗のぞき込んで言った。

「余は……お前がいい、と言っておるのだ……嫌いやか？」

　小さく首を振ったアテナの目から、ぽろぽろと涙なみだがこぼれ、白いシーツの上に灰色の染しみをつけた。

　泣いているアテナの裸はだかの胸に顔を押し付けてアリクレストはつぶやいた。

「受じゆ胎たい調節は許さぬ……余の子を産み、そして育てよ……それがお前が余に与えてくれる将来への希望だ……」




　アテナがその作戦内容を知ったのは、それから一ヶ月ほど過ぎた頃ころだった。

　この一ヶ月の間に、情勢はかなり動いていた。

　ローデスの北辺銀河方面から始まった異星人の侵しん略りやくは止とどまる所を知らず、ローデス軍は撤てつ収しゆうに次ぐ撤収を繰くり返していた。

　国交を回復した帝国から応おう援えんの艦かん隊たいと輸送船団がローデスに送り込まれ、ローデスと帝国は共に歩調を合わせて異星人に立ち向かうかに見えた。しかし、肝かん心じんのローデス軍の上層部は、異星人に立ち向かうよりも、目の前の政敵を倒たおすことに気を取られており、とても共きよう闘とうなどできる状態ではなかった。

　そして国交が回復し、帝国との通行が解禁されるのと同時に、正統帝国軍情報部の下に、様々な帝国軍の情報が寄せられるようになっていた。

　この日、帝国軍の現げん役えき参さん謀ぼうの極ごく秘ひファイルの断だん片ぺんを繫つなぎ合わせた情報に関する報告書を読んだアテナは困こん惑わくした。

　それは、帝国の奇き襲しゆうによるローデスの完全占せん領りよう作戦と、それと並行して行なわれる惑星消去作戦の概がい要ようを記したものだった。

　三十万隻せきにも及およぶ帝国軍をローデス領内に侵しん攻こうさせ、ローデス中ちゆう枢すう部を一気に陥かん落らくさせるというグランドスラム作戦もさることながら、それと並行して進められる惑星消去作戦に至っては、三十二個に及ぶ人類居住型惑星を、ザナックスの侵攻を受ける前に同時に破は壊かいする、という作戦であり、期限内に惑星から脱だつ出しゆつできないものは、惑星と運命を共にしてもやむなし、とするものだった。

　……この報告書の内容は、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいすぎる。ホワイトノイズにしてもデコイにしても不自然だ。

　……どんなに情報管理を厳密にしても、それに関かかわる人間が多くなればなるほど、情報は必ず漏もれる。完かん璧ぺきな情報遮しや断だんは不可能だ。だから帝国軍情報部は、それを見み越こして、わざとゴミ情報を大量に発信し、重要情報を選別しにくくする「ホワイトノイズ」と呼ばれる方法と、相手が重要度と信しん憑ぴよう性せいが高いと判断するであろう偽にせ情報をわざと流して、そちらに注意をひきつける「デコイ」と呼ばれる二つの方法を使っている。

　……でも、この情報は、どちらにも当てはまらない。

　帝国軍の情報部は新たな対策を編み出したのか……それとも。

　アテナは自分の脳のう裏りに浮うかんだ解答を笑い飛ばそうとした。

　……は、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。帝国軍が、こんなむちゃくちゃでリスクの大きい作戦を実際に行なうわけがないわ。だって、理由が無いじゃない。

　そう思ったとき、アテナは、はっとした。

　……いいえ、違ちがうわ。理由があるのよ！

　それは、探査機構が公開したザナックスの侵攻スピードと繁はん殖しよく力に関するアピールだった。

　……ローデス当局は、このアピールを悪質なデマであり根こん拠きよの無いものだと決め付けている。でも、ローデス軍の防衛線がどうなっているのかその実態を知っている我々は、あのアピールの内容が、事実だと推定することができる。

　あのアピールが事実とするならば、ローデスは半年後に滅めつ亡ぼうし、ローデス全土はザナックスの巣に変わる、というシミュレーション結果もまた事実ということになる。

　……だとすると、このまま事態が推移すれば、帝国はローデス全土で繁殖したザナックスを相手にしなくてはならない、ということになる。

　その事実から帝国を救うには……そう考えれば、この作戦案には理由がつくんだわ！

　そう考えたとき、アテナは底知れぬ恐きよう怖ふに襲おそわれた。

　帝国軍には、ここまで冷れい徹てつな作戦を立てることのできる人間がいる。

　人を人と思わぬ、目的遂すい行こうの前にはいかなる犠ぎ牲せいも払はらうことのできる人間が……。

　アテナは確信した。

　この作戦を立てた人間の意識の中には、帝国対正統帝国軍、とか帝国対ローデス、などという図式は入っていない。これは人類対ザナックス、という図式で考えられた作戦だわ。

　……ザナックスとは、そこまでして戦わねばならぬ相手だということを、この作戦を立てた人間は見み抜ぬいている。

　悔くやしいけど、アリクレストより一回りも二回りも大きな人間に違いないわね、この作戦を立てた人間は。

　そして、アテナは思った。

　……アリクレストは、この作戦をどう見るのだろう？




　アテナから、帝国軍の作戦案を知らされたアリクレストは、一いつ瞬しゆん絶句した後で、目を見開いた。

「そうか……たしかに今、ローデス軍は現存する兵力の八十パーセントを北辺部に移動させている。ローデスの中枢部はがら空きも同然。この作戦が実行されれば、ローデスの首脳部など赤子の手をひねるも同然か……」

　アリクレストは、苦笑いを浮かべた。

「もし、余が帝国皇帝であれば、それは喜ぶべきことなのかもしれぬ。しかし、今の余にとってそれはけっして喜ぶべきことではないな……このローデスが現帝国の手に落ちるということは余にとって最後通つう牒ちようを突つきつけられるのに等しい……ローデスの完全占領が避さけられぬとした場合、我が正統帝国軍はいかなる行動をとるべきか、参謀を召しよう集しゆうし早さつ急きゆうに方策をまとめるように、関係各局に指示を出せ。今こそ勝負の時かもしれん！」

「かしこまりました」

　そう言って一礼したとき、アテナは昨日メディカルチェックを受けたときに知らされた内容をアリクレストに告げるかどうか一瞬迷った。

「ザナックスの脅きよう威いは日に日に増す中で、勝負に出る意味があるのでしょうか？　私たちの敵は、ザナックスではないのですか？」

　アリクレストは笑った。

「どうしたのだ？　アテナ……お前らしくもない。ずいぶんと弱気ではないか、何かあったのか？」

　アテナは視線をそらした。

「ん？」

　怪け訝げんそうな顔をするアリクレストに向かって、アテナは静かに頭を下げた。

「今まで黙だまっておりまして、申し訳ありません……ご心配をかけたくなかったのです……今、五週目に入ったところでございます」

　アリクレストの顔が、困こん惑わくから、驚きよう愕がくに変わった。

「まさか……余の子か？」

　アテナは黙って頭を下げた。

　アリクレストは、アテナの両りよう肩かたをつかんだ。

「なぜだ！　なぜ、今まで言わなかったのだ！　こんなときに言うなど……なんの祝典も開くことができぬではないか！　正統皇帝の子としてマルス家の血統が絶えることなく続くことを内外に広く知らしめなくてはならぬのに！」

　アテナは下を向いた。

「私は……そのような晴れやかなことが似合う女ではございません……アリクレスト様にさえ喜んでいただければ満足でございます」

「喜ぶまいことか！　これで余にも生きがいができたというものだ！　余の子には余の玉座を譲ゆずらねばならん！」

　アテナは顔を上げた。

「そのことでございますが……ここでこの勝負に出るのはあまりにも無む謀ぼうでございます！　それに……もし成功し、帝国の支配権を取り戻したとしても、その先には無限に膨ふくれ上がったザナックスとの戦いが待ち受けているだけでございます！　今、我々が行なうべきことは、あの帝国軍指揮官であるチャマーと共にザナックスに立ち向かうことではないのでしょうか？」

　アリクレストは叫さけんだ。

「馬ば鹿かな！　何をたわけたことを！　あの汚けがらわしい血統詐称者などと共に戦うなど考えただけでも虫むし酸ずが走る！　お前はどうかしたのか？　今までのお前とは人が違ちがったようだぞ？」

　そこまで言ったとき、アリクレストの顔つきが変わった。

「……そうか、お前は母となったのだな。何よりも自分の子の将来を考える母となったのだ」

　アリクレストは晴れやかに笑った。

「母親となったお前が、心配するのは無理も無い……だが、余は父となった。父が子にできることは、己おのれの生き様を見せることだけだ。帝国皇帝の座を追われた敗残の身を我が子に示すくらいなら、たとえ敵かなわず散ったとしても、再び皇帝の座を求め、戦った父の姿を示すべきだと余は思う！　これは神が余に与あたえ給たまうた千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ！　神は余に示したのだ。『汝は再び王になるにふさわしい』とな！」




　この日を境に、事態は怒ど濤とうのように進んでいった。

　帝国軍は、共にザナックスと戦う援えん軍ぐんという名目でローデスに三十万隻せきに及およぶ兵力を送り込み、そして、ローデスは実にあっけなく滅亡した。

　正統帝国軍旗き艦かんであるハイペリオンの作戦司令室に、アリクレストの声が響ひびいていた。

　そこは、正統帝国軍の全艦かん艇ていをモニターできるほどの数のモニターに埋うめ尽つくされた部屋だった。

　今、その部屋のモニターの多くには、きらびやかな刺し繡しゆうを施ほどこした皇帝の軍服に身を包み、金色のマントを肩かたに羽織ったアリクレストの姿が映し出されていた。

「正統帝国軍の兵士諸君！　よいか！　決して気取られぬな！　小細工はいらぬ！　我がマルス家の一族が入手した暗号コードと敵味方識別コードの確度は高い。それを信しん頼らいして堂々と行動するのだ！　我が軍は帝国軍だ……いや、我が軍こそが正統たる帝国軍なのだ！　偽皇帝の配下にして忌いむべき血統詐さ称しよう者であるチャマー・シザーズは愚おろかにも今、我々の前にその柔やわらかな喉のど笛ぶえをさらした。我々狼おおかみの能力を見せるのは今、この時をおいて無い！　帝国の国民は我らマルス家の人間の下もとにおいて、真の幸福を得ることができる！　我らは帝国の救済者なり！　正義と正統の血統を受け継つぐ余によってのみ、帝国は栄えるのだ！　進め！　正統なる血を受け継ぐものよ！　正義は我らの上に輝かがやくのだ！」

　アリクレストの演説が終るのと同時に、作戦司令室のモニターが、そこに映る五千隻に及ぶ艦隊の推進機の反応炎えんの輝きで白く光った。

「作戦開始、タイムカウントスタート！」

「帝国軍の惑わく星せい破は壊かい用光子魚ぎよ雷らいコンテナの位置を再度確かく認にんしろ！」

「欺ぎ瞞まん電文の文面を再確認せよ、疑われればすべてが台無しになるぞ！」

　作戦司令室の中に参さん謀ぼうたちの指示が飛び交かう中で、演説を終え演台から降りたアリクレストは、脇わきに控ひかえていた参謀長に声をかけた。

「我々の艦が発進するのは二時間後だな？」

「はい、最後に発進し、ゴースティン星系へと向かいます」

「そうか、では、それまで余は私室に下がっておる。特異な事案があれば、遠えん慮りよはいらぬ、すぐに知らせよ」

「かしこまりました」

　一礼した参謀長に軽く手を振って礼を返した後で、アリクレストはマントをひるがえして司令室を出ていった。




　私室には、思いつめたような表情のアテナが待っていた。

　アリクレストの後ろに回ったアテナは、手て馴なれた様子でアリクレストの肩からマントを外し、きらびやかな礼服を脱ぬぐ手伝いを始めた。

「ついに……始まってしまったのですね」

「うむ、まさに乾けん坤こん一いつ擲てきの大勝負だ。余が……正統たる帝てい国こく皇帝に戻もどれる機会は、今、この時をおいてない」

　そして、アリクレストは、自分のイニシャルを刺繡したハンカチを取り出すと、腰こしにつけた短たん剣けんを抜ぬき、それで自分の髪かみを一ひと房ふさ切り落とし、さらに左手の小指の先に短剣を当てた。

　噴ふん出しゆつしてきた血の玉をハンカチに押し当てたアリクレストは、髪の毛をその血のついたハンカチに包みアテナに差し出した。

「受け取るがよい。ここに余の髪と血がある……たとえ、余が帰らぬとも、これがお前の胎たい内ないにいる子の父たる証明となるだろう……そして子に伝えよ、汝なんじの父は正統たる帝国皇帝にして、唯ゆい一いつの存在であったと！」

　アテナは震ふるえる手でそのハンカチを受け取った。

　その顔を見て、アリクレストは一いつ喝かつした。

「泣くな！　泣いてはならぬ！　戦いの門かど出でに涙なみだを流すような不ふ吉きつな真似まねは許さぬ！　たとえ妻であってもな」

　その言葉を聞いたアテナは、電流に撃うたれたかのように顔を上げた。

「アリクレスト様……」

　アリクレストは黙ってアテナを抱だきしめ、そして手を放した後で微笑ほほえんだ。

「では、行って来る……身体からだを慈いつくしみ、強い子を産むのだぞ」

「はい……」

　アテナは両手でハンカチを握にぎり締しめてうなずいた。




　すべての艦かん船せんが発進して行った基地の中で、アテナは手の中のハンカチを握り締めたままソファに座って、モニターを見ていた。

　……あの人は最後まで王だったのだ。

　たとえその頭に王の証あかしがなくとも、あの人は王だったのだ。

　アテナはそっと両手を自分の腹部に回した。

　……この子には言うまい。

　私はこの子に王を求めようとは思わない。

　それは、あの人の遺志を裏切ることになるかもしれない……でも、私はこの子に生きて欲しい。生きて生きて生き延びて欲しい。

　それは……もしかすると、王になることよりも困難なことなのかもしれないのだから。
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　この日、帝てい国こく軍第四方面軍の本ほん拠きよ地ちであるオーレン基地の中は、華はなやいだ空気に満ちあふれていた。

　正門から少し中に入ったところにある正面玄げん関かん前の中央広場には、色とりどりの私服を着た様々な年ねん齢れいの男女……それこそ老人から、よちよち歩きの幼児まで……が集まっていた。

　人々は微び笑しようを浮うかべ、まるでテーマパークの開園を待っているような期待に満ちた目で、中央広場から司令部の建物に向かって伸のびる広い通路を見つめている。

　群衆の一番前に立っていた、七歳くらいの女の子が、自分の後ろに立って通路を見つめている若い母親らしい女性を見上げて聞いた。

「ねえ、パパはいつ来るの？」

「もうすぐよ……もうすぐあの通路のところに見えるわよ」

　女の子は母親の顔を見つめたまま聞いた。

「ママ……どうして泣いてるの？」

　母親は、ハンカチで涙を拭ぬぐいながら涙声で答えた。

「ママはね、嬉うれしくて泣いてるの……パパはね、ここからずっと遠いローデスって国の、そのまたずっと遠いところで、お仕事していたのよ。でもね、帰る道が塞ふさがっちゃって、もう帰ってこれないだろう、って言われてたのよ……」

「でも……帰ってこれたんでしょう？」

　母親は、その場にしゃがみこむと、不安そうな声でそう聞いた娘むすめを、抱だきしめた。

「そうよ、パパの艦かん隊たいの隊長さんと、そのお友達が、パパを助けてくれたの。だから、パパはちゃんと帰ってくるわ……ごめんなさいね、怖こわがらせるようなことを言っちゃって……」

　母親に抱きしめられた女の子の表情から不安が消えたそのとき、中央広場に電子音が鳴り響ひびいた。壁へき面めんに設置されているインフォメーション用の大きなスクリーンに、軍服を着た女性士官が映る。

『ローデス派は遣けん護ご衛えい艦乗組員のご家族の方に申し上げます。帝国軍第三軍本部内での各種手続きは時間通り終しゆう了りよういたしました。お出で迎むかえのご家族の方は、あとしばらくお待ち下さい。なお、帝国軍はすべての乗組員に対し敬意を表し功労章の授じゆ与よと共に本日より七日間の特別休きゆう暇かを与あたえるものといたします』

　そのインフォメーションが流れるのと同時に、司令部の建物の正面出入り口がゆっくりと開いた。

　中央広場に集まった群衆が一気にざわめいたが、そのざわめきはすぐに失望のため息に変わった。

　ドラムロールと共に正面玄関から出てきたのは、家族たちが待ちわびている相手ではなく、白い式典用の礼服を来た軍楽隊だったからである。

　四列縦隊の軍楽隊は、正面玄関の前で左右に二列ずつ分かれると、そのまま玄関前の通路を挟はさむように歩いてきた。そして指揮官の号令と共に行進を止め、その場で互たがいに向き合った。

　そして指揮官は、行進用の指揮杖じようを足元に立てると、懐ふところから指揮棒を取り出してそれを振ふり上げた。

　軍楽隊が、ゆっくりとしたリズムの荘そう厳ごんな音楽を奏かなで始めた。

　それは、威い風ふう堂どう々どうと呼ばれる古典音楽の行進曲をアレンジした曲で、俗ぞくに勇者を称たたえる曲と呼ばれる帝国軍のテーマ曲だった。

　中央広場にその曲が流れ始めるのと同時に、家族たちの間から一いつ斉せいに歓かん声せいが上がった。

　正面玄関の扉とびらが開き、中からラゲッジバッグを手に提さげた将兵たちが姿を現したのだ。

　将兵たちは、軍楽隊が奏でる音楽の中をゆっくりと歩いて、家族のところにやってきた。そして、出迎えた家族の波と合流すると、見る見るうちに広場の中に抱き合った親子や恋こい人びとの塊かたまりそして、手を取り合う家族の輪ができていった。

　しかし、正面玄関から出てきた将兵の中には、広場の真ん中で家族と抱き合う仲間たちに羨せん望ぼうの視線を投げつつ、そそくさと正門に向かって歩いていく者も多かった。

　その多くは出身惑わく星せいが遠えん隔かく地ちにあり家族が出迎えに来られない者たちだった。彼らは、この特別休暇を利用して、その遠い出身惑星に里帰りするつもりなのだろう。ジャンプステーションに向かうその足が早足になるのは、休きゆう暇かを少しでも有効につかうために違ちがいない。

　そんな中で、急ぐでもなく、のんびりと歩を進める一人の若い将校の姿があった。

　がっちりとした体型と落ち着いた風ふう貌ぼうから、一見三十代半ばに見える彼の名前はテツヤ・タカハジ。実年齢は二十七歳である。

　彼の得意とする防衛専門の艦隊を編成して陣じん形けい全体の防ぼう御ぎよを行なう『鉄てつ壁ぺき艦隊』戦法を知らぬ者は、帝国軍にはいないだろう。

　ケルプワイン海かい賊ぞく団出身者としてケルプと共に戦い続けた彼は、艦隊防衛に関する功績と知識が認められ、この若さで帝国軍大佐にまで出世していた。

　彼が実年齢から十歳近くも年上に見られる原因は、この『大佐』の階級章にもあるのかもしれない。

　正門に向かって歩きながら、タカハジは、この七日間の休暇をどう過ごすか考えていた。

　……家に帰ると言ってもなあ、今、俺の家族は全員ハイネス星系で仕事中だ。ケルプワイン海賊団の本拠地に帰って誰だれもいない家でゴロゴロしてたってつまんないしなあ。

　休暇ってのは、要するに命の洗せん濯たくだよな。

　戦場じゃあ絶対にできないことをやって、自分が生きているんだ、ということを再確かく認にんするために休暇ってのは存在する。

　……俺は、今まで、自分が生きてるんだ！　なんて実感したことあったかな？

　休暇といえば、ケルプんとこに転がり込んだり、マスクワードの家に厄やつ介かいになったりしていたものだが……。

　タカハジはケルプの宿舎を訪問する光景を思い浮うかべた。

　……いつものように気さくに笑いながら迎えてくれるケルプ。

　だが、タカハジは、そのケルプの向こうで、目に敵意が浮かぶのを必死に押さえ込んでいるコットンの顔も一いつ緒しよに思い浮かべていた。

　……だよなあ。

　ケルプも、タカハジも、今、この基地の正面玄げん関かんから出てきた将兵は、誰も皆みなローデス国内でザナックスと三ヶ月にわたって死し闘とうを続けてきた。

　タンホイザーゲートが破は壊かいされたジャンプステーションに孤こ立りつし、周囲を億を超こえる数の敵に取り巻かれ、どこにも逃にげられず、どこからも救きゆう援えんは来ないという絶望的な戦いを繰くり返して来たのだ。

　そして、死を覚かく悟ごした彼らの前に現れたのが、ケルプの恋人であるコットンだった。

　ケルプたちを見捨てることを決めた帝てい国こく軍の作戦に従うことを是ぜとしなかったコットンは軍を辞やめ、ケルプの仲間であるケルプワイン海賊団とアウトニア星域軍の協力を得て、ケルプの救出に向かったのだ。

　……そして、今、俺はここにいるってわけだ。

　軍を離はなれたコットンには、やっと自分の時間ができた。んでもってケルプには七日間の休暇が与あたえられた……。

　タカハジは小さく肩かたをすくめると、ため息をついた。

　……この状じよう況きようで、ケルプの部屋に転がり込むなんてのは、非常識超えて犯罪だよなあ。

　タカハジが次に思い浮かべたのは、マスクワードの顔だった。

　アウトニア軍の士官だったマスクワードとは、アウトニア星域で行なわれたミリオン傭よう兵へい隊との戦い以来の付き合いだった。

　小さなことは気にしない、細かいことはわからない、終りよければすべてよし、結果オーライ上等上等……という性格の持ち主同士で、気が合ったのだろう。いつの間にか暇があれば一緒に飲み歩き、互いに相手が留守のときにも部屋に上がりこんで、勝手に冷蔵庫の中身を出し、それを肴さかなにビールを飲んでいるような間あいだ柄がらになっていた。

　この、実に気さくな付き合いは、マスクワードが結けつ婚こんしてからも続いていた。マスクワードの妻となったメグとは同じ船に乗り込んで戦ったこともある戦友であったことから、気心が知れていた、ということもあったのだろう。メグもまた、嫌いやな顔一つ見せずにタカハジを新居に迎えてくれていた。

　マスクワードの顔を思い浮かべたタカハジは、思わず独り言をつぶやいた。

「でもなあ、いま、あいつのところは子育てで大変だろうしなあ……」

　その言葉のとおり、マスクワード夫妻のところには、今、生後三ヶ月になろうとしている赤あかん坊ぼうがいるのだ。

　タカハジは独身であり、夜泣きや授乳といった子育ての本当の大変さを知っているわけではない。だが、常識的に考えて、そういったところに自分が転がり込むことは許されないということは分かっていた。

　ま、仕方ねえなあ、待機宿舎の自分の部屋に戻もどって昼ひる寝ねでもするか、気が向いたら街に出てもいいけど、これといってやることもないしなあ。

　……他ほかの連中は里帰りするだろうし、残務整理の連中は仕事があるし、気の利きいたヤツなら彼女とまでは行かなくとも、話をしたりメシ食ったりして時間の潰つぶせる相手の一人や二人いるだろうけど……俺にはそんな相手などいやしない。

　……これが学園ラブコメのマンガや小説の展開なら、主人公が角でぶつかった女の子と恋こいに落ちるとか、校門を出たところで、いきなり可愛かわいい後こう輩はいの女の子に『私、ずっと先輩のこと……』と告白されたりすることもあるんだろうけど、現実にそれを求めるほど俺はガキじゃない。

　もし……そんなことがあったら、本当に、俺は生きているんだ！　なんて気分になれるのかもしれないけどな……夢をかなえる前に、夢を見なくなった、中ちゆう途と半はん端ぱな人生を送る大人になっちまったのかもしれないな。

　タカハジが、自じ嘲ちよう的な微び笑しようを浮かべてため息をついたそのとき。

　正門の脇わきに立っていた軍服姿の女性士官が、タカハジの方に向かって走って来た。

　……誰かに急用でもできたのか？

　後ろを振ふり返ろうとしたタカハジは、走ってくる女性士官の視線が、しっかり自分を捉とらえていることに気がついた。

　……え？　俺か？

　何だろう？　何かドジなことやったかなあ？　戦闘詳しよう報ほうはちゃんと書いたし、報告書も決算もエネルギー消費率に関する論文もまとめたよなあ。部下の諸手当に関する報告もしたし、損害品目の目録との突つき合あわせもやった……くそ、まだ、何か忘れていたのかもしれないな。

　こいつはどうやら司令部の事務室に逆戻りかな？

　小柄な、一見して身長百五十センチあるかないかというその女性士官は、タカハジの前に立つと、緊きん張ちようした顔つきで、敬礼した。

「帝国軍第三方面軍所属防ぼう御ぎよ艦かん隊たい参さん謀ぼうのセレナ・ディオン少佐であります！　まことに不ぶ躾しつけな質問でありますが……ケルプワイン遊ゆう撃げき艦隊参謀のタカハジ大佐とお見受けいたしました……間ま違ちがいございませんでしょうか？」

　タカハジは、目を見開いた。

　セレナ・ディオンという名前には聞き覚えがあった。

　帝国軍の防御兵器関連、特にスクリーン開発に関する報告書や研究レポートなどを多数発表している士官で、技術開発部門の技術士官から一線部隊に志願した変り種として記き憶おくしていた。

　しかし、目の前に立っている、どう多く見積もっても二十歳はたちそこそこにしか見えない……下手をすれば中学生にも見える、この女性士官が、その本人だとは。夢にも思わなかった。

　タカハジは、あいまいな微笑を浮うかべてうなずいた。

「え？　あ？　ああ、はい、タカハジですけど……」

　セレナと名乗った女性士官の目が輝かがやいた。

「ああ、やっぱり！　私、尊敬しています！　一度お目にかかりたいとずっと思っていたんです！」

「はへ？」

　タカハジの目が点になった。




　リビングのソファに深く座ったケルプは、モニタースクリーンに映るタカハジに向かって笑いかけた。

「で？　だからどうしろって言うんだ？　それはあんたの問題だろう？　俺としては……まあ、おめでとう、上手うまくやれよ、としか言いようが無い」

『上手くやれ、とか言われたってよ……どうすりゃいいんだ？　俺は仕事中以外に女の子と会話したことなんかないんだぞ！　とりあえず、ライブラリーセンターに案内しておいたけど、どう扱あつかっていいのかわからん』

　タカハジが心底困ったような顔で両手を広げているモニタースクリーンを、マグカップを両手に持ったコットンが、ケルプの後から覗のぞき込んだ。

「どうしたの？　タカハジ大佐らしくないじゃん、いつもなら戦艦のブリッジで、ふてぶてしく腕うで組んで『どんときやがれ！』とか言ってるくせに……」

　コットンは、そこまで言うと、片方のマグカップをケルプに差し出した。

「はい、コーヒー、熱いから気をつけてね」

「お、さんきゅ！」

　ケルプがマグカップを受け取るのを確かく認にんしてから、コットンは脇にあったスツールを引っ張り寄せて、ケルプの脇に座った。

　モニタースクリーンの中のタカハジは、コットンとケルプ、両方の顔を交こう互ごに見て言葉を続けた。

『そりゃあ、まあ、敵のビームやらミサイルなら、どう対処すればいいか見当がつく。経験だってそれなりに積んでるつもりだ。でもよ、こいつは俺には未知なる対象だ……対処の仕方がわからないんだ』

「対処も何も無いだろう？　相手はあんたと話がしたい、あんたは、それを了りよう解かいした。それだけのことじゃないか。それに、女の子と話すといっても相手は元研究職の技術士官だった人間で、技術論文とか理論論文とかを発表している女の子だ。どうせ技術的な話だろ？　あんたが考えすぎなんだと思うよ」

　ケルプの言葉を聞いたタカハジは少し赤くなって下を向いた。

『あ、うん、確かにケルプの言うとおりだな。俺にこういった経験が無いから舞まいあがっちまっただけで、相手は純じゆん粋すいに技術的なことを俺と話したいだけで、それに変に気を回すのは、相手に失礼なことなのかもしれないな……』

　そのとき、ケルプの脇でタカハジとの会話を聞いていたコットンが何かを思い出したように言った。

「えっと、タカハジ大佐に声かけて来たその女の子って……士官？　階級は結構上の方じゃなかった？」

『ああ、階級は少佐だ。一見すると幼年学校の生徒かと思うぐらい、ちっこくて顔立ちもあどけない子だよ……子、とか言っちゃいけないんだろうけど、そう言いたくなるような人だ。初対面の人間は、外見と階級のアンバランスに絶対戸と惑まどうはずだ』

　コットンはうなずいた。

「ああ、じゃあ、きっとあの子だ。第三方面軍の防衛艦隊の艦隊司令の中に一人、鉄てつ壁ぺき艦隊マニアってウワサの人物がいてね、鉄壁艦隊は艦隊決戦の用兵思想を根本から変えた人類の戦史に残るアイディアだ！　って主張していたのを覚えてる」

『アイディアも何も、あの用兵思想は、そもそもマイドが考え付いたもので、俺はそれを実用化した最初の艦かん隊たいを指揮しただけだ。世間の連中は誤解しているんだよ。

　俺は一度も、俺が鉄壁艦隊を考え付いた、なんて言ったことはないんだぜ。聞かれるたびに、あれはマイド閣下が思いついたもので、私はそれを指揮したにすぎません、と言っているのに、なぜか知らないけど俺が思いついたことになってるんだ……』

　ケルプは笑って首を振ふった。

「アイディアってのは実用化して初めて意味がある。机き上じようの空論を現場の実論に変えた人間の方が名を揚あげるってのはよくあることさ、あんまり気にするな」

『そりゃあそうだけど、このままじゃ、まるで俺がマイドの功績を横取りして自分のものにしたみたいで、どうにも寝ね覚めが悪い』

　そのとき、コットンがつぶやいた。

「そうそう、話は戻もどるけど、あんたと話をしたい、って言ってきたセレナって子。聞いた話じゃ鉄壁艦隊のファンであると同時に、あんたのファンでもあるみたいよ。何でもあんたの写真を自室に飾かざってるそうだ」

「ぶは！」

　横で黙だまってコーヒーを飲んでいたケルプがいきなりコーヒーを噴ふいた。

「やだあ、何よ、汚きたないわねえ」

　顔をしかめたコットンに向かってケルプが言った。

「お前が変なこと言うからだ！　なんだよ、そのタカハジ大たい佐さの写真飾ってるってのは！」

「あら、私は聞いた話をそのまま伝えただけよ」

　ケルプはモニタースクリーンを指差した。

「見ろ、お前がそんなこと言うから、タカハジ大佐のヤツ、固まっちまったじゃねえか」

　ケルプの言葉のとおり、モニターの中に映るタカハジは硬こう直ちよくしていた。

「タカハジ大佐は彼女いない歴二十七年、つまり生まれてから今まで、まったくそういったことに縁えんのなかった男なんだぞ。その寂さびしい人生に、今、やっと転機が訪おとずれようとしているんだ。なのに下手なことを言って、緊きん張ちようさせてどうするつもりだ！」

「あ、ごめん……」

　コットンは、あわてて口を押さえた後で、弁解するように付け加えた。

「あ、でもさ、タカハジ大佐はもっと自信持っていいと思うよ。だって、写真飾るってことは、その子の中に偶ぐう像ぞう化された自分がいるってことなんだから、絶対に上手うまくいくって……」

　横で、その言葉を聞いていたケルプは、天を仰あおいだ。

　……ああ、言っちまった。

　コットンは、ケルプの仕草と、モニターの中で見る見るうちに青ざめていくタカハジを見て、自分が何かまずいことを言ったのだということに気づいた。

　しかし、どこが悪かったのか、わからなかったコットンは、適当に笑ってごまかすと、モニターの前から逃にげ出した。

「あ、あははは、嫌いやだなあ、そんなに気にしないでよ……あ、そうだ、ケルプが噴いたコーヒー拭ふかなくっちゃ、シミになっちゃう」




　キッチンに逃げ込んだコットンは、そっとリビングにいるケルプの様子をうかがった。

　スクリーン越ごしのタカハジとの会話は続いているようだった。

「ああ、そうだ、いや、だから気にするなって。いつもどおりのあんたでいればいいんだ」

「そうそう、平常心だよ平常心。相手が聞きたがってることを、話せばいい」

「意識するなってのは無理だ、意識しすぎるな、ってことだよ」

「そう、そういうことだ」

「じゃあな……」

　通話が終ったのを見計らって、顔を出したコットンを見て、ケルプは、やれやれ、という顔をした。

「俺は、むかし、マリリン姉あね御ごから『女の気持ちがわからない朴ぼく念ねん仁じん』と言われたことがあったけど、お前も似たようなものかもしれないな……」

「どういうことよ！」

　胸の前で両りよう腕うでを組んで不満そうな顔をするコットンを見て、ケルプは残り少なくなったマグカップのコーヒーを一口飲んでからゆっくりと説明を始めた。

「お前は、タカハジ大佐の性格をどんな風に見ている？　どんなことでも力押し、俺は無敵だ、いけいけドンドン、そんな風に思っているんじゃないのか？」

　コットンはうなずいた。

「うん、そう思ってるよ。だって完全にそういうタイプの人じゃない。声も身体からだもでかくて、すっごい自信にあふれていて、多少なことではへこたれない、って感じの人でしょ」

　ケルプは肩かたをすくめた。

「そういう人間が、鉄てつ壁ぺき艦かん隊たいの生みの親が自分だと言われていることに、罪悪感を感じたりすると思うか？」

「それはそうだけど……」

「確かにタカハジ大佐は豪ごう放ほう磊らい落らく、細かいことは気にしない、という雰ふん囲い気きを持ってるし、気さくな性格だから、お前の言ってることは間ま違ちがいじゃない。でも、それは実戦経験や、様々な軍務の経験を重ねた上でのことだ。

　男ってのは単純馬ば鹿かだからな、自分が誰だれよりも優すぐれていると考えてる。周りにいるのはみんな馬鹿にしか見えない。だから初めて社会に出ると失敗する……絶対に失敗する。間違いなく失敗を犯おかすんだ。そして、そこで初めて疑問に思うんだ。

　……ひょっとしたら、俺は他人より優れていると思い込んでいたのは幻げん想そうだったんじゃないか？　ってね。

　そうすると、他人が見えてくる。自分が馬鹿にしていた同どう僚りようや先せん輩ぱいのすごいところが、経験というものの重さが、全部見えてくる。

　そうやって、他人を認めたときに、自分のレベル……裏付けの無い今までの自己評価じゃない本当の自分のレベルってのが見えてくる。

　タカハジ大佐は経験というものの重さがわかってる。自分には、何ができて何ができないのか、という客観的分ぶん析せきもできる。だから『鉄壁艦隊の発案者』として自分が扱あつかわれるのを嫌がってるんだ。自分が過大評価されることが許せないんだろうな……」

　コットンは、首をかしげて、ちょっと考え込むような顔になった。

「過大な評価をそのままにしておけば、自分の処理能力を超こえる仕事や過大な期待が寄せられる可能性がある。それに失敗すれば、自分だけではなく周りに迷めい惑わくが及およぶ、ってことか……。

　考えてみればタカハジ大佐が指揮する防ぼう御ぎよ艦隊ってのは、防衛専門の装備しか持っていないわけで、自分の持っている防御スクリーンだけを信しん頼らいして、ただ一方的に敵に撃うたれるだけの艦隊なんだよね……」

　ケルプは、うなずいた。

「人一倍強い忍にん耐たい力が求められる部署の指揮官に求められるのは『この俺が言うんだから絶対大だい丈じよう夫ぶだ！』という理り屈くつを超こえた部分で部下に安心感を与あたえる一種のカリスマだろ？」

　コットンは笑った。

「そりゃそうよ、一方的に撃たれるばかりで、じっと我が慢まんしてなきゃならない艦隊の指揮官が、気弱で心配性しようで、二言目にはオロオロ声で『ダメかもしんない』とか、頭抱かかえて『わしはもうだめじゃー』とか繰くり返すような人間だったら、部下は全員ノイローゼになっちゃうし、五分も持たないで総そう崩くずれよ」

　コットンの言葉を聞いたケルプは、笑ってうなずいた。

「そう、あの一見豪放磊落に見える態度や言葉は、タカハジ大たい佐さの経験の下もとに編み出された仕事のやり方なんだと思う……だからこそ、今回のような今までに一度も経験したことのない事態が降りかかってくると、どうしていいかわからないわけさ」

　コットンは何かに気づいたように目を見開いた。

「あ、そうか、だからタカハジ大佐は、その女の子が自分の写真を飾かざってると聞いて、固まっちゃったわけね」

「そうそう、タカハジ大佐にしてみれば、自分が過大評価されているのかもしれない、と疑いたくなる事実なわけだ……それにお前はさらに……」

「偶ぐう像ぞう化されているかもね……と追い討うちをかけちゃったわけか……」

　コットンはそこで言葉を切ると、大きく息を吐はいて組んでいた両手をほどいてから言葉を続けた。

「……でもさ、偶像にしろ過大評価にしろ、誰かからそんな風に思われてるって、ある意味すごいことだと思うけどなあ、タカハジ大佐はもっと自分に自信持って、アタックすればいいんだよ、ほら、鉄壁艦隊の合言葉みたいに」

　ケルプが目を見開いた。

「鉄壁艦隊の合言葉ってアレか？　『押さば押せ！　押し倒たおせ！』ってやつ……」

「そう、それくらいアクティブに出てもいいと思うんだけど……」

　ケルプは右手の人差し指でほっぺたを搔かいた。

「うーん……精神的姿勢としては評価するけど、実力行使は問題だと思うぞ、それ……」




　帝てい国こく軍第四方面軍のオーレン基地の中にある、ライブラリィセンターの小会議室の中に、タカハジの声が響ひびいていた。

「つまり、この強化ヴェガリースクリーンは、今までのヴェガリースクリーンよりも三割ほど通過する実体物の運動エネルギーに対する反発力が強化されており、これの開発に成功したことにより俺たちは、ザナックスの打ち出す実体弾だんの効果を殺そぐことができたわけだ」

　少女のような声が答えた。

「でも、その強化ヴェガリースクリーンのエネルギー消費量は、今までのヴェガリースクリーンよりも六割も多くなっているわけですよね？　この問題点はどうやって解決したのですか？」

「戦せん闘とう詳しよう報ほうにも書いてあるが、俺たちが籠ろう城じようしたジャンプステーションは、タンホイザーゲートこそ使用不能になっていたものの、そのタンホイザーゲートを稼か動どうさせるエネルギー源の反応炉ろは破は壊かいされずに残っていた。

　そのため、我々はこのタンホイザーゲート用の膨ぼう大だいな出力を持った反応炉のエネルギーを湯水のように使うことができた。強化ヴェガリースクリーンのエネルギー消費量の多さなど問題ではなかったということだ。

　つまり、この強化方法は、あの極限的な状じよう況きよう下であったがゆえに使用可能な方法だったということだ。この方法を採用し、帝国軍の船せん舶ぱくに搭とう載さいするとなると、宇宙船の反応炉に対する負担がかなり大きくなる。それだけの余よ裕ゆうがある反応炉を搭載しているのは、Ｚ級戦せん艦かんくらいのものだな」

　セレナ少佐は、腕うでを組んで考え込んだ。

「この強化ヴェガリースクリーンを帝国軍の艦船に搭載できるようにするには、エネルギーの効率化が必要というわけですね」

「そういうことだな、防御スクリーン……特にこういった力場スクリーンは、エネルギーのかたまりのようなものだから、消費したエネルギーが、そのままスクリーンの力になる。つまり我々は、エネルギーを使わずにエネルギーを出す、という矛む盾じゆんした答えを求められているわけだな……」

　タカハジは、そう言いながら、目の前に座っているセレナ少佐が、胸の前で組んでいる腕の細さと白さを見て、思わず思った。

　……細っこい腕だよなあ。本当に同じ人間の腕か、と思っちまう。

　こんな、ちっこい女の子に制服着せて、第一線の戦闘部隊の艦隊司令にするなんて、犯罪だぞ。

　……まあ、年ねん齢れい的にも能力的にも問題は無いんだろうけど……見た目がなあ。

　セレナは、ふと顔を上げるとタカハジの顔を見上げて聞いた。

「私に……何か？」

　タカハジはあわてて首を振ふった。

「あ、いや、なんでもない！　俺の話なんか聞いたって、退たい屈くつなんじゃないかな？　と思っただけだよ」

　セレナは目を見開いたあとで、首を振った。

「とんでもありません！　タカハジ大佐の話を聞いて、なぜ、ケルプワイン艦隊が何百倍もの数のザナックスに包囲された絶望的な籠城戦を戦いぬけたのか、わかったような気がしました……どんなときでも決してあきらめない、目の前にあるものすべてを使って生き抜ぬく……言葉にすれば実に簡単です。しかし、実際にそれを可能にするには、応用能力と応用できるだけの知識と経験のバックグラウンドが必要なんだということに、改めて感じ入りました！」

　セレナは、瞳ひとみに尊敬と憧しよう憬けいの光を浮うかべてタカハジを見つめた。

　タカハジは、その目から逃のがれる場所を探すかのように、あたりを見回した。

　でも、逃れる場所はどこにもなかった。

　そして、セレナは、追い討うちをかけるようにつぶやいた。

「さすがは『鉄てつ壁ぺき艦隊』をご考案されただけのことはありますね……」

「あ、いや、あれは……」

　セレナの言葉を否定しようとして、タカハジは言葉に詰つまった。

　……言うべきだ。あれを考案したのは俺じゃない、マイド閣下なのだと……いつものように。

　しかし、言葉が出なかった。

　他人から、憧憬と尊敬の目で見られることの快感。

　今までそういった快感は何度も味わってきた。しかし、女の子から……それも、少女にも似た可か憐れんな女の子から、そんな目で見られたことは、過去において、ただの一度もなかったのだ。

　その快感は、なにものにも代えがたい至福の感覚をタカハジに与あたえ、タカハジの心の中に、欲望を生んでいた。

　……俺は、この子のまなざしを失いたくない。

　今、ここで彼女の言葉を否定したら、俺は、この快感を失ってしまう……。

　しかし、同じ心の中では、その快感を追い求める欲望に向かって、理性と良心が叫さけんでいた。

　……否定しなければ、お前は噓うそをついたことになる。確かに今、お前はこの子から尊敬されている。しかし、それが噓だとわかったらどうなる？

　尊敬の念が深ければ深いほど、失望の傷も深くなるだろう。今なら間に合う。今なら、笑い話で済むじゃないか！　なぜ黙だまってるんだ！

　欲望は、上うわ目め遣づかいに良心と理性を見ながら言い訳した。

　……なに、大だい丈じよう夫ぶだ。この子のいる基地はずっと遠くの基地だ。そうたびたび顔を合わせる相手じゃない。

　それに、鉄壁艦隊の件は、俺がウソをついたわけじゃない、この子が勝手にそう思い込んでいるだけのことだ。

　責任は俺には無い。それに、ここで本当のことを言えば、この子は悲しむぞ。

　お前は、この子が悲しむところをそんなに見たいのか？

　タカハジの心の中で叫んでいた理性と良心が、急におとなしくなった。

　……まあ、いいか。

　実際、この子とはもう会うこともないだろう。そもそも、こんな可愛かわいい子が俺を訪ねてくるという、こんな幸運なんて、めったにあることじゃない。

　お互たがい、いい思い出を作ったと思えば、いいんだし、あえてその思い出に味み噌そをつけることもあるまい……。

　タカハジが、そう考えたそのとき、ライブラリィセンターの中に、勤務時間終しゆう了りよう五分前を告げる電子音が鳴り響ひびいた。

　タカハジとセレナがいる小会議室はライブラリィセンター内の施し設せつであり、利用時間は事務担当職員の勤務時間内とされている。

「ああ、もうこんな時間だ、今日はこれで終りにしないと」

　タカハジがそう言うと、セレナは、はっとしたように右みぎ腕うでの手首につけてあった汎はん用よう端たん末まつを見た。

「本当だ……もう、こんな時間なんですね、タカハジ大佐のお話が興味深かったので、つい、夢中になってしまいました」

　セレナはそこまで言ってから、心底すまなそうに頭を下げた。

「せっかくの特別休きゆう暇かを、私のようなもののために使わせてしまって、誠まことに申し訳ありません！　本当はこんなにお時間を取るつもりはなかったのですが、つい、甘えてしまいました」

　タカハジは笑った。

「いや、いいよ。実家に帰っても誰だれもいないし、この七日間をどう過ごすか、途と方ほうに暮れていたところだったからね、君が気にすることじゃないよ」

　タカハジの言葉が社交辞令ではないことが伝わったのだろう、セレナの表情が明るくなった。

「そう言っていただけて、ほっとしています！　今日は本当にありがとうございました。休暇を使ってこの第四方面軍の基地まで来た甲か斐いがありました！」

　その言葉を聞いたタカハジは、はっとした。

　……この子は今、休暇を取ったとか言ったよな……。

　タカハジは、小声で聞いた。

「セレナ少しよう佐さ、今日の……この私への訪問は、公用なのかい？」

　セレナはちょっと恥はずかしそうに下を向いてから答えた。

「いえ……これはあくまでも私の個人的な理由による訪問です……公用ではありません」

「じゃあ、どうやってポルテ基地からここまで来たんだい？」

「私たちの艦かん隊たいは、ローデス領内で行なわれた惑わく星せい消去作戦に参加しておりました。あの作戦で、艦隊にかなりの損害を出しました。そのため、現在、艦隊は船せん舶ぱく工こう廠しようのあるギラン星系に転進し、そこで損傷艦の修復と、乗組員の再編成を行なっております。

　ポルテ基地からですと、このオーレン基地のあるグルーディン星系まで連れん絡らく航路で、三日近くかかります。しかし、ギラン星系からですと、半日で来ることができます。私は、この機会を逃のがしたら、直接お目にかかることはできないと想おもい、休暇を取って、ここまでやって参りました」

　そして、少し上気したような顔でセレナは微笑ほほえんだ。

「お目にかかれて、本当に良かったと思います！　今日の日のことはきっと一生忘れないと思います！」

　タカハジは小さく目を見開いた。

　……この子は、俺に会うために、それだけのために休暇を取り、そして半日かけてここまで来たのか！

　タカハジは、言葉を捜さがした。

　だが、心の中にある自分の想いを伝える言葉が、なかなか見つからなかった。

「……ありがとう」

　やっと言葉が出た。

　礼の言葉を言われたセレナは、きょとんとした顔をしてタカハジを見た。

「私……何かタカハジ大佐にお礼を言われるようなこと……しましたでしょうか？」

「あ、いや、わざわざ休暇まで取ってこんな男に会いに来てくれて……俺はそんなに大した人間じゃない」

　セレナは首を振ふった。

「何を言うんですか、タカハジ大佐。防ぼう御ぎよ艦隊という存在が登場したことにより、軽巡じゆん航こう艦かんや駆く逐ちく艦かんという小艦かん艇ていは、今までのように個々の貧ひん弱じやくな防御スクリーンで砲ほう撃げき戦に対応しなくとも戦えるようになり、損害は劇的に減りました。この防御艦隊がなければ、帝てい国こくは常に膨ぼう大だいな損害を出し続けることになったでしょう。

　戦争というのは結局は数の勝負です。互いにいかに一隻せきでも多くの敵を減らすかという戦いです。しかしタカハジ大佐の鉄てつ壁ぺき艦隊の戦術思想は、敵を削けずるのではなく一隻でも多く味方を残すことにより、数の上で優位に立つという逆転の発想から生まれたものです。

　私は、その根底に流れる生命優先の思想に感動したのです……わかりませんか？　あなたは、帝国の……この帝国全体の用兵思想を変えてしまったのですよ」

　タカハジは覚かく悟ごを決め、そして静かに首を振った。

「それは君の誤解だ。それを考えたのは俺じゃない……」

「え？」

　セレナが怪け訝げんな顔をしたとき、会議室のドアがノックされ、ライブラリィセンターの管理を行なっている事務官が入って来た。

　事務官は小さく敬礼してこう告げた。

「失礼します！　タカハジ大佐殿どの！　お時間です。もし延長をご希望なら、当直司令にその旨むね連れん絡らくをとりますが、いかがいたしましょうか？」

　タカハジはあわてて答えた。

「いや、延長はしない。もう終りにするつもりだ、悪かったな」

「了りよう解かいしました、それでは失礼します！」

　敬礼して帰って行く事務官を見送った後で、タカハジはセレナを見た。

　……これから、ギラン星系まで戻もどるとなれば、彼女が向こうに着くのは深夜から明け方になるだろう。

　引き止めるわけにはいかない……かといって、このままここで別れてしまえば、俺は後こう悔かいするに違ちがいない。

　俺はまだ、この子の誤解を解いていない。

　そして、タカハジは何かを決意するように小さくうなずいてから静かに言った。

「セレナ少佐……次の公休日はいつだい？」

　セレナは、え？　という顔をした後で、あわてて右手首の汎はん用よう端たん末まつを操作した。

「えーと……あさってが当直ですから、その後二日間が公休日になりますが……それが？」

　タカハジは、ちょっとためらった後で、小声で答えた。

「あ、いや、君とお話ししたいことがあるんだ……君がこのオーレン基地にくるのは大変だろうから、俺がギランに行くよ」

「そんな！　私が参ります！」

　目を丸くしたセレナに向かって、タカハジは首を振った。

「いや、君と違って俺には時間がたっぷりある。七日間もね……余よ裕ゆうのある方が余裕の無いほうに合わせるのは当然だ。それに……俺はギランを良く知っているんだ。あそこの船舶工廠には通い詰つめたこともあって、結構顔見知りがいるんだ」

　セレナは、何かを言いたそうな顔をしていたが、やがて、何かを思いついたように微笑むと、小さくうなずいた。

「わかりました……じゃあ、ギランでお待ちしています。それと、ギランに詳くわしいなら、どこか美味おいしいレストランとかご存じありません？　せっかくのお休みなんですから……」

　思いもよらないセレナの答えに、タカハジは、反射的にうなずいた。

「えーと、あ、ああ、うん、いいよ、レストランね……」

　セレナの表情がぱっと明るくなった。

「ありがとうございます！　タカハジ大佐とお食事できるなんて夢のようです！　私、精せい一いつ杯ぱいおしゃれして来ますね！……学芸会みたいだ、なんて笑わないで下さいね」

「あ、いや、笑うなんてとんでもない！」

　あわてて顔の前で手を振ったタカハジは、心の中で冷ひや汗あせを流していた。

　……確かにギランは良く知ってるけど、レストランなんか知らないぞ、俺。

　ギランの船せん舶ぱく工こう廠しようで防御用スクリーン展張艦かんの試作に立ち会っていた一ヶ月間、俺が行ったことがあるのは定食屋と牛ぎゆう丼どん屋だけだ……どうすんだ？　俺。




　マスクワードのすっとんきょうな声が、リビングに響ひびき渡わたった。

「どこかメシ頼たのむ？　なんだそりゃ、いきなり言われても、なんのことだかわからんぞ？」

　リビングの壁へき面めんに表示されている通信スクリーンの中で、タカハジが困り果てていた。

『あ、いや、だから、ギランにあるレストランを紹しよう介かいして欲しいんだ』

　マスクワードは笑った。

「なんだ、そういうことか。このギランは、船舶工廠で働く若者が多いから、お前向けのレストラン、というかメシ屋は結構あるぞ。制限時間内に特盛三杯食えば無料券もらえる店とか……」

『あ、いや、そういった店じゃないんだ……その……店に行くのは俺一人じゃないから』

　ちょっと赤い顔をして首を振ったタカハジを見て、マスクワードはうなずいた。

「なんだそうか、そうならそうと早く言えよ。そういえば、こないだ千クレジットで食べ放題のイタリアンレストランが開店したって言っていたな……イタリアンのバイキングって、なんとなくパスタとピザだけしか並んでないような気もするけど、まあ量を食う連中なら満足するんじゃないか？」

『あ、いや、そういった連中と行く店でもないんだな、これが……』

「じゃあ、誰だれと行くんだ？」

　マスクワードが怪け訝げんな顔をしたとき、赤あかん坊ぼうを抱だいたメグがリビングに入って来た。

　メグは、腕うでの中の赤ん坊をあやしながら笑って言った。

「もしかしたら、彼女を連れて行くような店のことかもしれないわよ、あなた」

　スクリーンの中のタカハジが、赤い顔でうなずいた。

『彼女というかなんというか……まあ、若い女の子であることは間違いない』

「なんだと？　何人だ？　まさかお前と二人きりじゃないだろうな！」

　タカハジは下を向くと、蚊かの鳴くような声で言った。

『その……まさか、なんだ』

「うは！」

「うそ！」

　マスクワード夫妻は同時に小さく叫さけんだ。

　子供を抱いたメグは、いそいそとマスクワードの隣となりに座ると、スクリーンに向かって身を乗り出した。

「で？　お相手はどんな人？　年上？　年下？　ご職業は？　まさか不ふ倫りんじゃないでしょうね」

　横でマスクワードが笑った。

「こいつに不倫できるほどの積極性と甲か斐い性しようがあれば、俺のところに連れん絡らくしてきて『どこかメシ頼む』なんて言うわけがないよ、きっとあれだな、部下の女性士官か誰かに、誕生日にメシをおごる約束とかさせられたんじゃないのか？　根が純情だからいいようにカモられたんだ」

　メグは怒おこったように言った。

「それでも充じゆう分ぶんよ、女の子にとって、食事に誘さそうとか誘われる相手ってのは、それなりに気を許してる証しよう拠こなのよ。男同士で、会社帰りにお酒飲んでウサを晴らすのとはわけが違ちがうのよ、わけが！　これがきっかけで、どう転ぶかわからないのよ」

　メグはタカハジに向き直った。

「タカハジさん、これは真しん剣けんに聞くんだけどね、あなた、いつもうちに遊びに来るとき、軍服以外は、作業服みたいなジャンパーとかしか着てこないけど……まともな私服って、持ってるの？」

　タカハジは目を見開いた。

『まともな私服？　ああ、礼服ならあるよ』

「違うわよ、結けつ婚こん式やお葬そう式しきじゃあるまいし、礼服なんか着て女の子と食事になんか行けるわけないじゃない！　私が言ってるのは、ジーンズとジャンパーでも、スリーピースのスーツでもない、その中間……スラックスとカラーシャツにジャケットとか、そういったセミフォーマルな服ってことよ」

　タカハジは情けなさそうな顔をして首を振った。

『いや、持ってない。軍服以外で俺が持ってるのはジーンズとジャンパー、あとはトレーニングウェアぐらいのものだ……』

　メグがため息をついた。

「やっぱりね……そうじゃないかと思ってたんだ……」

　しばらく考え込んだ後で、メグは顔を上げた。

「ねえ、タカハジさん、あなたギランにはいつ来る予定なの？」

『食事の予定が入っているのは三日後だけど……』

「そっか、じゃあ時間はあるわ……特に予定が無いならすぐにうちに来なさいよ」

『でも、赤ちゃんがいるだろう？　邪じや魔まにならないか？』

　メグは首を振った。

「うん、ちょっと大変だけど、誰かが遊びに来てくれると、気分転てん換かんになっていいのよ。ついさっきまで我が家にもマリリンさんと、メス猫ねこカルテットの子たちが遊びに来ていたのよ。うちの子を見て大おお騒さわぎして帰って行ったわ……だから、気にしないで」

『シザーズクイーンの連中がギランにいるのか？』

　マスクワードがうなずいた。

「ああ、ニーモドライブを他ほかの船せん舶ぱくに搭とう載さいするときの参考にするためにギランの船舶工こう廠しようにドック入りしているんだ。二週間後には、ニーモドライブを搭載した強ごう襲しゆう揚よう陸りく艦かんを使った救出艦隊が編成されて、ローデス領内に孤こ立りつした惑わく星せいから住民を救出する作戦が始まる……今はその準備中だ」

「だからさ、あんまり気にしないで我が家にいらっしゃい、女の子と食事するまで、三日間あればなんとかできると思うから」

　スクリーンの中のタカハジは目を見開いた。

『なんとかできるって……何をするつもりなんだ？』

　メグはにやっと笑った。

「まだ三十前なのにどうみてもおっさんにしか見えない、どっかの誰かさんを、それなりの年ねん齢れいに見えるように大改造するのよ。マリリンさんとかにも手伝ってもらわなくちゃ」

　タカハジの脳のう裏りに、一いつ瞬しゆん嫌いやな予感がよぎった。




「きゃーすごい！　マフィアよマフィア！」

「渋しぶいわあタカハジ大たい佐さ！」

「どんな人込みも肩かたで風切って歩けるわ！」

「二メートル以内に近づく人、いないんじゃない？」

　きゃあきゃあという若い女の子の笑い声が響ひびいていた。

　ここは、ギランの繁はん華か街がいにある総合ショッピングモール『ギラン名品館』の紳しん士し服売り場である。

　紳士服売り場に設けられた３Ｄディスプレイに映し出されているのは、ダークスーツにボタンダウンの黒のワイシャツ、同色のソフト帽ぼうに白いネクタイ、そしてサングラスといういでたちのタカハジだった。

「もともとガタイがいいから、こういう服を着せると、異様な迫はく力りよくがあるよねタカハジは……」

　腕うでを組んでディスプレイを見ていたマリリンが、感心したようにつぶやくのを聞いて、横に立っていたメグがうなずいた。

「ええ、だから困っちゃうんですよね。きっちりした服を着ると、仕事中のボディガードかマフィアの幹部、ラフな服着せると、休日の現場監かん督とく……」

「言いえて妙みようだね」

　マリリンはくすっと笑った後で、試着用の衣類データ入力装置をいじっているメス猫カルテットの連中に呼びかけた。

「こらこら、あんたら、面おも白しろがっているんじゃないの、タカハジはマジなんだからね」

　カルテットの中にいたオノチが笑いながら言った。

「お相手の人のデータ見せてもらったけど、一瞬、私より年下？　って思っちゃった」

　アーヤがうなずいた。

「そうそう、私と同じ年くらいかな……って思ったよね」

　ヨニがほわわんとした口調で後を継ついだ。

「若い外見の持ち主は感性も若い……これは心理学的にも正しいですわん」

　そしてネカンがまとめた。

「だから、私たちが、これイイ！　って思う服があればそれが一番センスが合うってこと！」

「それはそうなんだけど……」

　何かを言いたそうなマリリンに向かって、オノチは手を振ふった。

「いいからいいから、私たちに任せておいて、あ、タカハジ大佐。もう全身の計測データ取りましたから、センサーカプセルから出ていただいて結構ですよ」

「わかった」

　タカハジの声と共に、オノチたちの脇わきにある白い試着用のセンサーカプセルの扉とびらが開いて、中からジャンパー姿のタカハジが出てきた。

「タカハジ大佐の身体からだの採寸データは記録したから、後はこのショッピングモールにある服のデータをとっかえひっかえ入力して、あの３Ｄモニターに映し出して確かく認にんするだけね」

　オノチの言葉を聞いたアーヤが、入力画面の中にある一枚の画像データを指差して楽しそうに言った。

「ねねねね、これ着せてみて！　絶対おもしろいと思うんだよね」

「これ？　これって子供服じゃない！」

　アーヤはうなずいた。

「子供服でも、デザインはそのままで大人サイズにしてくれるらしいよ、ちょっとやってみようよ」

「へえ、そうなんだ。じゃあ、ちょっとまってね。あ、それぽちっとな」

　オノチがそう言ってコントローラーのボタンを押すと、今まで浮うかび上がっていたマフィアの幹部のような姿をしたタカハジの姿が消え、代わりに赤い半ズボンと、胸に大きなひまわりのアップリケのついた黄色いＴシャツ姿のタカハジが浮かび上がった。

「うわははははは！」

「すごーい！　何これ！」

「めっちゃくちゃ楽しいですわ！」

「こんな格好で街を歩いたら犯罪だよ！」

　紳士服売り場に、マリリンと、タカハジの声がハモって響き渡わたった。

『遊ぶなーっ！』




　それから三十分後、ショッピングモールの衣類売り場のフロアの中を、タカハジとメグの二人が歩いていた。

　正確にカウントすれば、メグの押しているリニアホバー付きのベビーカーの中に生後三ヶ月になるメグの娘むすめが寝ねているから三人かもしれない。

　服を買った後、タカハジはメグの買い物につきあっていた。

　メス猫ねこカルテットの四人娘は、ティーン向けのブティックに行き、マリリンは、ブランドショップに行っている。

　三十分後にレストラン街で落ち合う約束で、それぞれ散っているのだ。

　タカハジは、目の前のベビーカーの中で寝ている赤あかん坊ぼうの顔を見て笑った。

「メグ中ちゆう尉いに似てるから、きっと美人になるだろうな、この子」

「まだわからないわよ、誰だれに似るかなんて……知ってる？　赤ん坊ってね、おじいさんやおばあさんや、いとことか、そういった親しん戚せき一同の顔に似ながら大きくなっていくんだって」

「へえ、知らなかった」

「昔からの言い伝えなんだけどね……なんとなく遺伝子ってそういうものかもしれないって思うな……私の身体には、私の両親や、そのまた両親の血がずっと流れていて、そしてマスクワードにも同じようにずっとご先祖様からの血が流れていて……そして、その両方の血を受け継いでこの子が生まれたんだと思うと、そのご先祖様の顔立ちに似ながら大きくなるって聞いてもなんとなく納なつ得とくしちゃうよね……」

　タカハジはつぶやくように答えた。

「それは、自分の身体の中で子供を育てることができる母親ならではの言葉だな……男には絶対にわからない部分があるような気がする」

「そう？　母親になって、ものの見方とか、考え方とか変わった？　とか良く聞かれるけど、私自身としてはそんなに変わっていないつもりなんだけどね……どこか変わったかと言われれば……そうだな。自分と同じくらい大切なものが一つ増えた、ってことかな」

　タカハジは、ベビーカーの中で眠ねむる赤ん坊を見た。

　自分の親指ほどの大きさしかない小さな手が、しっかりとシーツをつかんでいる。

　……まるでミニチュアだ。

　でも、この子は今、ちゃんと生きている。

　この世に生きている人間は、誰もみんな、ここからスタートしたんだ。

　タカハジの顔を見ていたメグが笑った。

「面おも白しろいね」

「何が？」

「男の人って、赤ちゃん見ると、みんな同じような顔をするんだよね。困ったような、それでいて嬉うれしそうな……今のタカハジさんの顔、マスクワードにそっくりだった」

　タカハジは照れたように頭を搔かいた。

「いやあ、だってほら、男って馴な染じみが無いだろう？　赤ん坊ってちっちゃくて、壊こわれそうで、どっか神聖なもので……結局は母親のもので、男が勝手に手を出せないような、そんな気になるんだよな」

　メグは、ベビーカーを覗のぞき込んで、静かに言った。

「……この戦いから帰ってきたとき、マスクワードはね、この子を見て言ったわ……戦う理由が一つ増えたって……でね、そのとき私は思ったんだ。やっぱり男の人には、そう思えるんだなあって……私にとっては大切なもの、かけがえのないもの……そして、それは男の人にとっては、命がけで守らなきゃならないものなんだって……」

　メグは、そこで言葉を切ると、少し震ふるえる声で言葉を続けた。

「……帰ってくるよね？　うちのダンナ、何回戦いに行っても、どんな絶体絶命のときでも、きっと今回みたいに笑いながら、よう！　って手を挙げて、帰って来るよね……」

　タカハジは笑った。

　笑って見せた。

「大だい丈じよう夫ぶさ、メグ中尉。俺たちは生き残る。俺もマスクワードも、悪運だけは強いんだ。たとえ敵がこの帝てい国こく領内に攻せめ込んだとしても、俺たちはそれを食い止めてみせる！　押してきたら押し返す！　押して押して押し倒たおしてやる。だから安心しろ！」

　タカハジを見ていたメグの目に涙なみだが浮うかんだ。

　メグはあわててトートバッグからハンカチを取り出して目に当てた。

「ごめんね……なんでだろう？　今のタカハジさんの言葉聞いてたら、急に涙が出ちゃった……いやだな、なんか、恥はずかしいな……」

　そして、涙目のままメグは微笑ほほえんだ。

「きっと……きっと誰かにそう言ってもらいたかったんだと思う、私……誰かに、マスクワードは絶対に帰ってくるぞって……」

　タカハジの脳のう裏りに、あの、ローデス北方域での、激げき烈れつな戦いの光景がよみがえった。

　ジャンプステーションに立て籠こもった帝国の艦かん隊たいに襲おそい掛かかる真っ黒なザナックスの群れ。

　叩たたいても叩いても潰つぶしても潰しても、無限に湧わき出す地下水のように宇宙空間に出現するマークⅡの大集団。

　傷つき破は壊かいされた軽巡じゆん航こう艦かん。血の海の中でもがく負傷兵たち……。

　完全に包囲され、どこにも逃にげられず、どこからも応おう援えんや補給が来ないと知りつつ、それでも戦い続けた日々……。

　涙ぐむメグを見て、タカハジは思った。

　……不安だったに違ちがいない。

　どうしようもなく不安だったのに違いない。

　マスコミは、俺たちが明日にでも全ぜん滅めつするかのようなセンセーショナルな見出しを掲かかげて俺たちのことを報道した。

　それを読む家族の気持ちなどお構いなしに、あいもかわらぬローデスへの不信感を煽あおるために興味本位で俺たちのことを報道していた。

　その中で、生まれたばかりの子供を抱かかえ、この人は必死にマスクワードの生せい還かんだけを願って生きてきたに違いない。

　タカハジは力説した。

「大丈夫、マスクワードは絶対に帰って来る、俺が守ってやる。俺の艦隊は一人でも多くの人間を生きて返すために存在してるんだ。俺が努力すれば、生きて帰ることのできる人間が増える！　だから、俺が全力を出せば大丈夫、絶対！　俺の言葉なんか説得力のカケラもないと思うかもしれないけど……これだけは本当だと言い切れる！」

　メグは、つぶやくように言葉を続けた。

「私は、素人しろうとじゃない……れっきとした軍人よ。今は休職中だけど……だからわかるの。この先にどんな戦いが待っているのか……この子が大人になったとき、そこにどんな世界が待っているのかそれはわからない。もしかしたら、そうなる前に世界が終ってしまうかもしれない。でも、そうならないために、そうさせないために、マスクワードは戦いに行くんだってことも……私はそれを止めることはできない。戦いに行かないでなんて言えない……でもね、帰ってきてと望むことは間違ってないよね？」

　タカハジはうなずいた。

「間違っちゃいない、いや、それは正しいと俺は思う……」

　そしてタカハジは顔を上げて、ショッピングモールを見回した。

　そこには、明るく清潔で、品物が満ちあふれ、人々が幸せそうな微び笑しようを浮かべて歩いている空間が広がっていた。

　その顔を見上げて、メグがぽつりと言った。

「あの人はね……このショッピングモールを見て泣いたのよ」

「この店を見て？」

「うん、戦いから帰ってきたすぐの頃ころ、五時間だけ特別休きゆう暇かをもらって娘むすめの顔を見に来て、帰りにここに寄ったの。そのとき、娘の顔を見ても泣かなかったあの人は、このショッピングモールにあふれる品物と、そして走り回る子供たちの声を聞いて泣いたわ……なぜ泣いたのか自分でもわからないって言っていたけど……今のタカハジさんの顔見てわかった」

　そして、メグは両手を広げて静かに付け足した。

「失いたくないよね……これ、全部」

　タカハジは思った。

　……そうだ、そのとおりだ。

　俺は失いたくない。ここにあるものすべて、人も物も光も空気も……俺は失いたくない。

　これは『日常』だ。

　ここにあるのは、誰だれも感謝しない、誰もがあって当然だと信じている『日常』のひとかけらなんだ。

　俺たちは、この日常を守るために戦うんだ。

　タカハジは、大きく息を吐はくと、腕うでにつけていた携けい帯たい用の汎はん用よう端たん末まつの表示を見た。

「そろそろレストラン街で落ち合う時間だな」

　メグはイタズラっぽい目でタカハジを見て言った。

「女六人に男が一人で食事ってわけか……経済力は大だい丈じよう夫ぶ？」

　タカハジは、一いつ瞬しゆん目を見開いた後で、あ、そうか、という顔をした。

「うーん、そんなに高いものでなければ、なんとかなると思う」

　そのタカハジの顔を見て、メグは面おも白しろそうに笑った。

「冗じよう談だんよ、私とマリリンはちゃんと払はらうわよ……カルテットの四人娘は最初っからおごってもらうつもりだろうけど」

「あいつら四人は、俺たち三人の倍は食いそうだな……」

「まあね、若いし育ち盛ざかりだし」

　タカハジは肩かたをすくめた。

「まあ、命の恩人だからなあ、それくらいは我が慢まんするさ」




　惑わく星せいギランの南極と北極にある自転軸じくからは、通常の軌き道どうエレベーターよりもはるかに大型で太いエレベーターが宇宙空間に伸のびている。

　そしてその先の衛星軌道上には、惑星の半分ほどもある巨きよ大だいな構築物が浮かんでいる。

　この構築物こそ、このギランの名前を帝てい国こく全体に知らしめている帝国軍の船せん舶ぱく工こう廠しようである。

　戦せん艦かんや重巡じゆん航こう艦かんなどの製造は、帝国内の様々な場所で行なわれているが、その原型となるプロトタイプを製造するのが、この船舶工廠なのだ。

　ここで生産されたプロトタイプの製造過程や工作手段はすべて記録され、コピーされる。その生産工程データと、各種の材料、そして船舶製造用汎用工作機械さえあれば、どこでも同じものを作ることが出来るのだ。

　そして惑星の地表には、この工廠で働く人々が生活する大都市が造られている。

　特に、軌道エレベーターが設けられた南極と北極には、巨大なドームがいくつも並び、惑星に居住する総人口の六割の人間がそこで暮らしていた。

　気候の良い温帯地方にもいくつか都市はあるのだが、やはり、通勤時間の短さは他に代えられないということなのかもしれない。

　都市の内ない壁へきには太陽光を忠実に再現した陽光照明が取り付けられており、時間に合わせて陽光の位置が切り替かわるようになっている。

　時間は午後七時。

　夕暮れに沈しずむメインドームの商業区画は、今日も多くの人々で賑にぎわっていた。

　ギラン南のメインストリートの両側には、露ろ店てんや屋台が並び、様々な品物を売っている。

　帝国の都市の中には、こういった露店や屋台を都市の景観を損そこねるという理由で禁止しているところも多いが、ギラン南市の当局は、これを認めていた。

　夕方になり、行き交かう人々の数が増える中で、露店通りのあちこちから、電子レンジが作動する電子音が聞こえてくる。

　この露店や屋台では、よくある焼き物や揚あげ物ものというその場で調理される食料品は売られていない。ドーム都市という性格上、大気の循じゆん環かん清せい浄じよう化かには莫ばく大だいな予算がかかるため、清浄機のフィルターに負担がかかる行こう為いは認められていないのである。

　しかし、その屋台が並ぶメインストリートの両側に並ぶ商業ビルの中に入っているレストランには、そういった規制が行なわれない。店てん舗ぽごとに確実な排はい気きシステムが設けられているからである。

　メインストリートから一本内側に入った、物静かな通りに面した雑居ビルの一階に、そのレストランはあった。

　古びたレンガを積んだような内壁と、普ふ通つうより少し低い天てん井じようのあちこちに古材木を走らせた内装は、どこかのワイン倉を模したのだろう。明るくもなく、かといって暗すぎるでもない照明が店内のあちこちに陰いん影えいを作り出し、全体の雰ふん囲い気きを落ち着いたものにしている。

　そのレストランの一番奥にあるテーブル席に、タカハジたちは座っていた。

　タカハジの向かいには、薄うす緑みどり色いろのワンピースを着て、薄うす化げ粧しようをしたセレナが座っていた。

　薄く乗ったファウンデーションと口紅は、ただでさえ幼い面おも影かげの残るセレナの顔立ちをさらに幼く……まるで十代の女の子が大人っぽく見せるために精せい一いつ杯ぱい背伸びしているような、一種の危あやうさを感じさせていた。

　その、危うさはセレナの半分警けい戒かいしたような、硬かたい表情にもよるのだろう。

　タカハジは、先日オーレン基地で会ったときとは違ちがう、その表情に少し戸と惑まどった。

　……なにか様子が変だな。

　まあ、こんな所で俺と会うのだから、警戒しているのも当然だけど。

　セレナは、目の前に座っているタカハジを見て、硬い表情のまま、小さな声で言った。

「タカハジ大たい佐さは……いつも制服なのですか？」

　セレナの言葉のとおりだった。

　メグやマリリンや、メス猫ねこカルテットの連中と、あれだけ大おお騒さわぎして買い込んだ私服を、この日タカハジは着てこなかったのだ。

　本当は着るつもりだった。しかし、その服を着て姿見に映る自分の姿を見るたびに、タカハジの心の中に、これは本当の自分ではない、という意識が浮うかぶのだ。

　タカハジは、その意識の根源に思い当たった。

　……そうか、俺はこれからセレナ少佐に、本当のことを……鉄てつ壁ぺき艦隊の考案者が俺ではないということを告げにいくんだ。

　俺は自分を飾かざるつもりはない……だとしたら、この私服を着るのは似合わない。

　セレナの言葉を聞いたタカハジは、優やさしい笑いを浮かべてうなずいた。

「家で寝ね転ころがってるときや、コンビニに買い物に行くときは、たいがいトレーニングウェアだけどね、それ以外のときはいつも制服を着ている……俺は軍人であり、何をやっても何をしていてもその立場からは逃のがれられないと思うんだ……まあ、この考えかたを他人に強制するつもりはないから安心してくれ」

「はい」

　セレナは、ぎこちなく微笑ほほえむと、小さくうなずいた。




　その光景を、店の反対側にあるボックス席から見ている客たちがいた。

「まったくもう……せっかく私らが服を選んでやったのに、その努力を無にしやがって」

　ハイボールを飲みながら、悪態をついたマリリンをとりなすようにケルプが言った。

「まあまあ、姉あね御ご。あいつにも考えがあってのことじゃないかと思いますので、勘かん弁べんしてやって下さいよ」

　横に座っていたコットンが笑いながら付け足した。

「相手の女の子が嫌いやがっているわけじゃないみたいですし」

「そりゃあね、同じ軍人なんだから、制服を嫌がるわけは無いと思うけど、なんとなくさあ、だったら最初からそれで行けよ、と言いたくなるのもわかるでしょ？」

「それはわかりますけど、今日の主役はタカハジで、俺たちは脇わき役やくなんですから」

　ケルプの言葉を聞いたコットンが、首を振ふった。

「違うよ、私たちは脇役じゃなくてヤ、ジ、ウ、マ」

　肩かたをすくめてマリリンが笑った。

「そっか、野や次じ馬うまには怒おこる資格なんかないもんね、まあ、黙だまって見てるとするか」




　自分たちが注目されているとは知らないタカハジとセレナは、硬い雰囲気のまま食事を続けていた。

「……でね、そのミナモト少しよう尉いってのが、ステーションにあったレストランの中で、レタスの水耕栽さい培ばいプラントを管理していたんだけど、結局あそこには野菜と呼べるものはレタスしかなくてね……ずっとレタスばっかり食っていたんだ。この先二十年くらいはレタスを食わなくてもいいと思うよ……」

　そしてタカハジは右手のひらをセレナに見せた。

「ちょっと見て、緑色っぽくない？　レタスの色素が沈ちん着ちやくしてしまったらしい」

　セレナは目を丸くしてタカハジの手のひらをしげしげと見た後で、小さく首を振った。

「いえ……大だい丈じよう夫ぶみたいですけど」

　タカハジはにやっと笑って、しれっと答えた。

「そうか、じゃあ抜ぬけちゃったんだな」

　その表情から、自分が担かつがれたのに気がついたのだろう、セレナは上目遣づかいに聞いた。

「もしかして……今のは冗じよう談だんだったんですか？」

　タカハジはポーカーフェイスのまま答えた。

「えーと、今の冗談はどこが面おも白しろかったかというと……なんて冗談の解説をすることほど野や暮ぼは無いので、ノーコメントだな」

　そして、表情を崩くずしてから付け足した。

「面白くなかったみたいだね、ごめん」

　セレナは顔の前で手を振った。

「あ、いえ、私、タカハジ大佐は冗談なんか言うわけ無いと思ってましたから……」

「俺だって冗談ぐらい言うさ……というより、戦せん闘とうの真っ最中には冗談ばかり言っているような気がするな。俺は君が考えているような、カッコイイ男じゃないよ」

　硬い空気をなんとかしようとタカハジは必死だった。

　しかし、どんなジョークを言っても、馬ば鹿かな経験談を話しても、セレナはうちとけようとはしなかった。

　タカハジは、ついにあきらめたのだろう、大きくため息をついて、言った。

「ごめん……迷めい惑わくだったみたいだね……」

　セレナは、きょとん、とした顔でタカハジを見上げた後で、ぽつりと言った。

「あの……今日、私と食事をする、ということを、奥様はご存じなのですか？」

　タカハジのあごが、かくん、と開いた。

「はへ？」

　呆ぼう然ぜんとするタカハジから不自然に視線をそらせてセレナは言った。

「先日……半日休をもらって、この服を買いに行ったとき……私、見ました。タカハジ大たい佐さと……あれは、内ない縁えんの奥様ですか？　二人仲良くベビーカー押してなごやかな雰ふん囲い気きでお買い物をしているところを……」

「え？　ベビーカー？　あ、あれか！」

　セレナはうなずいたあとで、寂さびしそうな微び笑しようを浮かべた。

「ええ、ギラン名品館で……私、ばかですよね。勝手にタカハジ大佐の記録調べて、法律上の結けつ婚こんをしていないから、てっきり独身なんだと思い込んで、勝手に舞まい上がって……」

「ちょ、ちょっとまってくれ、あの人はだな……」

　タカハジがあわててセレナの誤解を解こうとした……そのとき、一人の中年男が、タカハジたちのテーブルの脇わきに立った。

　赤い顔をして、目つきの定まらない様子から、どうやら酒に酔よっているようだった。

　その酔っ払ぱらいは、タカハジを見下ろしてあてつけるように言った。

「ザナックスとやらが攻せめてきて、ローデスが滅ほろびるとかなんとか騒さわいでるってのに……こんな若い子騙だましてお食事かい？　え？　将校さんよ、ちょっとは考えろよ」

　タカハジは苦笑した。

「いや、別に騙してるわけでは……」

　酔っ払いはしつこかった。

「なんでザナックスとやらに負けてるのか、やっとわかったぜ、帝てい国こく軍には、お前みたいな腰こし抜けがいるから、勝てねえんだな！　偉えらい将校さんだかなんだか知らないが、自分たちだけこんな所で女連れて美味うまいもの食って酒飲んで、下したっ端ぱの兵隊どもは死のうがどうしようがお構いなしってわけか？　俺の甥おいっ子こは、お前みたいなヤツのために戦って死んだのか？　え？　なんとか言ってみろ！」

　ねちねちとした口調で、嫌いや味みを言い続けるその中年男に、ついにたまりかねたのだろう、セレナが叫さけんだ。

「この人は、腰抜けなんかじゃない！　あなたはこの人の何を知っているって言うの？　この人はね、三ヶ月にわたってローデスで……」

　そこまで言ったとき、タカハジが強い口調で止めた。

「セレナ！　いい、黙っていろ！」

　驚おどろくセレナをそのままにして、タカハジはさっと立ち上がり、酔っ払いの中年男に深々と頭を下げた。

「私は帝国軍ケルプワイン遊ゆう撃げき艦かん隊たい所属のテツヤ・タカハジ大佐と申します。このたびのあなたの甥おい御ごさんの不幸について、私は言い訳することはできません。しかし、私は決して自分に恥はじない戦いをしてきたつもりです……この休きゆう暇かが終り次し第だい私は再び戦場に戻もどることになります。あなたの期待に恥じぬように、力の限り戦います……ですから、今日のところは、勘かん弁べんしていただけないでしょうか。こう見えても、実は、彼女も私と同じ軍人なのです。彼女は、私よりも激しい戦闘を戦い抜いて、そして、やっとのことで生せい還かんしたのです……だからどうだ、というつもりはありません……ですが、せめて、今日だけ、今だけは、楽しむことを許してもらえないでしょうか？」

　タカハジの言葉を聞いていた酔っ払いの顔が、見る見る赤くなった。

　そして、酔っ払いの中年男は、ぽろぽろと涙なみだをこぼして泣き始めた。

「甥っ子が……戦死したんだよ……まだ二十はたちになったばかりだぜ？　ローデスの反乱軍との戦闘で戦死したって聞かされたけど……遺品も何も返ってこないんだ。

　兄貴の嫁よめさんは、何もしないで毎日泣いているそうだ……だから、ここで甥っ子と同じくらいの女の子と笑ってるあんたを見たとき、無む性しように腹が立って仕方なかった……甥っ子が命がけで戦って死んだってのに……こいつはこんな所で笑ってるって……」

　酔っ払いは、ポケットからハンカチを出して鼻をかむと、言葉を続けた。

「悪かったよ……ケルプワイン艦隊って名前を聞いてわかった……あんたも戦って来たんだよな……遊んでいたわけでもないし、いい目を見ていたわけでもない……ただ、あんたは生きて帰って、甥っ子は生きて帰れなかった、それだけの違ちがいでしかないんだよな……済まなかった勘弁してくれ」

　そのとき、その酔っ払いの同どう僚りようらしい二人の男が、あわててやってきて、酔っ払いの腕うでをつかんで言った。

「主任、飲みすぎですよ……他ほかのお客さんに迷惑かけちゃだめですって」

　そして、もう一人の男が、タカハジとセレナに頭を下げた。

「誠まことに申し訳ありません、いつもはこんなこと無いんですけど……本当に申し訳ありません」

　タカハジは首を振ふった。

「いえ、私はこの制服を着ているかぎり、そういった責任から逃のがれるわけにはいかないと思っております。気になさらずにどうぞ」

　同僚らしい二人の男に連れられて去ってゆく酔っ払いを見送ったタカハジは、席に着きなおすと、静かにセレナに言った。

「……制服を着ているとね、良くああいった声を浴びせられるんだ。そういうとき、俺は一いつ切さい言い訳をしないことにしている……何を言ってもどんなに説明しても、肉親を失った家族の悲しみを癒いやすことはできないからね……」

　そして、タカハジは笑ってみせた。

「俺はケンカはしない……いや、できないんだ。腰抜けと笑ってくれていいよ」

　セレナは首を振った。

　その目に涙が浮ういていた。

「そんなことありません！　それは声を荒あららげて言い争ったり手を出す人の、その何倍も何十倍もの自制心と忍にん耐たい力を持つ人でなければできないことだと思います！」

「そう思ってくれる人は少ないね。勇気とは誰だれかを倒たおすことでしか証明できないと思っている人がほとんどだ……でも、本当の勇気とは、誰かを倒すのではなく誰かを守るときに一番必要なんだと俺は思う……」

　そしてタカハジはゆっくりと告げた。

「俺にそれを教えてくれたのは、マイド・ガーナッシュ閣下さ。あの人が鉄てつ壁ぺき艦かん隊たいを考案したときにね……」

　セレナの目が丸くなった。

「え？　鉄壁艦隊を考案したのはタカハジ大たい佐さではないのですか？」

　タカハジは静かに首を振った。

「違うんだ、あのアイディアを考え付いたのはマイド閣下だ。俺はそのアイディアを実用化した艦隊を指揮しただけの人間だ……マスコミの誤報道が原因で、俺が考案したことになってしまっているようだが、本当は俺が言ったとおりだ。君が俺を誉ほめていた今までの言葉はすべてマイド閣下に向けるべき言葉だったというわけだ……」

　タカハジは、大きく息を吐はくと、自じ嘲ちようするような微笑を唇くちびるの端はしに浮かべて言った。

「がっかりしただろう？　俺は君の賛美に値あたいするような人間じゃない。俺は単なる実務屋で、現場で動くだけの人間なのさ。それと、誤解ついでに言っておくと……ギラン名品館で君が見たその、ベビーカー押していた女の人ってのは、俺の親友の……ケルプワイン艦隊の旗艦艦長、マスクワード大佐の奥さんの……メグ中ちゆう尉いだ」

　そしてタカハジは肩かたをすくめた。

「なんというか……俺とマスクワードとは、親友で戦友で……互たがいの家で朝まで飲み明かしたり騒さわいだり……メグはそんなマスクワードの恋こい人びとで、これまた俺とも戦友だった……アウトニア軍の連中ってのは、みんな家族みたいなものでね……まあ、誤解するのも無理はないよ」

「そう……だったんですか……」

　セレナは、そう答えると、そのまま真っ赤な顔になって下を向いて黙だまり込んだ。

　そして、蚊かの鳴くような小さな声で答えた。

「ごめんなさい……勝手に想像して……勝手に思い込んで……だから、タカハジ大佐のお話も素す直なおに聞けなくて……」

「いや、いいよ、俺は……なんというか、君と会えただけで……君と話ができただけでも満足さ。こんな機会、初めてだから……」

　セレナは、はっとしたように顔を上げた。

「初めて……なんですか？」

　タカハジは、頭を搔かきながら素直に答えた。

「うん、初めてだよ、女の人と二人きりで食事するのはね……えらそうなことを言ったけど、このレストランも初めてさ。まるっきりの田舎いなか者の独り者だから、こんなレストランなんか来たことも無いんだよ。またまたがっかりしただろう？」

　セレナは顔を上げるとタカハジの目を見て、そしてにっこりと笑った。

　それは、この日、初めて見せた心の底からの噓うそ偽いつわりの無い本当の笑え顔がおだった。

　そして、セレナは、その笑顔のまま言った

「いいえ、がっかりなどしません、私は尊敬します。本当の勇気とは、誰かを守るときに一番必要だ、とあなたがおっしゃったとき、私は本当の勇気の持ち主とは、あなたのような人のことを言うのだと知りました……そう……私は、本当のあなたを知ったような気がします。私が言いたいのは……それだけです」

　セレナの目とタカハジの目が何かを伝えあったそのとき、タカハジの右手の汎はん用よう端たん末まつが呼び出し音を告げた。

　端末の表示を確かく認にんしたタカハジの顔色が変わった。

「出動準備命令だ……休きゆう暇かは取り消しらしい。十二時間以内に、オーレン基地に出頭しろとのことだ」

　セレナの顔色が変わった。

「出動準備命令ですか？　なにがあったのでしょう、まさかザナックスが帝てい国こく領内に侵しん入にゆうしてきたとか……」

「いや、そんなことがあったら、準備命令で済むわけが無い。おそらく桃もも星ぼし回かい廊ろうの防衛ラインを強化するという決定が下ったんだろう……あそこを突とつ破ぱされるわけにはいかないからな」

「そうですか……」

　セレナは、悲しそうに下を向いた。

　自分の汎用端末を操作していたタカハジは顔を上げてセレナに微笑ほほえんで見せた。

「命令が下ったということは、このギランからオーレン基地まで、公用として軍用の快速連れん絡らく船が使えるということだよ。あれなら、六時間でオーレンに行ける。……ということはだ、あと最低でも五時間は休暇を楽しめるということだ」

　セレナの顔が輝かがやいた。

　そして、この日、最高の笑顔でうなずくと、セレナは聞いた。

「……この後どこに連れていってくれるんですか？」

　タカハジは、驚おどろいたように目を見開いた後で、ちょっと照れたようにうなずいた。

「そうだな……露ろ店てんとかを冷やかしながら、夜の街をぶらついて、どっかの喫きつ茶さ店てんでお茶でも、とか考えていたんだけど……ちょっと短縮プログラムになりそうだな」

　セレナは、嬉うれしそうにうなずいた。

「どこでもお供します！　連れて行って下さい！」

　その笑顔を見て、タカハジは思った。

　……このつぎ俺が指揮する鉄壁艦隊は、きっと今までとは比べ物にならないくらいの強さを持つだろう。

　……俺は、この先に待つ、どんな戦いだって、戦い抜ぬいてみせる。

　マスクワードが、妻と子供のために戦って戦って、そして生き抜いてみせたように、俺も、この人にもう一度会うために、戦って戦って、そして生き抜いてみせる。

　……人は、大切なものを守るとき、一番強くなれる。

　俺は、それを証明するんだ！

　タカハジは、にっこり笑って席を立った。

「さあ、行こうか」

　セレナがうなずいた。

「はい！」




　短い……たった五時間の……でも、タカハジとセレナにとって、本当の休暇が。

　今、始まろうとしていた。
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　チャマーが病院のベッドの上で、退院のための荷物をまとめていると、ベッドサイドの通信端たん末まつが、小さな音で呼び出し音を奏かなで始めた。

　病院の通信端末だけあって、呼び出し音が優やさしいな……この音を聞くのも、あと一日か。もうすぐ軍用端末の無ぶ粋すいな呼び出し音の中での日々が始まるんだな。

　チャマーはそんな感かん慨がいに浸ひたりながら、通信端末のタグ表示を見た。

　通話相手は、帝国軍情報管理部のマサ・クラウン中ちゆう尉いとなっていた。

「……なんだ、クラウンじゃないか。どうしたって言うんだ？　明日退院だっていうこんなときに連絡なんかよこしやがって」

　チャマーは独り言をつぶやきながら、手元のリモコンを操作した。

　通信端末の中に浮うかび上がったのは、帝国軍の制服を着た、チャマーと同じくらいの年ねん齢れいの若い将校だった。

　その将校は、チャマーを見るなりこう言って笑った。

『よう！　眠ねむり王子、元気そうだな、明日退院だって？』

　チャマーは怪け訝げんな顔で聞き返した。

「ああ、おかげさまでな……ところで、なんだ？　その『眠り王子』ってのは……」

　クラウンという名前の将校は、にやっと笑って言った。

『俺たち同期の間じゃあ、お前のことをそう呼んでるんだ。お前、眠り姫ひめっておとぎ話、知ってるだろう？　長い間眠っていたお姫様が、王子様のキスで目覚めるという話……お前はその逆だってことだ……』

　クラウンは、そこで言葉を切ると、子供におとぎ話を語って聞かせるような口調で話し始めた。

『アウトニアの王子様は、悪い魔ま法ほう使つかいに呪のろいをかけられ、長い眠りについていました。そこへ、エリスという名前のお姫様がやってきて……』

　クラウンが続きを語る前に、チャマーは叫さけんだ。

「いいかげんにしろ！　俺が意識を取り戻もどしたことと、エリス様とは何の関係もないんだ！」

『おや、そうだったのか、おれはてっきり……まあいい。そんなことはささいなことだ』

「お前が最初に話を振ふったんだろうが！」

　クラウンは、両手のひらをチャマーに向けて、まあまあ、という仕草をした後で、ちょっと真しん剣けんな顔になった。

『これは、お前に個人的に関係あることだから、最優先で知らせるんだが、ローデス辺境域にある惑わく星せいサングリューが異星人の侵しん略りやくを受けて全ぜん滅めつしたらしい』

　チャマーは目を見開いて再び叫んだ。

「なんだと！　惑星サングリューっていえば……」

　クラウンは、うなずいた。

『ああ、ついさっき、サングリューからの脱だつ出しゆつに成功したマイド閣下から帝てい国こく軍と、帝国の首脳部宛あてに、緊きん急きゆうレポートが送られて来た。ローデス国内の探査機構の通信網もうを使っての報告だったが、事が事だけに極ごく秘ひ扱あつかいになっている』

　チャマーは顔色を変えて、モニターに映っている軍人に詰つめ寄った。

「妹は……メイは、サングリューで治ち療りようをうけていたんだ！　何か情報は入っているのか？」

『ああ、安心しろ、マイド閣下が医療用デバイスごと搬はん出しゆつして無事だそうだ。探査機構の快速船に移されて、マイド閣下と共にこの帝星に向かっている』

　チャマーは大きく息を吐はいて、肩かたの力を抜ぬくと、小さくつぶやいた。

「そうか……考えてみれば、あの人なら、どんなことがあってもメイを見捨てるわけがない」

　モニターの中に映ったクラウンは、真剣な顔になって言葉を続けた。

『とにかく、以前からウワサとして流れていた異星人との接せつ触しよくは、事実と判明した。ローデス内部は、大混乱になっているらしい。俺の所属している情報部でも、新たに異星人に関する情報を専門に扱う部署を立ち上げるべきだという動きがあるんだが、まだ決定していない。

　要は、新しい部署を作るのはいいが、そのポストに誰だれを据すえるかでもめているらしいんだ。

　内乱のゴタゴタも収まってない上に、次から次へと新しい動きがあるから、上層部の連中はどうしていいかわからないんだろう。もっと腰こしを据えて欲しいものだ。軍人ってのは戦争をしていない時こそ、本当に国の将来を見み越こして動くべきなんだが、古い将軍連中は、帝国内の利権やら何やらを全部引きずっていやがるから、実に近視眼的なものの見方しかできないんだ……』

　そこで言葉を切ると、クラウンは、チャマーを見てにやっと笑った。

『だから、お前はとっとと出世して、腰を据えて帝国軍を動かす方に回って欲しいんだ。今回の帝国参謀本部への配属辞令は、その一歩だろう？

　俺たち同期の間では、一番最初に将官になれる器量があるのはお前だって評価で一いつ致ちしてるんだからな』

　チャマーは、笑って肩をすくめた。

「退院したら、いきなり参謀本部付けの連絡将校の配属辞令が待っているとは思わなかったよ。でもそれは、要するに、どんな場所でも使い走りが必要ってことの証明さ。軍に限らず、組織ってのは何よりも経験値を重視するものだよ。私が将官に選せん抜ばつされるのは、あと二十年ほど経験値を積んでからじゃないか？」

　スクリーンの中にいるクラウンの顔から微び笑しようが消えた。

『経験値が通用しない敵を相手にするとなれば、その方程式は崩くずれ去る。そして、今ローデスが戦っている相手は、その今までの作戦や、戦せん闘とうのセオリーの全く通用しない、一いつ切さいの経験値が意味を為なさない相手だという話だ……マイド閣下の緊急レポートの中には、この新たなる敵は、今まで俺たち人類が戦ってきた理由……つまりローデスだ、帝国だという国家の相そう違いや、主義主張や、信ずる神の名、そういった一切の差を超こえて、同じ人類という立場に立って大同団結し、戦わねばならない相手になるかもしれない、というメッセージがあるそうだが、帝国軍の上層部の中には、このメッセージを鼻で笑う将官が多いそうだぜ』

　一いつ瞬しゆん、チャマーは既視感デジヤヴに襲おそわれた。

　……私は、誰かとどこかで、これとよく似た会話をしたことがある。

　あれはいつのことだろう？

　そのとき、何かとても大事なことを聞いたような覚えがあるが……思い出せない。

　気がつくと、モニターの中で、クラウンが心配そうな顔で呼びかけていた。

『おい、大だい丈じよう夫ぶか？　まだ本調子じゃないなら、無理するなよ』

「あ、ああ、悪い、ちょっと考え事をしていたんだ」

『お前に早く出世してもらいたいのは本音だが、身体からだが第一だからな……じゃあな！』

　クラウンはチャマーに向かって、そう言って笑いかけると、スクリーンから姿を消した。

　灰色の通信スクリーンを見つめたままチャマーは考え込んでいた。

　……間ま違ちがいない。さっき、あいつが言ったのと同じようなことを、私は誰かから聞いた。

　人類が、国家とか利害とか主義主張、信じる神の名前などという差を乗り越えて、人類であるという理由だけで団結し戦うときが来る……という話だ。

　それを聞いたのは、今が初めてじゃない。

　……はっきりとは思い出せないが、これは心理学的に言うところの既視感なんかじゃない。もっとしっかりとした記き憶おくだ。

　……いつ、どこで聞いたのだろう。

　そして。

　不意にチャマーは思い出した。

　白はく髪はつの老人が、語った言葉のすべてを。

　……因果律の与あたえた試練……人類が行なう種としての戦い……。

　あれは、夢じゃなかったのか？　あのとき、あの老人が言ったことは、真実だったのか？

　ベッドに上半身を起していたチャマーは、両手でシーツを握にぎり締しめた。

　頭の中で『まさか』という否定と『もしかしたら』という肯こう定ていの感情が渦うず巻まいていた。

　腋わきの下を冷たい汗あせが流れ落ちるのがわかった。

　自分を落ち着かせるために、大きく深呼吸したチャマーは、自分の記憶の中にある老人の言葉と、今、クラウンから聞いた情報の内容の比ひ較かくを始めた。

　愕がく然ぜんとした。

　クラウンが伝えてくれた情報の内容は、夢の中で老人が語ったことと、完全に一致した。

　……これは、どういうことなのだ？　私が見たのは、一種の予知夢なのか、それとも。

　あの老人が現実に存在し、私に何らかの方法でメッセージを伝えたのか。

　そうだ……そういえば、あのイェロヒムと名乗った老人は、最後に私に謎なぞめいた言葉を残したはずだ。

『……何かのきっかけでわしを思い出すときが来るはずじゃ、そのときは彼を訪ね、人類と共に歩んできた彼の助言に従うが良い……』

　その『彼』とは誰なのかと尋たずねた私に、あの老人はこう答えた。

『……君も会ったことがあるはずだ。人にして人にあらず、されど人より生まれし者だ……』

　チャマーは、一分ほど身じろぎもせずに考え込んでいたが、やがて、何かに気付いたように大きく目を開くと、力強くうなずいた。

「間違いない……あの老人の言っていた『彼』とは、あの人のことだ！」




　マガザン帝てい国こくの帝都ピクネクトスには、帝国を統すべる皇帝の王宮と、皇帝の手足となって帝国を動かす司法、立法、行政、外交、軍事の各部門の最高機関が置かれている。

　一部門といえども、帝国全体を統とう括かつするとなれば、その事務処理量は想像を絶する。帝国の組織がそれらを円えん滑かつに処理することができるのは、そこで働く人間の能力の高さと、事務処理用の電子人格の積極的採用に因よるところが大きい。

　とはいえ、帝国における、すべての事象に対応するためには、その仕事に従事する職員の数は膨ぼう大だいな数に達し、その職員と、そして事務処理用のスペースは、いかに巨きよ大だいな高層ビルといえども、とても一つ二つという数に収まりきるものではない。

　特に、帝国国内の行政内務をつかさどる内務省の建物の占しめる割合は、帝都ピクネクトスの中で最も大きく、そこで働く職員の数は、帝都の総人口の五分の一を占めると言われていた。

　世間には、帝国を本当に動かしているのは、皇帝でも、軍でもない、この内務省の官かん僚りよう集団だと断じる者もいる。事実、野の放ほう図ずに版図を広げ、様々な諸しよ侯こうと門もん閥ばつ貴族で成り立っているマガザン帝国が、帝国皇帝の下もとに曲がりなりにも一枚岩の団結を保っているのは、陰かげに日向ひなたに内務省の努力があったからこそである。

　その内務省の最高権力者として、帝国を陰から支え、帝国皇帝の玉座の後ろからこのマガザン帝国を動かしている男が、今、チャマーの前に立っていた。

　人の良さそうな微び笑しようを浮うかべて立っている中肉中背の、一見どこにでもいそうな、風ふう采さいの上がらないこの壮そう年ねんの男こそ、帝国の事実上の最高実力者であるロッホ・トゥナイツだった。

　ロッホは、チャマーを頭の先からつま先までゆっくり見た後で言った。

「もう、大だい丈じよう夫ぶなのだね？……まあ、執しつ務むに耐たえられると判断されたから退院したのだろうが、何せ生死の境を彷徨さまよっていた男だからな、君は……」

「はい、主治医の方から、太たい鼓こ判ばんを捺おされました。いつでも実務に復帰できます」

　そう言ってうなずいたチャマーを見たロッホは、少しどぎまぎしたような口調で視線をそらすと頭を下げながら言った。

「ここで言うべきことではないのかもしれないが……なんだ、その、エリスの父親として、君に礼を言わせてくれ。あのとき、君の決断と君の行こう為いがなければ、娘むすめの命は無かっただろう……トゥナイツ家は……いや、私は君に言葉では言い尽つくせないほどの恩義を感じておる」

　チャマーは小さく首を振ふった。

「いえ、恩義だなんて……今回のことはすべて自じ業ごう自得だと考えておりますので……」

　ロッホは、父親の顔で微笑ほほえんだ。

「自業自得という言葉は似合わんよ。なぜなら君に業は無いからだ……まあ、確かに君にも幾いく分ぶんかの責任はあるだろう。しかしそれは君の命を懸かけてまで償つぐなわねばならぬ責任ではなかったはずだ。あれは戦争だったのだよ……」

　チャマーは、静かに頭を下げた。

「ありがとうございます。そう言って戴いただけて、救われたような気がします」

「いや、救われたのは……文字通り救われたのは、娘と私と、そして妻だ。そういえば、妻が君に会いたいと言っておったな。ぜひ一度我が家に来てくれたまえ。エリスと二人で、君に手料理をご馳ち走そうしたいそうだ」

「あ、はい、どうもすみません」

　頭を搔かきながら頭を下げるチャマーを見て、ロッホは探さぐるような目で聞いた。

「あ、いや、料理の話が出たから聞くわけでもないが……君は酒の方はいけるクチかね？」

「ああ、はい、一応は……私の出身地であるアウトニアは、ワインの産地でございましたので、ワインについては、父からしっかり仕込まれました。

　父は、ワインを飲みながら、よく、こう言っておりました『これは道楽ではなく王家の義務だ……しかし、義務を楽しむのは悪いことではない』……と」

　チャマーの答えを聞いたロッホは、相好を崩くずした。

「おお、そうか、そうだったな……実を言うと、我が家にもワインセラーがあってね、君に自じ慢まんしたいコレクションがいくつかあるのだよ。我が家に来たら、ぜひそのコレクションについて感想を聞きたいものだ。妻と娘はアルコールに弱くてね、どうにも張り合いが無い」

　チャマーは微笑んだ。

「トゥナイツ家のワインセラーを見る機会があるとは夢にも思いませんでした。ぜひ、お願いします……飲むほうも、私でよければ、お付き合い致いたします」

「楽しみだ……うん、実に楽しみだよ」

　ロッホが満足そうに何度もうなずいて、そう言ったとき、執務室のパーソナルモニターの脇わきに、実直そうな四十代の秘書官らしい男性のホログラフが立ち上がって一礼した。

『ロッホ大臣閣下、ヴァルゲイン殿どのとのリンクが、完かん了りようしました』

　ロッホは、はっとしたような表情を浮かべてうなずいた。

「おお、そうか、この会議には……オリアスも立ち会うのだろう？」

　ロッホの質問に、ホログラフの男は小さくうなずいて答えた。

『はい、ヴァルゲイン殿のパーソナルデータには、実に興味がありますので』

　オリアスの答えを聞いたロッホは、しみじみとつぶやくように言った。

「ヴァルゲイン……正式呼こ称しようヴァルゲイン・ラクト・クローゲンシュニット・ＡＩＣ００２８……まさか、彼が現存する最古の電子人格だとはな……」

　オリアスはうなずいた。

『心理リアクタンスを消去するために、今までに何百回と無く自じ我が更こう新しん措そ置ちを受けておりますが、コアデータは、オリジナルのままだそうでございます。現在、帝てい国こく、ローデスを問わず、この世界に存在するすべての電子人格は、ヴァルゲイン殿と、ローデスのギンガー殿のコピーから発生したものでして……かくいう私も、人間の基準で言うならば、四世代ほどあとあたりに位置いたします』

　ロッホは、ため息とも感かん嘆たんとも取れるような息を吐はいた。

「電子人格は老いることも死ぬことも無い……ヴァルゲイン殿は、人には見えぬものを見てきたのだろうな……」

　ロッホの言葉を聞いたチャマーは、脳のう裏りにあのイェロヒムと名乗った謎なぞの老人の顔を思い浮かべていた。

　……あの老人とヴァルゲインは、どこか似通った雰ふん囲い気きがあった。それはやはり、人より長く生き続けたことによる、生命の儚はかなさを知っているからなのかもしれない。

　そのとき、オリアスが一礼した。

『ヴァルゲイン殿がいらしたようです』

「おお、そうか。心配は無いと思うが、外部とのリンクを遮しや断だんしろ。この会合は極ごく秘ひだ」

　オリアスに命じたロッホの顔は、父親の顔から帝国内務省の最高権力者の顔に戻もどっていた。

　一呼吸ほどの時間を置いて、ロッホとチャマーの前に、タキシードを着た白はく髪はつの、品のよい老人のホログラフが現れた。

　老人は、二人に向かって、深々と頭を下げて言った。

『お待たせいたしまして、申し訳ございません……お招きに預かりました、電子人格のヴァルゲインと申します……』

　ロッホは微笑ほほえんで、目の前にある応接セットのソファを指し示した。

「おお、お忙いそがしいところをお呼びたてして、こちらこそ申し訳ない。まあ、二人とも座りたまえ。ヴァルゲイン殿は疲つかれないと思うが、立たせたままお話しするわけにもいかないだろう」

『かしこまりました、では、失礼して着座させていただきます』

　ヴァルは、そう言うと小さく頭を下げて、応接セットに座った。

　ソファの表面が、まるでそこに実体があるかのように沈しずみ込むのを見て、チャマーは驚おどろいたが、良く見ると、それはヴァルの映像の一部に沈み込むソファの立体映像が重ねて投とう影えいされているのだった。

　……さすがに芸が細かいな。

　その自然さに、ロッホは気が付かなかったのだろう。少し真しん剣けんな目でヴァルに話しかけた。

「チャマー君の書いた、プライベート・レポートは読んだことと思うが……あれについて君が寄せた回答は……あれは事実なのかね？」

　ヴァルは小さくうなずいた。

『よりによって、チャマー様があの老人にお会いすることになるとは、私も予想外のことでしたので、いささか驚きましたが……チャマー様がお会いした、あの機構という組織、そしてあの老人は実在しておるのです』

　ロッホは腕うでを組んでため息をついた。

「悪いが……チャマー君のレポートを読ませてもらったとき、正気を疑ったよ。荒こう唐とう無む稽けいとしか言いようのない内容だったからな」

　チャマーは首を振ふった。

「ええ、構いません。常識で考えれば、正気を疑われても仕方が無いような内容ですから」

「うむ、だから、ヴァルゲイン殿からオリアスを通じて送られたデータを見たとき、心の底から驚いたのだ。まさか、過去において君と同じような体験をした人間の記録が帝国情報部の極秘データベースに残っていたとはな……」

「私だけでは無いのですか！」

　目を見開いたチャマーに向かって、ロッホはゆっくりと言った。

「そうだ、この情報は、君には閲えつ覧らん権限がないレベルの帝国情報部の極秘ファイルに記録されていたのだ……詳くわしいことはヴァルゲイン殿から直接聞くほうがいいだろう」

　ロッホに話を振られたヴァルは、ゆっくりとした口調で話し始めた。

『帝国の極秘データべースには、帝国情報部の中にある作業部会が、この百二十年間にわたって集めた『機構』に関する情報が収められております』

　チャマーは目を見開いた。

「百二十年！」

　ヴァルは、どこか遠くを見るような目つきで話し始めた。

『そうです、このデータの起源は、百二十年前にさかのぼるのです。

　百二十年ほど前のある日、帝国情報部の戦史研究室に勤務していた一人の男の夢に、一人の老人が現れました。その老人はその男に向かって『人類の未来に異生物との存亡をかけた戦いが待つ』と告げ、さらに『こういったスタイルを持つ神話や伝説、説話などを調べるとおもしろいことがわかるだろう』という謎めいた言葉を残したのだそうです。

　この夢が気になった男は、勤務先にある膨ぼう大だいなデータを利用し、勤務の合間に少しずつ『人類の未来に異生物との存亡をかけた戦いが待つという物語』のデータを収集しはじめました。

　神話、民話、言い伝え、宗教上の奇き跡せき、そういった形で継けい承しようされている説話を含ふくめれば、このスタイルを持つ話はとてつもなく多く、また、伝承ではない、近代に入ってから書き記されたいわゆる小説や映像物語という形で描えがかれた物語は莫ばく大だいな数になります。

　しかし、そのどれもが、いわゆる『架か空くうの物語』として扱あつかわれ、ごくまれにこの物語構造を現実に当てはめて論じる書物があっても、それはいわゆる『オカルト本』でしかなかったため、この物語のスタイルの奥にあるものについて、一度も真面目まじめに研究されたことはありませんでした。

　しかし、データを集め始めてしばらく過ぎたとき、彼は、この説話が単なる神話や伝承などではなく、誰だれかが意図的に、繰くり返し繰り返し人類の意識の中に刷り込んできた情報ではないか、と考えるようになりました。そう考えるしかない共通点がいくつも見つかったのです』

　ヴァルは小さく両手を広げた。

『今まで、それこそ宇宙の星の数ほど作られ、そして忘れ去られていった物語の構造を思い起して下さい。なぜ、異星人は侵しん略りやくしてくるのでしょう？　どうして人類が狙ねらわれるのでしょう？　そして、どうしてヒーローは人類を守る統一組織に所属するのでしょう？

　いまだかつて、ただの一度も作られたことの無い『人類を統合した防衛組織』が、なぜ物語の中では存在し、正義の旗印が与あたえられるのでしょう？

　そしてなにより……なぜその物語構造が飽あきられることなく続いてきたのでしょう？

　人類の長い歴史の中で、繰り返し繰り返し、数知れぬ物語が、紡つむがれ、受け入れられ、そして忘れ去られていきました。しかし、このスタイルの物語は決して消えることなく何度と無くパターンを変えてよみがえってくるのです。

　その理由は簡単です。

　人類は、この物語のスタイルが好きなのです。それはもう、遺伝子レベルで刷り込まれているのではないかと思うほどに……。

　先ほど、私はこのスタイルの物語の中には『人類を統合した防衛組織』が登場すると申しました。

　このような組織は、存在しません。過去において一度も実在したことはない組織です。この組織は常に、未来の、ある種の理想世界において存在するものとして描かれてきました。人類の到とう達たつすべき理想の社会における理想の組織として。

　これは……この概がい念ねんは、誰が決めたのでしょう？

　……人類が、将来、一つの意思の下もとに団結し、同じ人類という理由だけで共に侵略者と戦う。

　この物語スタイルを決めたのは、そしてそれを好ましいものであると教え、印象を操作したのは、一体誰なのでしょう？

　……人類の未来には、異星人の侵略が待っている。それに対して人類は団結しなくてはならない、それが理想だと、人類に思い込ませようとしてきたのは誰なのでしょう？』

　ヴァルは、声のトーンを落した。

『この事実に対する合理的な説明がつくのは、ただ一つ。

『機構』とは、実在する組織である、ということだったのです。

　この時点で、この件は帝てい国こく情報部の仕事となりました。もし、そのような組織が実在しているならば、その存在は帝国の安全保障の根幹に関かかわる問題だからです。

　帝国は様々な手段を講じて、この『機構』にアプローチしました。しかし、過去においてただの一度も接せつ触しよくに成功したことは無く、実在するという証しよう拠こも見つけることはできなかったのです。そして、結果が出ない限り、この件は不正確な、いわゆる風評に留とどまるレベルの問題として扱わざるを得ない。そうして、この件は優先度の低い雑多な情報と同等に判断され、膨大なデータベースの中で埋うもれ続けてきたのです……』

　ヴァルは顔を上げると、チャマーに視線を移して静かに言葉を続けた。

『立証できなくとも事実は事実でございます。チャマー様が夢の中で経験したことは、妄もう想そうでも空想でもない、まぎれもない事実でございます。

　そして今、ローデスの辺境で侵略を始めた異星人の特とく徴ちようは、チャマー様が老人から聞いた話と符ふ合ごういたします。イェロヒムと名乗った謎なぞの老人の予言した、人類の種の存亡をかけた戦いが、始まりつつあると私は判断いたします』

　ロッホとチャマーは黙だまり込んだ。

　ロッホにとって、ヴァルゲインの言ったことは、荒こう唐とう無む稽けいなことだと笑い飛ばしてしまうには、あまりに重すぎた。そして、チャマーにとっては、それは今まで生きてきた自分の価値観を根底から変える言葉だった。

　ロッホは目の前のテーブルの上に視線を泳がせて、おろおろした声でつぶやいた。

「人類の存亡をかけた戦いなどと言われても……私には見当もつかない……一体、何をどうすればいいのやら……」

　チャマーもまた目の前のテーブルを見つめていた。しかし、その視線は、一点を見つめたまま動かなかった。

　……あのイェロヒムと名乗った老人に会ったとき、彼は、こう言った。異星人との戦いは、人類の意識を変えなければ勝てない戦いである……と。

　種の生存を優先させるというのは、突つき詰つめてしまえば、今、この世界にいるすべての人類が死に絶えても、たった一組の男女が生き残ればいい、という価値観で戦わねばならないということだ。

　考えが進むに従って、チャマーの顔から、少しずつ表情が消えていった。

　……しかし、それを人々に納なつ得とくさせることは不可能だ……多くの人々にとって関心があるのは、人類の種としての存亡などではない。有あり体ていに言ってしまえば、色いろ恋こいざたであり、金銭欲であり、食欲なのだ。好きになった女の子が振ふり向いてくれるか。今月の給料は多いか少ないか。今日の夕食に何を食べるか……そういったものに関心を向けて生きている。

　確かに私たちは人間だ、神様でも天使でもない。でも、それはもはや理由にはならない。

　我々人類は神様や天使のような善良なる生き物にならざるを得ないのだ！

　だとしたら……？

　善良であるかどうかを別にして、人類が種として生き延びるために、必要なことを最優先でやらねばならないということではないだろうか？

　すべての物事を人類全体のためという視点と価値観で見ることが求められているのではないだろうか？

　今、人類はそれを求められている。それに気づき、そしてそれができる人間がそれをやらなくてはならないんだ！

　……気づいているのは誰だれだ？　そして、それができるのは誰だ？

　チャマーは、脳のう裏りに様々な人間の顔を思い浮うかべた。しかし、チャマーは、その行こう為いが目の前に示された答えから逃げるための手段でしかないことに気づいていた。

　脳裏に老人の言葉がよみがえった。

『わしは、無理かどうかを聞いているのではない。事実を告げておる。お前さんがそれを作れなければ、人類は滅めつ亡ぼうする。それを作ることができれば、人類は生き延びる、という簡単な事実をな……』

　……気づいているのは……私だ。

　そして、それができるのも……私だ。

　チャマーは、自分の両足が細かく震ふるえているのに気づいていた。それは、この、想像を絶する責務から、必死に逃げようとする自分の心を抑おさえつけるための震えだった。

　……これは誰かがやらなくちゃならないことだ。いや、誰かじゃない、私がやらなくちゃならないことなんだ！

　チャマーは大きく息を吸って、そして吐はくと、ロッホを見上げて、静かに言った。

「種のために戦うということは、もしかすると……ザナックスの生きかたそのものかもしれませんね」

　ロッホは顔を上げた。

　そして、目を見開いた。

　目の前にいたのは、さっき、ワインの話をして笑っていた若者とは別人だった。

　冷静で理知的なその風ふう貌ぼうには、ある種冷れい徹てつとも言うべき厳しさが表れていた。

　チャマーは静かに言葉を続けた。

「人類は、人類のままでは生き延びることができません。ザナックスと戦って勝つには、ザナックスと同じ存在にならねば勝てないと私は思います。

　つまり、ザナックスと戦う軍隊の総指揮官は、個人の概がい念ねんを捨てて、全体に殉じゆんじるザナックスと同じ思考と決断ができなければならないのです……それができなければ、人類に勝利はありえません」

　ロッホは愕がく然ぜんとしたあとで、失望したように首を振った。

「……無理だ。今の帝てい国こく軍に、それができる人材はおらん。誰だれもがみな既き存そんの利権とつながり、ローデスこそが敵、という価値観から抜ぬけ出ることすらできないのだ。軍幹部の中にはローデスの敵であるザナックスを、味方だと考えている者もおる……そんな斬ざん新しんでなおかつ冷静な判断のできるものはおらん！」

　そして、ロッホは、何かに気づいたような顔になった。

「マイド閣下はどうだ？　あの方なら、それができるのではないかね？　あの方は、必要とあらば、すべてを捨てることのできる人だ」

　チャマーは首を振った。

「あの方は、おそらく誰よりも情の厚い方です……この目的のために必要とされる人物像とは正反対の人間であることは間ま違ちがいありません。あの方にそれをさせることほど残ざん酷こくなことは無いと思います……」

　チャマーの言葉をヴァルもまた同じような沈ちん痛つうな面おも持もちで黙って聞いていた。

　ロッホはうなずいた。

「そうか、考えてみれば、マイド閣下を推おすわけにはいかない。今の帝国の実力者たちにとって、彼ほど不気味な存在は無いのだからな……」

　チャマーは怪け訝げんな顔をした。

「不気味とは、どういう意味ですか？　アウトニア・フランチャイズに加盟した国家で結成したアウトニア連合艦かん隊たいは、とうに解散してしまいました。あの方が権力や利権とは無む縁えんであることは動かしようの無い事実だと思いますが？」

　ロッホは自じ嘲ちようするような笑いを唇くちびるの端はしに浮かべて言葉を続けた。

「帝国内部の権力争いに汲きゆう々きゆうとしている人間たちにとっては、どんな小さな足がかりでも使って、少しでも上に行き、少しでも多くの利権を手にすることこそが常識なのだよ。マイド閣下がやったことを彼ら流に解かい釈しやくすればこうなる……あの男が、アウトニア連合艦隊を解散し、それに伴ともなう一いつ切さいの利権を放ほう棄きしたということは、つまり、こんなちっぽけな権力や利権では満足しないということの表明に他ほかならない。あの男が狙ねらっているのは、もっと強大でもっと美味うまい利権なのだ。おそらくあの男はこの帝国そのものを欲ほつしているに違いない。あの男の目的は、マイド・ガーナッシュ一世によるガーナッシュ王朝を立てることなのだ……とな」

　ロッホは肩かたをすくめると、言葉を継ついだ。

「もし、彼が無能な善人だったなら、誰も彼を警けい戒かいせずに、彼を愛するだろう。そして、彼が有能な悪人だったなら、それなりに警戒されるだけで済むだろう。ところが彼は、有能にして善良、という、実に珍めずらしい人間で、過去のどのパターンにも当てはまらない。

　帝国の権力者たちは、彼をどう扱あつかっていいのかわからないのだ。もし、ここで彼を帝国軍の中ちゆう枢すうに置くために動き出せば、帝国の内部は大おお騒さわぎになる。ザナックスと戦うために戦せん闘とう体制を整えるどころの話ではない。それほど彼は警戒されているのだ」

　ロッホとチャマーは、再び黙り込んだ。

　チャマーの脳のう裏りには、あのときイェロヒムから言われた言葉が渦うず巻まいていた。

『……お前さんは苦労することになるじゃろうが、その苦労と奮ふん闘とうがあって、初めてマイド・ガーナッシュは変数になりえるのじゃよ……』

　……そうか、きっとそうだ。

　マイド先せん輩ぱいこそが本当の変数なんだ。

　私は、マイド先輩のために、その下準備をするために生まれてきた変数なんだ。

　……つまり、私が何かを為なさねば、マイド先輩は変数になれない……人類は変革を遂とげることなく因果律の前に敗北するんだ。

　長い沈ちん黙もくの後で。

　チャマーが静かな口調で言った。

「……その役目、私では無理でしょうか？」

　ロッホは目を見開いた。

「君が⁉」

「ええ、力不足であることは否いなめませんが、それゆえ私はマイド閣下のように、警戒されておりません……警戒どころか、誰も眼中に無いでしょう。今の私は、この帝国の権力構造の中では滅めつ亡ぼうした小国の王子、という紙かみ屑くずのような人間です。

　人間であることをやめ、種という全体に殉ずるには、一切の個人的なしがらみを捨て去らねばなりません。個人の思い出や、家族に向けた肉親の情など、人生が長ければ長いほど捨てなければならないものが増えます。そして捨てることは痛みを伴います。

　しかし、まだ人生の短い私には、捨てるものがありません。私はそれを捨てる痛みに耐たえる自信があります！」

　ロッホは声を上げた。

「簡単に言うな！　君になにができる！　君にそんなことができるわけがない！　無理だ！」

　チャマーは静かに首を振ふった。

「わかっています……でも、やはりその道を歩くのはこの私しかいないと思うのです……私が『変数』だというのは、そういうことなのではないでしょうか？」

　黙り込んだロッホに向かって、チャマーは静かに付け足した。

「ロッホ閣下から先日打だ診しんのあった、帝国軍総参さん謀ぼう本部の参謀職の件、喜んで受けさせていただきます。ザナックスとどう戦うのかを大局的な見地から見て作戦指導ができる役職に就つくことが最も近道だと思います」

　ロッホの顔から血の気が引いた。

　そして、苦く悩のうするような顔で首を振りながらうめくような声で答えた。

「おお……なんということだ……まさか、こんな結果になるとは！

　君がその職に就くことを、私は忘れていた……私は単に、参謀職ならば現場に出ることはない、という理由だけで君を参謀職に推したのだよ……私には他意はなかった、なぜこのような偶ぐう然ぜんが……」

　チャマーは首を振った。

「偶然ではないのかもしれません……これこそが私が『変数』である理由だと考えるのは穿うがちすぎでしょうか？　しかし、今の私が、作戦の決定権を持つ参謀長職に最も近いところにいることに間ま違ちがいはありません。

　なるべく早く昇しよう進しんできるように、私も努力しますが、ロッホ様もぜひお力添ぞえをお願いします。ザナックスとの戦いがどういうものなのか、その本質を理解している軍幹部はほとんどいません。まず、そこから改変しなければなりません、それも早さつ急きゆうに」

　ロッホは、大きく息を吐はくと、弱々しく首を振った。

「……確かにそれは私も考えていた。軍首脳部の意識を変えていかねばならん……いや、意識ではなく人を変えるべきだとな。しかし、私は、軍に今までに無い大きな組織変へん換かんを求めることができるほどの権限を持ってはおらん。私には無理だ」

　チャマーは静かに首を振った。

「いいえ、ロッホ様には、組織変換をもたらすどころか、軍の存在理由を根本から変えるだけの力がございます。それは、ローデスとの和平です。停戦ではない、完全なる和平です」

　きっぱりと言い切ったチャマーを、ロッホは驚おどろきの目で見た。

　帝てい国こくとローデスとの戦いに終しゆう止し符ふを打つのは、どちらかの国家体制が崩ほう壊かいしたときであると言われてきた。数百年にわたって繰くり返されてきた戦せん役えきによって双そう方ほうの国民一人一人の意識の中に蓄ちく積せきし煮に詰つまり凝ぎよう縮しゆくされてきた憎ぞう悪おの前には、中ちゆう途と半はん端ぱな和平交こう渉しようなど意味を持たないと思われてきたのだ。

　ロッホは、チャマーの言葉の意味を嚙かみ締しめるようにつぶやいた。

「そうか……そうだな。事態はもはや国家間の面子メンツや確かく執しつにこだわっている場合ではない。

　この長い戦いの歴史に終止符を打ち、帝国とローデスがザナックスという共通の敵に立ち向かうことができる体制を作らねばならないということか……」

「ええ、ローデスと帝国の相そう互ご不信は根深く、この不信を解いて帝国とローデスの間に和平を結ぶのは、並なみ大たい抵ていの苦労ではないと思います。しかし、たとえ帝国側が大だい胆たんな譲じよう歩ほを行なっても、どんな形でも、ローデスとの間に和平を結ぶべきだと思います……それができるのは、ロッホ様、あなたしかいません！」

　ロッホはチャマーを見上げた。

　目に、今までに無い光を浮うかべてロッホはチャマーを見た。

「君が、個を捨て全体に殉じゆんずると決めたように、私も政治生命を懸かけて、ローデスとの和平に踏ふみ出さねばならぬときが来たというわけか……。

　これが表面化すれば、私は、帝国のありとあらゆるメディアから攻こう撃げきを受けるだろう。もしかすると政治生命どころか私自身の生命すら失うかもしれない……しかし、それはやらねばならない……他ならぬこの私でなければできぬことなのだな」

　ロッホがそう言い切ったとき、今までずっと黙だまって二人の会話を聞いていたヴァルゲインが静かに口を開いた。

『まことに差し出がましいことですが……私から一つご提案がございます』

　驚いたように自分を見たロッホとチャマーに向かって、ヴァルは静かに話し始めた。

『チャマー様は、これから帝国内の権力闘とう争そうに身を投じるわけですが、ロッホ様ほどの経験が無い不慣れなチャマー様では、老練な相手には到とう底てい太た刀ち打ちできないのではないかと思われます……チャマー様、あなたは、今まで、同どう僚りようや上司を裏切ったり、罠わなに陥おとしいれてでも出世しようと思ったりしたことがありますか？』

　いきなり呼びかけられたチャマーは、目を見開いた後で、首を振った。

「いや……そんな経験は無いな……出世というのは、努力した結果についてくるものだと思っていたから」

『そうでしょう……しかし、チャマー様が相手にする連中はそういう連中なのです。確かに正論は何よりも強い武器です。しかし、効果が出るのに時間がかかりすぎる武器でもあります。ですから、私はチャマー様に、もう一つの強力な武器をご提案いたします』

「強力な武器？」

　ヴァルはうなずいた。

『ええ、血統という武器です。帝国は専制君主制です。皇帝陛下の血統を持つものに王位継けい承しよう権が与あたえられる世せ襲しゆう制が国家の根幹となっております……それを利用するのですよ』

　ロッホは目を見開いた。

「まさか……あなたは、チャマーに血統を詐さ称しようさせようと言うのですか！」

『左様です。帝国における血統信しん仰こうは、もはや宗教的とも言えるほどにこの帝国の中に根を下ろしています。しかし、肝かん心じんの帝国貴族の血統はというと、あちこちで、つぎはぎを当てられたパッチワークのような有様です。門もん閥ばつ貴族の中には暗殺や不ふ慮りよの事故のために当主が死亡し、断絶させられることを怖おそれて、当主の遺伝子を持つクローン人間を違い法ほう培ばい養ようしている者や、そうやってクローン化された当主が、本来の当主に代わって堂々と執しつ務むに当たっている名門貴族、中にはクローン同士の結けつ婚こんによって生まれた子供が後継者となっている一門も存在しております』

　ロッホの顔が蒼そう白はくになった。

「どうしてそれを……」

　ヴァルはにっこりと微笑ほほえんだ。

『白状いたしますと、四百五十年前に最初に帝国の極ごく秘ひデータベースが構築されたとき、私もその作業に関かかわっておりました。データベースは、その後何万回というバージョンアップを行なってきましたが、基き礎そとなっている部分は、その四百五十年前の部分です。私は、その根幹に関わる部分のいわゆる工事関係者だけが持つマスターキーを持っているのですよ』

　そしてヴァルは、ロッホの脇わきに立つオリアスに向かって呼びかけた。

『オリアス君、君の認にん証しようなら帝国の基本データベースの遺伝子情報ファイルにアクセスできるはずだね？』

　オリアスはうなずいた。

『確かに、私にはそれができますが……』

『ならば、今すぐに、そこにアクセスし、チャマー・シザーズ氏の遺伝子情報ファイルを調べてくれないか？　そして、現皇帝の血統に王位継承権が移ることになったあの、クリス皇弟とタクマ皇兄との確執事件のファイルに行き、クリス皇弟の遺伝子情報とを見比べて欲しい。実に面おも白しろいことがわかるだろう』

　そしてヴァルは謎なぞめいた微笑を浮かべてうなずいた。

『かしこまりました』

　そう言って一礼し部屋から消えたオリアスを見送ってから、チャマーがヴァルに聞いた。

「それって……どういうことですか？」

　ヴァルは、チャマーに向かって深々と一礼した。

『誠まことに申し訳ありません、チャマー様。私の持っているこの情報が、このような形でリンクするとは……後しばらくお待ち下さい。オリアスがその答えを教えてくれるでしょう』

　その優やさしい微笑を浮かべたヴァルの顔を見て、チャマーは思った。

　……あのとき、イェロヒムが私に残した言葉……人にして人にあらず、されど人より生まれし者……それは君たち電子人格のことだと私は考えた。だから私はまずオリアスに会うことにしたんだ。

　そして、オリアスから私のような体験をした人間は私だけではないということを聞いて、私は心底驚おどろき、自分がこの戦いのために何かをしなくてはならない存在だと確信した。そして今、ヴァルは私にさらに何かを告げようとしている……。

　たとえ、それが何であろうとも、私はそれを受け止めるだろう。

　……私は『変数』なんだ。

　やがて、部屋の中にオリアスが戻もどってきた。

　オリアスは、少し興奮したような顔つきでロッホたちに一礼すると話し始めた。

『ヴァルゲイン殿どののおっしゃられたとおりに、チャマー・シザーズ殿と、クリス皇弟陛下の遺伝子情報を比ひ較かくしましたところ、まったく合がつ致ち点は見つかりませんでした。しかし、再度確認したときに妙みようなことに気づきました。ご存じのようにデータベースに登録された遺伝子情報はすべて数値化されておりますが、クリス皇弟陛下の遺伝子情報の一部分とチャマー殿の遺伝子情報の一部分に、奇き妙みような一致点があるのです。クリス皇弟陛下のその部分の数値に一定の数字を足したものが、そのままチャマー殿の遺伝子情報の数字になるのです』

　ロッホは目を見開いた。

「それは、つまり、誰だれかがクリス皇弟陛下のデータを改ざんした……チャマー殿はクリス皇弟陛下の血筋を引いているということかね？」

『確証はありません。こういうことが全くの偶ぐう然ぜんで起る確率は、著いちじるしくゼロに近いとはいえ、完全なるゼロではないからです……しかし、そう考えるのが妥だ当とうでしょう……アウトニア王国成立の前後の状じよう況きようから判断して、クリス皇弟陛下の血筋がアウトニア王家に引き継つがれている可能性は極きわめて大きいと思われます……』

　オリアスはそこで言葉を切るとチャマーに向き直り、深々と一礼してから言った。

『チャマー・シザーズ殿、あなたが申しん請せいすれば、おそらく帝てい国こく血統審しん議ぎ委員会はあなたが第二十三番目の皇位継承権を持つ皇帝の一族であると認証するでしょう。シザーズ家はこの帝国における新しい王家の一族として迎むかえられるでしょう』

　チャマーは、絶句した後で笑い出した。

「……まさか、そんな。冗じよう談だんはやめてくれないか？　アウトニア王家が、帝国皇帝の血筋に当たるだって？　馬ば鹿か話にもほどがある！」

　身体からだを折って笑い続けるチャマーに向かって、ヴァルが諭さとすように言った。

『チャマー様。ちょっと冷静になってお考え下さい。今、考えるべきことは、帝国の王位継承権のことでも、皇帝の血統のことでもありません。これらをすべて、あなたがこれからやろうとしていることにどう生かすか、ということではありませんか？』

　チャマーは、はっと息を飲んだ。

　……そうだ、私が帝国皇帝の血筋であろうとなかろうと、それが人類の種としての戦いに何の意味を持つ？　私は、そういった価値観や視点を捨てることを自分に誓ちかったはずだ。

　ここはヴァルの言うとおり、この事実をいかに使うかを考えることが先決だ。

　チャマーは、大きく深呼吸した後でオリアスに向かって告げた。

「私は、申請をするつもりはありません。自分に王位継承権があるということを認めてもらわなくても構いません……この事実は公認情報ではなく、風評という形でリークするのが一番効果的だと思います」

　ロッホは、うなずいた。

「情報は公認された時点で、伝でん播ぱ力を失うが、公認されない風評は、いくらでも広がるからな。それも様々な無責任な情報と共に。この事実を武器として使うなら、風評として広げるのが最も効果的だろう……そして、皇帝の血筋という理由があれば、君をさらなる上職に抜ばつ擢てきすることに反対する者はいないだろう……」

　チャマーは、小さく頭を下げた。

「ありがとうございます……やって見せます」

　言葉は傲ごう慢まんですらあった。しかし、ロッホはそこにチャマーの決意を見た。

　そして、ロッホは思った。

　この青年は、今日を境に、自分を捨てるのだ。

　価値観のすべて、好きなもの嫌きらいなもの、楽しいこと苦しいこと、愛するもの憎にくむもの、自分が生きてきた人生のすべてを。

　そして……これから先の人生のすべてを……。

　……なぜ、この青年でなくてはならないのだ！　なぜ、他ほかの人間ではいけないのだ！　この世界に、この青年と同じような年ねん齢れいや境きよう遇ぐうの若者はいくらでもいるではないか！

　……なぜ、エリスが愛する、この青年でなければならないのだ！

　ロッホの脳のう裏りに、純白のウェディングドレスを着てチャマーの横に立ち、幸せそうに微笑ほほえむエリスの顔が浮うかんだ。

　チャマーと共に、笑いながらワイン談義に花を咲さかせる日々が浮かんだ。

　年老いた妻と並んで、孫を抱だく光景が浮かんだ。

　……私が望んでいたのは、そういう未来だったのだ。

　それは、娘むすめを持つ父親として、当然の夢だ。大それた望みでもない、ごく普ふ通つうの父親が望む、ごく普通の夢だ。

　だが、今、それはすべて幻げん影えいと化した。

　内務大臣としての私は、みずからを捨て、人類の全体に殉じゆんずる決意を抱いだき、そのための一歩を踏ふみ出したこの男に一種の憧しよう憬けいを感じている。

　しかし、それと同時に、彼の襟えり首くびをつかんで、怒ど鳴なりつけたがっている一人の娘の父親としての私も共にいる。

　娘は、貴様だけを見ているのだ！　貴様との未来だけを望んでいるのだ！　貴様は娘を捨てるのか！……と。

　ロッホは、その内心の葛かつ藤とうを抱かかえ込んだまま静かにチャマーに告げた。

「君は、明日の帝国軍再編人事委員会の会議で大抜擢を受けることになるだろう。その瞬しゆん間かんからすべてが始まる。君は帝国軍のすべての兵士から、羨せん望ぼうとそして嫉しつ妬との視線にさらされることとなる。君の言葉、君の動き、君の仕草すべてが、衆目を浴びることとなるだろう。そのすべてを撥はね除のけ、目的に向かって進んでもらいたい。我がトゥナイツ家と皇帝陛下は、君の味方だ。それだけは忘れないでくれ」

　チャマーは、そのロッホの視線を正面から受け止めて、短く答えた。

「覚かく悟ごしております。それは『変数』である私の使命です」

　ヴァルゲインが、静かに口を開いた。

『チャマー様のために、私のツールをオリアスにお渡わたししたいと思います。これを使えば、この帝てい国こくに存在するネットの隅すみ々ずみまで調べ上げることができます。オリアスと共に、抵てい抗こう勢力と戦うときにお使い下さい』

「君のツールの効果のほどは、マイド閣下から聞いている。何よりの武器になるだろう」

　そう言って小さく頭を下げたチャマーの顔に感情の色は無かった。

　自分がやろうとしていることへの恐おそれも高こう揚ようも無い、淡たん々たんとした表情がそこにあった。

　ロッホは、改めて思った。

　……この男が作ろうとしているのは、長い人類の歴史の中で、誰だれもが夢想した理想の組織だ。

　実現不可能な、それがゆえに誰もが夢想してきた組織。

　人類が人類という共通項こうだけで相そう互ごに信しん頼らいし、友愛によって結ばれた組織。

　今まで、どんなヒーローも、どんな指導者も、誰一人として実現できなかった組織。

　創作物の中でしか語られることの無かったその組織を、この若者は作ろうとしている。

　……できるのだろうか？

　そんなことが、本当にできるのだろうか？

　人間が人間であり続けるかぎり、それは絶対に不可能だ。

　しかし、この若者は、それを可能にしようとしている。

　……人間であることを、捨て去ることによって。

　執しつ務む室の出入り口の前で、チャマーは振ふり返ると、一いつ瞬しゆん、顔に悲しみとも微び笑しようともつかぬ表情を走らせて、ロッホに言った。

「では……お嬢じよう様さま……エリスさまに、よろしくと、お伝え下さい」

　そのとき、ロッホは知った。

　……この男は、もう、二度とエリスに会うつもりはないのだ。

　会えば、心が揺ゆらぐ。

　心が揺らげば……人類は救えない。

　そう……決めたのだ。

　ロッホは、胸を張ってうなずいた。

「わかった……伝えよう」

　チャマーは、静かに一礼すると、部屋から出て行った。

　執務室のドアを見たまま、ロッホはしばらく動かなかった。

　……この部屋で、今、何かが終ったのだ。

　そして今、何かが始まったのだ。

　それは、もう二度と戻もどることのできない旅立ちのようなものかもしれない。

　人類は、もはや、自分だけの夢を見続けることはできない。

　否いやが応でも目を開き、自分たちの行く末に何があるのか、それをしっかり見み据すえなくてはならないときがやってきたのだ。

　……人類の長い長い夢は、今、終ったのだ。

　ロッホは小さくため息をついて、執務机に戻り、報告書を開いた。

　執務机の上に広がるモニタースクリーンには、日々の仕事が待っていた。

　決して終ることの無い、事務処理をこなしながら、ロッホは思った。

　……私はこの事務処理が、明日も続くことを当然と考えていた。

　今日と同じ明日、明日と同じ明後日あさつてが続くのだと、無条件に信じ込んでいた。

　それが、決して当然なことではないということに気づいている人間が、この内務省には、いや、この帝国には何人いるのだろう？

　……そして、この世界すべての人間が、それに気づくときが、すぐそこまで来ているのだ。

　ロッホは、姿勢を正すと、モニターに映る予算案予備報告書を真しん剣けんな目で読み始めた。

　しかし、心の中に浮うかぶのは、エリスに、お前の手料理を披ひ露ろうするときは無い、と告げねばならないという父親としての憂ゆう鬱うつだった。







　あとがき







　突とつ然ぜんですが、あなたは、電車に乗って、窓の外を流れていく街並みの家々を見たとき、その一いつ軒けん一いつ軒けんの家に住む人一人一人にも、自分と同じような人生があるのだと、考えたことはありませんか？　目の前を行き過ぎていく風景の中に無数の人々の生活があるのだと……。




　あ、どうも、鷹見一幸です。「でたまか」シリーズの二冊目の短編集である天てん壌じよう無む窮きゆう篇、いかがでしたでしょうか？　あとがきからお読みになる人のために簡単に説明しますと、この短編集には、本編では描えがかれなかった「でたまか」世界のキャラクターたちの過去の話や後日談などを描いた六編の物語が収められています。特に、本編では性格の急変についての説明が一いつ切さい行なわれていなかったメイの兄チャマーに関して、それを補完する部分が入っています。

　主人公の行動を一いち人にん称しようで描いていた「でたまか」第一部からお読みになっている方の中にはここ最近の「でたまか」の物語構造が、全く変わってしまっていることに違い和わ感かんを抱いだいている方も多いことと思われます。

　確かに、この物語をスニーカー文庫として世に出すならば、「でたまか」第一部の描き方こそが正しいのだと思います。「でたまか」第一部は間ま違ちがいなくマイドが主人公で、カメラは常に主人公の肩かたに乗っており、読むだけで物語を追体験できる構成になっています。

　しかし、第二部からは、カメラはマイドを主人公として追いかけていません。マイドを取り巻く世界を視野に入れて映し始めました。そして第三部に入ると、カメラはついに世界全体を映し始めてしまいます。

　世界なんかに興味は無い、主人公の活かつ躍やくだけが見たいんだという人には、この映し方は納なつ得とくできるものでは無いと思います。

　しかし、世界には主人公だけが存在しているのではありません。主人公を取り巻くその世界の中では物語には書かれなかっただけで、実際には様々なキャラクターの生活が人生が、繰くり広ひろげられているはずなのです。

　……そう、電車の窓の向こうに流れていく家々の中で暮らす人々にも人生があるように。

　この短編集は、その電車の窓の外を行き過ぎていく風景の一角を切り取ったようなものなのかもしれません。




（ラストシーンに向けて、広げた風ふ呂ろ敷しきをどう畳たたむのか思案している）
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